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　出会いとは、得てして突とつ然ぜんなものである。

　そんな堅かた苦くるしい格言の偉い大だいさを身に染みて思い知らされることになったのは、高校二年生になったばかりの頃ころのことだった。




（絶世の目め隠かくれ巨きよ乳にゆう美少女がエロ本読んでる……）




　やや青みがかったショートボブ。前まえ髪がみは右目が隠れる程に長く、隠れていない左目は全ての感情が取り除かれたかのように静かで淡たん白ぱく。ブレザータイプの純白制服の上からでも目立つ巨乳は無意識に目が吸い込まれるほど魅み力りよく的で、やや短いプリーツスカートから覗のぞくおみ足からは健康的な色気が感じられる。

　正直、エロさが僕の好みど真ん中過ぎる。まさにマイベストドストレートエロ。肉付きだけで言うなれば、今まで僕が見てきたどの女性よりも魅力的と言える。

　そんなマイベスト健全ドエロな目隠れ美少女が、僕の家から徒歩十分圏けん内ないにある本屋の一角で、主に成人向けの書しよ籍せきが並べられた本ほん棚だなの前で堂々とエロ本を読んでいた。




（しかもあの制服、散さん華か学がく園えんの制服じゃねえか……）




　私立散華学園。

　名前だけなら誰だれでも知っている日本屈くつ指しのお嬢じよう様学校。深窓の令れい嬢じようとでも呼ぶべき生きつ粋すいのお嬢様方が日々勉学に励はげんでいる教育機関──とは言っても、あまりにも深窓過ぎてその内情を知る者はほとんどいない。名前以外に知っていることと言えば、せいぜい制服の色ぐらいのものだ。

　そんな謎なぞに満ちたお嬢様学校の制服を纏まとった目隠れ巨乳美少女が、庶しよ民みん御ご用よう達たしの本屋で堂々とエロ本を読み耽ふけっている。……こんなことが現実に起きてしまっていいのだろうか。




（エロ本の読み過ぎで疲つかれてんのかな）




　瞼まぶたを擦こすり、深呼吸をし、再び視線を向ける。

　──先ほどと寸すん分ぶん違たがわぬ光景が広がっていた。




（……………………）




　言葉を失った僕を一体誰が責められようか。つーかこの状じよう況きようで絶句しないヤツ連れてきてみろよ。どんなにメンタルが強きよう靭じんなヤツでも絶対同じリアクションするって。お気に入りのエロ本を賭かけてもいい。見たこともないような巨乳美少女が庶民の本屋でエロ本を読み耽っているだなんて、マジでどこのエロ漫まん画がですか？　ここ現実なんですけど。

　毎週購こう読どくしているエロ漫画雑誌を買いに来ただけなのに、まさかこんな素晴らしい出会いがあるとは。これが俗ぞくにいう『継けい続ぞくは力なり』ってヤツだろうか。いや絶対に違ちがうな。エロ漫画購読をそのことわざに絡からめちまったらことわざの考案者にぶちギレられそうだ。

　──と。




『ねえ。あの制服ってもしかしなくても散華学園の制服よね……？』

『通報した方がいいのかしら？　でも、関わり合いになりたくないし……』

『おい、あれどう思う？　オレたちのこと誘さそってんのかね？』

『こんなところでエロ本を読んでるし、わんちゃんいけるかもしんねえな』




　とてもとても注目されていた。

　まあ、考えるまでもなく至って当然の展開である。

　さっきも言ったが、散華学園の知名度はかなり高い。国内一……いや、世界有数と言っても過言ではない。そんな学園の制服を身に着けた女子生徒が公衆の面前でエロ本を熟読しているのだ。注目されないはずがない。




「…………」




　エロ本に心の底から夢中になっているのか、女子生徒が周囲の様子に気付く様子はない。真しん剣けんな表情でエロ本を見つめ、無言でページを捲めくっていた。

　さて、ここで一つ考えてみる。

　変に注目されている彼女が、この後どうなるのかを。




　その一。

　周りの主婦たちが言っている通り、通報される。

　散華学園の生徒だから、警察を呼ばれたとあってはかなりのイメージダウンになってしまうだろう。もしかしたら親にこっぴどく怒おこられてしまうかもしれない。外出禁止命令を下されてしまうとも限らない。




　その二。

　彼女のことを性的に見ている店内の男たちに酷ひどい目に遭あわされてしまうかもしれない。誘ってんのか？　とか言ってたし、可能性はゼロとは言えないだろう。……いや、僕も彼女のことを性的に見てはいるんだけども。ぶっちゃけ巨乳とか太ももとかマジエロ──何でもありません。




　その三。

　何事も起きず、用が済んだ彼女は静かに店を出ていく。今日も世界は平和です。




　その一と二に関しては僕の想像力が豊か過ぎるだけかもしれない。知り合いでも何でもない僕が彼女のことを心配するのはお門かど違ちがいだし、何より彼女からしてみれば有あり難がた迷めい惑わく案件でしかないだろう。僕の方が通報されてしまう可能性も否いなめない。
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　そんなことを考えていると、店内にいた如い何かにもチャラそうな男が彼女に歩み寄った。

「なあなあアンタ、もしかしてそういうことに興味あんの？」

「…………」

　早速嫌いやな予感が当たってしまった──が、少女は男をガンスルーしてエロ本に目を落とし続ける。イヤホンでもつけてるのかと確認してみるが、そんな様子はなかった。

　当然、無視された男は面白くないようで、ビキィッ！　とコメカミに青筋を浮うかべたかと思うと、少女の肩かたを乱暴に掴つかんだ。

「オイ、なに無視してやが──」

「あ、ダメ……」

　少女が何かを呟つぶやいた、まさに次の瞬しゆん間かん。

「ほにゃふにゃほろはれひれほろ……」

　男がその場に崩くずれ落ちた（というより、腰こしが抜ぬけたか？）。

「…………は？」

　予想だにしない光景を前にした僕の口から、とてつもなく間ま抜ぬけな声が零こぼれ出る。

　しかし、どうやらそれは僕だけじゃなかったらしく、店内にいる客のほとんどが信じられないものを見るような目でただただ呆ぼう然ぜんとしていた。

「…………」

　この状況を作り出した元げん凶きようちゃんは無言で周囲を見み渡わたす。表情一つ変えちゃいなかったけど、どこか困っているようにも見えた。

（可愛かわいい女の子が困ってるんだから助けない訳にはいかないよな）

　我ながらキモイ感情だと思う。

　だが、僕は昔からこうだ。

　どんなことよりも本能を優先。己のエロ心に従って即そく行動。余計なことを考えるよりもまずはエロに従う。相手が可愛い女の子なら尚なおの事。

　それこそがこの僕、東とう条じよう瑞みず希きの行動理念なのだ。

「…………よし」

　余計な思考を投げ捨て、彼女の方へとズカズカ歩み寄り、つんつんっと肩を突つつく。

「っ!?」

　瞬間。謎のお嬢様は顔をはね上げさせると、目を見開きながら僕の顔を凝ぎよう視ししてきた。

「ごめん、遅おそくなっちまって。待たせちゃったかな？」

　彼女に謝りつつ、周囲を視線でけん制する。ひそひそ話をしていた主婦の方々は安心したようにほっと溜ため息いきを零こぼし、店の奥へと去っていった。ただ一人残されたチャラ男さんが未いまだに床ゆかでのたうち回っているが、あえて見なかったことにする。エビ反りアヘ顔の成人男性に興味などない。

　これで一安心かなー、と心の中で溜息を零し、件くだんのお嬢じよう様ちゃんの方を改めて向き直ると、彼女は驚おどろいたように目を見開いていて──

「……わ、私に触ふれて何ともないの……？」

「へ？　何ともないって何が？」

「……そんな……でも、確かに触れて……もしかして、魅み了りようが効いていない……？」

「あの、もしもーし？　大だい丈じよう夫ぶかー？」

「大丈夫。……それより、私に何か用？」

「いや、さっきからすっげー目立ってるからそろそろ移動した方がいいんじゃねえのって指し摘てきしに来ただけだよ」

　僕は頭を掻かきながら、

「君、散華学園の生徒だろ？　あんまりこういう形で目立つのは良くねえんじゃねえかなって思いましてね」

「こういう形で……？」

「白昼堂々制服姿でエロ本を読み耽ふけっている今の君の姿についてだよ」

「……参考書を読んでいるだけ……」

　あまりにも想定外の返答だった。え、エロ本が参考書って何？　現実は小説より奇きなりなんて言葉があるけど、何も全力で小説より奇き妙みような状じよう況きようを作りに行かなくてもいいんですよ現実さん？

「あ、あー、参考書、ね……う、うんうん。確かにそういう使い方もすることもなくもないよな、うん。で、でも、もしそうだとしても、やっぱり制服のままっていうのはまずいと思うんだよな。ほ、ほら、散華学園ってことはお嬢様ってことじゃん？　つまり制服を見るだけでこわーい誘ゆう拐かい犯からしてみれば格好の的な訳で……」

「……もしかして、心配してくれているの？」

「そりゃあまあ。僕は僕がエロいと思った全ての女性を常に心配する生き物なもので」

「……そう」

　想像の一億倍ぐらいうっすい反応だった。格好つけた僕がとても恥はずかしい人みたいに思えてくるのでやめてほしい。

「…………」

　謎なぞのお嬢様は僕の顔をじーっと見つめてくる。いきなり話しかけてきた僕を怪あやしんでいるんだろうか。……その可能性は極めて高いかもしれない。だって、知り合いでも何でもないくせに突とつ然ぜん声をかけてきて挙句の果てに「君を心配してる」「エロいと思う」なんて言うヤツがいたら、僕だって迷うことなく警察に通報すると思うから。

　と、そんなことを考えていたら、僕の手に柔やわらかな感かん触しよくが走った。

　反射的に視線をやると、件のお嬢様が何な故ぜか僕の手をにぎにぎしていた。

「え、ええっ!?　いきなり大だい胆たんだな!?」

「本当に何ともないの？　身体からだが熱くなったり、意識がぼーっとしたり、とか……」

「君みたいな美少女にいきなり触さわられて動どう揺ようしてはいるけども……」

「……凄すごい。本当に私の魅了が効いていないんだ……」

　この子はさっきから何を言っているんだろう。これが金持ちと庶しよ民みんの教養の違ちがいってヤツだろうか？

「……名前」

「え？」

「君の名前。教えてくれる？」

「東条瑞希だけど……」

　え、何？　今もしかして僕、逆ナンされてる？　あの天下の散華学園に在ざい籍せきしている超ちよう絶ぜつお金持ち目め隠かくれ巨きよ乳にゆう美少女に!?　……いやあ、参ったなあえへえへ。

「東条瑞希くん……もしかして、お父様が探してた、人なのかな……」

「えっ？」

「何でもない」

　お嬢様は僕の手を離はなし、代わりにエロ本を渡わたすと、

「……心配してくれてありがとう。──またね、東条くん」

　そう言うと、お嬢様は髪かみ一つ乱れさせない完かん璧ぺきなフォームで店の外へと歩いていく。開いた扉とびらの向こうには黒くろ塗ぬりの高級車が停まっており、黒スーツの女性たちに促うながされるがままに彼女は車に乗り込んだ。

　車が走り去り、店内に取り残された僕は手元のエロ本に視線を落とす。

「……結局、エロ本は買わなくてよかったのか……？」

　好みのエロ本だったので代わりに僕が買ったというのは、ここだけの話である。
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「おはようございます、東とう条じよう瑞みず希き様。突然ですがお迎むかえに上がりました」

　目を覚ますと、謎の爆ばく乳にゆう美少女メイドが僕の上に馬乗りになっていた。

「……………………………………………………え、なになに怖こわい怖い怖い！」

「おっと」

　悲鳴を上げながらベッドから転がり落ちる僕。一方、謎の美少女メイドさんは軽やかに飛び跳ね、床に華か麗れいに着地していた。

「ふむ……エロ本にアダルトビデオにエログッズ……素晴らしいラインナップですね……」

　僕の部屋の本ほん棚だなやら何やらを物色しながら涼すずしい顔で呟くメイドさんってちょっと待て。

「初対面の美少女メイドからエロコレクションを物色されるとかこれなんて罰ばつゲーム？　そもそもあなた誰だれなんですか!?　ここ僕の家だよね!?」

　長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらす事すらなく美しくお辞じ儀ぎをしながら、爆乳メイドさんはスカートを僅わずかに持ち上げる。

「申し遅おくれました。私は鈴すず蘭らんと申します。主人からの命により、あなたを迎えに来ました」

「迎えって……あなたみたいな爆乳美少女メイドに迎えに来てもらえるようなことをした覚えなんて全まつたくないんですけど……？」

「詳くわしく説明したいのは山々なのですが、主人を待たせてしまっているので今は割愛させていただきます──という訳であなたたち！」

「「「ハッ！！！」」」

　部屋の扉が勢いよく開かれたと思ったら、筋骨隆々とした黒スーツの男たちが部屋の中に雪崩なだれ込こんできた。

「イベントの暴力！　男子高校生の頭じゃ理解できないレベルの急展開が押しかけてき過ぎではなかろうか！」

「時間がないので事情説明その他諸もろ々もろについては割愛させていただきます。さあ、あなたたち、なるべく迅じん速そくかつスマートに、それでいて傷をつけることなく一切の不快感すら感じさせる暇ひまもなく東条様を誘拐なさい」

「「「イエス、マイマム！！！」」」

「誘拐!?　今誘拐って言わなかったか!?」

「失礼。連行、の方が良かったでしょうか」

「何も罪を犯してないのに!?」

「おらいくぞ！　痛いところがありましたらすぐに教えるんだぞ！」

「なるべく快適に運んでやるが、それでもきつかったら躊躇ためらわずに言うんだぞ！」

「ぐずぐずするな！　トイレに行きたいなら今の内に行っておくんだぞ！」

「乱暴と慈じ愛あいをミックスさせるのやめて！　ただでさえ状況が認識できていないのにこれ以上カオスな情報を入力されたら頭パンクしちまいますよ！　わっ、ちょっ……うわあああああああああ！」

　抵てい抗こう空しく部屋から担ぎ出されてしまった。どうでもいいけど僕まだ寝ねぐせまみれ＆絶賛パジャマ姿な訳なんですけど、このままどっかに連れてかれるんです？　マジで？　せめて顔だけでも洗わせてもらえませんかね？　あ、ダメですかそうですか。

「て、ていうか、すっごく今いま更さらなんですけど、どうやって家の中に入ってきたんですか!?　両親は!?　妹は!?」

「話はすでに付けてあります」

「返答があまりにも簡潔過ぎて余計な想像しちまうんですけど!?」

　涼しい顔で黒服たちと並走するメイドさんに僕の悲痛な叫さけびが飛来する。

　そんな悲しいやり取りを挟はさみつつ、移動すること約三十秒。気づけば僕は黒塗りの高級車の後部座席に乗せられていた。

　自分を囲うように座席に腰こしかけた複数人の黒服マッチョ。そして僕と向かい合うように優ゆう雅がに座る爆乳美少女メイド。窓には黒いカーテンが施ほどこされ、外の様子はうかがえない。ちっさいシャンデリアか何かと思われるライトに、ミニ冷蔵庫みたいなものまで搭とう載さいされた車内。

　ぐるりと周囲を五回ほど見回し、僕は深呼吸を一度挟むと、

「度し難がたい圧あつ倒とう的な情報量！」

「リムジンに乗るのは初めてですか？」

「あ、これやっぱりリムジンなの!?　薄うす々うす気づいちゃいましたけど！　庶民なのにリムジンに乗っちゃったよ！」

「朝なのに元気ですね」

「あんな衝しよう撃げき的な起こされ方したら誰でも目ェ覚めると思いますけど!?」

　しかし、確かに少しテンションがおかしくなっていたかもしれんので、素数を数えて自分を落ち着かせることにする。

「一、三、五、七……ふう。それで、今更過ぎる質問ですけど、どうして僕はリムジンなんかに乗せられてるんですかね……？」

「んー……それはですねー……」

　メイドさんは人差し指を唇くちびるに添そえ、可愛かわいらしくウィンク＆爆乳を揺らしながら、

「まだ秘密です☆」

　不覚にもときめいてしまった。




　　　　★★★




　私立散さん華か学がく園えん。

　説明パートは既すでにクリアしているから今回は完全に省くが、件くだんのお嬢じよう様学校が何故か僕の目の前に堂々と鎮ちん座ざしていた。

「…………」

　豪ごう邸ていにしか見えない校舎と野球場かよってぐらいに広い庭園を呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、僕は自分の頬ほおをむぎゅりと抓つまむ。めっちゃ痛かった。

「…………痛いけど目の前の光景が信じられないからこれは夢だな」

「現実逃とう避ひに躍やつ起きになっているところ申し訳ありませんが、完全無欠の現実です」

「メイドさんに起こされて黒服マッチョに担ぎ上げられてリムジンに乗せられての時点で既に現実離ばなれしすぎてるのに、そこから更さらに日本屈くつ指しのお嬢様学校に連れてこられるとかちょっと庶民が理解できる範はん疇ちゆうを超こえてる気がするんですが!?」

「お気を確かに。これからもっと心臓に悪い出来事が連続するのですから」

「何で涼しい顔して更なる脅おどしをかけてくるの？」




　　　　★★★




「よく来てくれた東条瑞希くん。私は君が来るのを今か今かと心待ちにしていたよ」

「…………」

　本当にもっと心臓に悪い出来事が発生しやがった。

　武骨な顔つきにダンディな顎あごヒゲ。スーツの似合う高身長、そして見ただけでも高いと分かる金色の腕うで時ど計けい。

　どこかで見たことがある。凄すごく見覚えがある。最も早はや見覚えがありすぎて逆に見覚えがないレベルのダンディズム中年。

　そう、彼の名は──

「──喉のどの辺りまで出かかってるんでちょっと待ってもらってもいいですか……!?」

「あっはっは。まさかこの私を知らない者がこの世にいようとはな。あっはっは。何とも無礼な奴やつだ。あっはっは──死し刑けい！」

「名前を忘れただけで!?」

「冗じよう談だんだよ。神楽かぐら坂ざかジョークだ」

　神楽坂。

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、僕はようやく思い出した。

「神楽坂財ざい閥ばつ総そう帥すい、神楽坂北ほく斗とさん……っ！」

「正解だ。そしてこの散華学園の理事長でもある。よろしくな」

「ひゃひっ！　よ、よろしくおねがいしましゅ……」

「あっはっは。そう畏かしこまらなくても良い。これからは教師と生徒の関係になるのだからな」

「あ、はい。教師と生徒の関係…………あの、今、何て？」

「ん？　その反応……鈴蘭の奴、何も説明していないようだな。ったく……相変わらず困ったメイドだ」

　仕方がないな、と嘆たん息そくすると、神楽坂北斗さんは両手を大きく広げながら、




「東条瑞希くん。君は男性教材としてこの学園に招かれたのだ！」




「…………すいません。日本語でお願いします」

「落ち着きたまえ。突とつ然ぜんの事態に混乱しているのかもしれないが、これはれっきとした日本語だ」

　男性教材っていうのがもう意味が分からないし、それ以前の問題としてこの学園に招かれたっていうのも理解が及およばない。学園に招かれたって何だろう……どういう意味なのだろうか……学園に招かれた……学園に招かれた……。

「……ん？　学園に招かれた……？　あ、あの、それってつまり、僕をこの学園の生徒として迎え入れる的なサムシングであらせられる!?」

「そういうサムシングであらせられるぞ」

　僕のふざけた言い回しに乗ってきた。意外とノリが良いぞこの勝ち組貴族。

「いやいやいや、一いつ般ぱん庶しよ民みんである僕が天下のお嬢様学校に転入するだなんて、そんな漫まん画がみたいな展開有り得ないでしょ！」

「信じられない気持ちは分からないでもないが、その漫画のような展開が今まさに君の身に起きているのだぞ？」

「…………」

　試しに頬を抓つねってみる。超ちよう痛かった。

「……質問なんですけど」

「何だ？」

「どうして僕をこの学園に迎むかえ入れるだなんていうバカみたいな展開が発生しているのでしょうか……？」

「それは君がこの学園の男性教材として選ばれたからだよ、東条瑞希くん」

「だ、男性教材？」

　さっきも引っかかった聞き覚えのない単語。僕の想像力が貧しいのか、そもそもの問題として、男性と教材という二つの単語がまず繋つながらないのだが……？

「その顔はピンと来ていない顔だな」

「す、すいません」

「何も謝ることはない。その反応は想定内だ」

　神楽坂北斗さんは顎ヒゲを弄いじりながら、

「男性教材とは何かについて説明する前に、まずはこの学園……いや、私たちについての説明をしておこう」

「？？？」

「実はだな。この学園は──社会を裏からエロで牛ぎゆう耳じる人材の教育機関なのだよ」

　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

「ぶ、ブルジョアジョーク……？」

「私は至って真ま面じ目めだ」

　ぴくん、と眉まゆを顰ひそめる神楽坂北斗さん。……どうしよう。嘘うそを言っているようには見えない。

「い、いきなりそんなよく分からないことを言われても……そもそも裏で牛耳るってなんですか？　秘密結社的な……？　つーかエロでって何……？」

「こらこら。そう質問を畳たたみかけるな。流石さすがの私も困ってしまう」

　そう言って、神楽坂北斗さんは靴くつ音おとを鳴らす。

「先ほど、君は男性教材として選ばれたと私は言ったな？」

「え？　あ、はい。言ってましたね」

「その男性教材がこの学園の生徒とエロいことができる役職であると言ったら、どうする？」

「その話詳くわしく」

　エロと言われちゃ黙だまっておけない。それがこの僕、東条瑞希です。

「この学園に通う生徒たちは皆みな『魅み了りよう体質』と呼ばれる特とく殊しゆな体質を持っている。この体質はその名の通り他人を魅了してしまうというものなのだが……その強大な力故ゆえに完全に掌しよう握あくするのがとてもとても難しいのだ」

「魅了体質……？」

「君はもう目まの当たりにしているはずだぞ。とある本屋で、我が校の生徒に触ふれた男が、魅了体質によって骨ほね抜ぬきにされる光景を」

「本屋で……？」

　そこで頭あたまに浮うかんだのは、先日の出来事。目め隠かくれ巨きよ乳にゆう美少女の肩かたを掴つかんだチャラ男がだらしないアヘ顔を浮かべながら腰を抜かしていた光景。

「ああ……あれが……」

「『魅了体質』を用いて人心を掌握し、エロによって、歴史を丸く収める。それがこの学園に通う生徒たちの使命であり、宿命なのだよ」

「はぁ」

「……だが、いくら『魅了体質』を持っていても、その使い方が分からないのでは単なる宝の持ち腐ぐされだ。日本刀を振ふるだけでは木人を両断できないことと同じでな」

「つまり、その体質の扱あつかい方をここで教えている、と？」

「その表現は適切ではないが、半分は正解だ」

　カツカツ、と革かわ靴ぐつが床ゆかを叩たたく。

「魅了体質はあくまでも各々のエロさを底上げする補助に過ぎない。重要なのは、個人が持つエロさだ。この学園で教えているのはだね、東条瑞希くん。男を……つまりは権力者をエロく誘ゆう惑わくする術すべなのだよ」

　男をエロく誘惑する術を教える学園。

　なんて甘美な響ひびきなのだろう。まるで勢いのままに作り出された駄だ作さくエロゲーのような設定だ。

　エロゲーのような学園に招待されるだなんて夢のような話だ。──しかし、ここでふと、僕の中に一つの疑問が浮かんだ。

「この学園がどういうものなのかは分かりましたが、それと男性教材がどう関係するのでしょうか？」

「良い質問だ」

　乾かわいた拍はく手しゆの音が空気を切る。

「この学園では男を誘惑する術を教えている。しかし、術を教えてもそれを試す機会がなくては、生徒たちに実戦経験を積ませることができない」

「なるほど。そこで男性教材の出番という訳ですね？」

「察しが良くて助かる」

「こういう展開はエロ漫画とかエロアニメで死ぬほど見てきましたから」

　昂たかぶる心を抑おさえつつ、僕はニヤリと笑う。

「要するにサンドバッグみたいなものでしょう？　授業で教えた体質の掌握術を、僕を使って試させる的な」

「その通りだ」

「ちなみに、その掌握術というのはどのようなものなので……？」

「さっきも言っただろう。──エロいことだ」

「それはどのぐらいエロいので？」

「これは私の主観になるが……すんごくエロいぞ」

「す、すんごくエロい、だと……ッ!?」

　女なんて選り取り見取りな日本屈くつ指しの大だい富ふ豪ごうが真面目な顔で『すんごい』と言う程のエロさとはどんなレベルなのだろう。興きよう味み津しん々しん、性せい欲よくギンギンが止まりません。

　神楽坂さんはこちらに歩み寄ると、僕の方に優しく手を置き、耳元で囁ささやいた。

「美少女たちとのイチャイチャ学園ライフが欲しくないか？」

「そ、それは欲しいですけど……で、でも、なんで僕なんですか？」

「男性教材として必要なのは優れた技術でも強固なメンタルでもない。『魅了体質がどれだけ効き難にくいか』だ。そして君は、我々が長年探し求めていた、最も魅了体質への耐たい性せいが高い男だった」

「そ、そんな……まさか僕に、そんな力が……」

「これは我々の魅了体質が効き難いという特殊な体質を持つ君にしか務まらない大役だ。だが、私の話を信じられない者には任せることはできない。……ここまで言えば、もう分かるだろう？」

「（ゴクリンコ……）」

　彼はさっき言っていた。僕は自分から彼の話を信じたくなってしまう、と。

　フッ……僕も随ずい分ぶんと甘く見られたものだ。いくらエロを餌えさにされたからって、こんな絵空事をそう簡単に信じるはずが──

「言い忘れていたが、この学園は巨乳揃ぞろいだぞ」

「本日よりこの学園で男性教材として在ざい籍せきすることになりました東条瑞希です不束ふつつか者ではありますが何なに卒とぞよろしくお願い致いたしまぁ──────────っす！！！！！！！」

　神楽坂北斗さん……いや、理事長の巧たくみな話術により、こうして僕の新しい学園生活が幕を開けたのだった。




　　　　★★★




　そういう訳で、メイドたちの素早いご奉ほう仕しによって散華学園の男子用制服に着き替がえさせられた僕は休む暇ひまもなく、お嬢じよう様たちの前で転入生としての挨あい拶さつをさせられていた。

「何な故ぜか今日からいきなりこの学校に男性教材として通うことになった東条瑞希です。真の意味で右も左も分からない庶しよ民みん中の庶民ですがどうぞよろしくお願いしまっす」

『殿との方がたですわ！　この学園についに殿方が！』

『お父上以外で殿方を見るのは初めてですわね……』

『おヒゲが生えてらっしゃいませんわ。殿方は全員生えているものと思っておりましたのに』

『身体からだがごつごつしてますのね……身長も高いですし、わたくしたちとは身体の作りそのものが大きく異なるのかしら』

　……案外悪くない！

　たくさんの美少女が僕に注目してざわついているこの感じ、悪くない。普ふ通つうに生活してたら関わるどころか姿を見ることすら有り得なさそうな人たちと同じ空間にいるってだけでも特別な存在になれた気がして悪くない。

　総評。

　まだ挨拶をしただけなのにハーレム気分を味わえて最ッッッ高……ッ！

「エロを探求し続けるだけの悲しい独り身の日々だったけど、生きてて良かった……っ！」

「その程度のことで感かん涙るいするとは……お前の今後の学園生活が先生心配になってきたぞ」

　頬ほおを引き攣つらせながらそう言うのは、このクラスの担任である兵ひよう藤どう凜りん子こ先生。巨乳に美び脚きやくに高身長、おまけに強気な態度と漢おとこ口調がたまらない絶世の美女である。

「凜子先生！　僕、この学園での二年間が凄すごく楽しみになってきました！　とりあえずまずは頑がん張ばって彼女を作ってみようと思います！」

「世界的な権力者の娘むすめさんばかりが通うこの学園でそんなことを堂々と言えるのは大物なのかただのバカなのか……」

　呆あきれられてしまった。

「まあ、それはさておき、慌あわただしくて済まないが一ひと先まずは自分の席に座ってくれ」

「うっす」

　教きよう壇だんから降り、指定された席へと移動する。その間、溢あふれるような奇き異いの視線が四方八方から向けられるが、僕は根性で笑顔をキープし続けた。それにしてもお嬢様方、さすがに好こう奇き心しん旺おう盛せいすぎませんかね？　男ってだけでここまで注目されたの生まれて初めてなんですけど。

　視線の山を乗り越こえ、ほうと一息吐つきながら椅い子すに腰こしを下ろす──と、ふんわりとした感かん触しよくが僕の尻しりを包み込んだ。教室に入った時から気付いていたが、この学園の椅子は庶しよ民みん御ご用よう達たしの硬かたい木製椅子ではなく、高級感溢れる革製のオフィスチェアである。

（腰よう痛つう対策も欠かさないとか、お嬢様学校ってすげぇな……）

　机の上には最新型のタブレットが置かれてるし、なんかもう色々と次元が違ちがいすぎる。何というか、金をかけるべきところにしっかりと金をかけてる感が凄すさまじい。

「それじゃあ東条も席に座ったことだし、そろそろ授業を再開するとしよう。……そうだ東条。一つ言い忘れていたが、教材については全てそのタブレットにインストールされているから、ちゃんと確認しておくように」

「了りよう解かいっす」

　クラスメイトと友好を深めることなくいきなり授業が開始され、慌ててタブレットを手に取る僕。しかし、タブレットを起動したところで、僕に試練が立ちはだかった。

（ぱ、パスワード、だと……!?）

　四桁けたの数字を入力してください、という機械的な文章と、四角く白い四つの枠わく。スマホなんかにも取り入れられているありふれたセキュリティ。……だが、僕にこの防衛を突とつ破ぱする術はなかった。

　何故なら、パスワードなんて誰だれからも教えられてないからである！

（……まあ、別に焦あせることでもないか。こういう時って決まって他の生徒と同じパスワードだったりするし。隣となりの席の人にでも聞けば良いだけの話さあはははは）

　という訳で、クラスメイトとのファーストコンタクトである。目的は、タブレットのパスワード。

　挙動不ふ審しんにならないように深呼吸で心を落ち着かせ、右を向く。




　そこにいたのは、絶世の目め隠かくれ美少女だった。




　肩かたのあたりで切り揃そろえられた美しく艶つややかな髪かみ。

　制服の上からでも分かるほどに大きく、それでいて芸術品のように整った胸。

　無感情で眠ねむたげな瞳ひとみは見ているだけで吸い込まれそうに錯さつ覚かくしてしまう。

（……あれ？　この子、やけに見覚えがあるような……）

　瞬しゆん間かん。

　僕の脳内で、先日の本屋での出来事が走そう馬ま灯とうのように駆かけ巡めぐった。

「──あぁっ！　君はあの時のエロ本美少女!!!!」

「…………」

　一いち瞥べつの後、何事もなかったかのように無視されてしまった。

「東条。いきなり叫さけんでどうかしたのかー？」

「えっ!?　あ、えっと、その……タブレットのパスワードが分からなくて……」

「ふん、そんなことか。すぐに教えてやるから耳の穴かっぽじってよく聞いておけ。いいな？」

「う、うっす」

　凜子先生から説明を受けながらも、僕の頭の中は隣の席の少女のことでいっぱいになっていた。




　　　　★★★




「以前から言っていたが、今回から東条もとい男性教材を使って授業を進めていこうと思う。同年代の男は新しん鮮せんかもしれないが、まあ、お前たちのことだからすぐに慣れることだろう。……よし、じゃあ二十八ページを開けー」

　隣の席の目隠れ巨きよ乳にゆう美少女のことが気になるが、今はとりあえず授業に集中するとしよう。

　タブレットを操作し、先生に言われた通りのページを開く。




『男を喜ばせたいなら、とりあえずボディタッチをしておけ』




　え、ナメられてる？

「見出しにある通り、男ってのは可愛かわいい女からボディタッチされると簡単に喜んでしまう生き物だ。それは日本人だろうが欧おう米べい人だろうが何も変わらない」

「あ、あの、流石さすがにそれは言い過ぎというか、男をチョロく見過ぎなのでは……？」

「生徒とエロいことができると言われただけで男性教材としての立場を受け入れた性せい欲よく猿ざるのセリフとは思えんな」

　正論は時として人の心をズタズタに引き裂さくということを、この教師にはぜひとも覚えていてもらいたいものである。

「まあ、それは置いておいて、だ。東条、ちょっとこっちに来い」

「え？　あ、はい」

　ちょいちょいと手招きされるがままに教壇へと移動する。

　凜子先生は僕の肩をガシィッと力強く掴つかむと、

「という訳で、今回の授業は『ボディタッチ』についてだ」

「あ、あの、僕はこれから何をされるんでしょうか……？」

「今言ったとおりだよ。これからお前はこのクラスの生徒全員からボディタッチされるんだ」

「フッ……言っておきますが、僕はこれでも百ひやく戦せん錬れん磨まのモテ男。肩が触ふれ合う程度のボディタッチで満足するほど柔やわじゃありませんよ？」

「誰がそんな低レベルなボディタッチをすると言ったこの不戦敗の童どう貞てい野や郎ろう。舌や胸、太ももなどを駆く使しした濃のう厚こうなボディタッチに決まっているだろうが」

「なるほど……コースの延長は可能ですか？」

「神聖なる学まなび舎やを高級ソープみたいに言うんじゃない」

　教えている内容がすでに神聖じゃない気がするんですがそれは。

　凜子先生は生徒たちを見み渡わたしながら、

「ボディタッチについては以前の授業で教えたな？　出席番号順に私が呼び出すから、お前たちは教えられた通りにボディタッチをしてみせろ。いいな？」

「「「はいっ！」」」

「良い返事だ。では、まずは出席番号一番！　前に出ろ！」

「はいっ！」

　優ゆう雅がな足取りで現れたのは、長い髪の女子生徒。落ち着いた風ふう貌ぼうだが、胸の大きさは全然落ち着いていない。Ｄ……いや、Ｅぐらいはあるかもしれない。

「東条はそこに立っているだけで良い。力を抜ぬいて、こいつらに身を委ねるように」

「う、うっす」

「よし、じゃあ始めろ」

「よろしくお願い致いたしますわ」

「よ、よろしく……」

　スカートを軽く持ち上げて会え釈しやくする女子生徒。何気ない仕草ではあるが、無む駄だに丁てい寧ねいな口調も相まってとてもお嬢じよう様っぽい。

　……いかん。何だか凄く緊きん張ちようしてきた。こう見えて、リアルの女性と接した経験はそこまでないのだ。今まで通ってた高校も男子校だったし。百戦錬磨なのはアニメやゲームの世界でだけ……あれ、涙なみだが零こぼれてきたよ？

「どうして泣いているのですか？」

「め、目にホコリが入っただけだよ気にしないで」

「そうですか……では、気を取り直して、失礼させていただきますわね」

　にっこりと。太陽のような笑みを浮うかべると、女子生徒は僕の右みぎ腕うでを両手で掴み、

「えいっ」

　むぎゅう、とその豊満な胸で僕の右腕を包み込んだ。

「────────────────────────────────────、」

　瞬間、僕の意識の全てが右腕に集中する。

　生まれて初めての乳の感触。しかもそうそうお目にかかれないダイナマイト級バストによるアツい抱ほう擁よう。今、僕は人生最大の快楽を身を以もつて体験している。

「どうした東条ニヤニヤ。男はそこまで単純な生き物じゃあないと言っていたさっきまでのお前はどこにいったんだニヤニヤ」

「僕が悪かったです……ッ！」

「どうでも良いが、男泣きしながらおっ勃たてるなよ」

「僕の学園生活が開始早々にぶっ壊こわれかねない発言ぶつけてくるのやめてくれません!?」

「おい、もっと強く押し付けてやれ」

「はいっ！」

　むにゅううううう。

「くっ……！」

「おいおいどうした東条ニヤニヤ。どうして前かがみになっているんだニヤニヤ」

「ちくしょう……僕のオチン様が性せい欲よく旺おう盛せいなばかりに……ッ！」

　美少女たちとエロいことしまくれるだなんて最高では？　とわくわくしていたあの時の自分に今の僕の姿を見せてやりたい。美少女の前で羞しゆう恥ちプレイを強要されるとは想定外だったよ……。

　己の尊厳を守るべく丹たん田でんに力を込める僕を嘲あざ笑わらいつつ、凜子先生は女子生徒の肩を叩たたく。

「上出来だが、もう少し自然な感じで抱だき着けると尚なお良しだな」

「あ、ありがとうございます！」

「では次！　出席番号二番！」

「はい！」

「フ、フフッ……最初は油断したけど、次はこうはいかな──」

　ぎゅっ！　[image: やじるし]右手を太ももで挟はさまれる音。

「!?!?!?!?!?!?!?!?」

「おおー、これはまたグイッと攻せめたな」

「以前、先生から私の武器は太ももだと教えていただきましたので！」

「うんうん。自分の得意分野で攻めるのはボディタッチの基本だからな。だが、その技を実戦で使いたいのであれば、行動を起こす前に相手と軽く談笑してからの方が成功率は上がるぞ？　我々は痴ち女じよではなく淑しゆく女じよなのだからな」

「肝きもに銘めいじておきます！」

　あ、ありのまま、今、起こったことを話すぜ！　僕の腕うでがおっぱいに包み込まれたかと思ったら、間かん髪はつ入れずに太ももにハグされてしまっていた……何を言っているのか分からねえと思うが、僕も何をされたのか分からなかった……頭がどうにかなりそうだった……ラッキースケベだとかエロコメだとか、そんなチャチなもんじゃあ断じてねえ。もっと恐おそろしいものの片へん鱗りんを味わったぜ……。

「せっかくだから太ももだけじゃなく胸も使ってみたらどうだ？」

「こう、ですか？」

　右手に引き続き、左手までもが柔やわらかな感かん触しよくに包まれた。

　そのあまりの快感に僕の理性の緒おは引き千ち切ぎれ、次の瞬間、僕はその女子生徒を思い切り抱だき締しめんと両腕を広げ──直後、強力な電でん撃げきのような何かが僕の身体からだを駆け巡った。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ[image: かんたんふぎもんふ]」

　あまりの衝しよう撃げきに僕は膝ひざから崩くずれ落ちる。全身が焼やけ焦こげ、薄うす灰色の煙けむりが濛もう々もうと立ち込めていた。

「な、なんっ、今、の……？」

「今のはお前が生徒を襲おそわないように制限をかけるストッパーが作用したんだな」

「ストッ、パー……？」

「実はお前の身体には、興奮度が一定の数値を超こえると電撃を放つマイクロチップが埋うめ込まれているんだ」

「待って待って待って待って。僕の与あずかり知らぬところでなに勝手に改造手術施ほどこしちゃってんの!?」

「お前が暴走して強ごう姦かん事件を起こさないようにという理事長の気き遣づかいだよ。ちなみに、手術についてはお前が寝ねている間にメイド部隊が実行したと聞いている」

「プロローグの時点でゲームオーバー!?」

　自分以外の生命が体内に潜ひそんでいるだなんて考えるだけでも悍おぞましい。つーかそういうのは事前に言っといてほしい。無許可で人体改造を施すとか非常識にも程がある。もしかして、お金持ちってみんなこうなのだろうか？

「因ちなみに、その電撃はお前だけを焼き尽つくす親切設計だ。お前に誰だれかが触れていてもお前だけが被ひ害がいに遭あうから安心して良いぞ」

「結局僕は痛い目を見るんじゃねえか！」

　凜子先生は僕の頭をぺしぺし叩きながら、

「よーし、じゃあ気を取り直してドンドンいくぞー」

「ジャスタモーメン、凜子先生！　このままじゃ僕の肉体の危険が危ないので少しペースを落としていただけると嬉うれしいのですが！」

「却きやつ下かだ。そもそも男性教材に授業に口を出す権利はない」

「僕の人権はあ!?」

「お前は教材だ。人間じゃあない。そうだろう？」

　僕はこれほどまでに『悪あく魔ま』の名に相応ふさわしい笑みを見たことがない。

「ようやく自分の置かれた状じよう況きようを理解したようだな、東条」

「くっ……こ、こんな拷ごう問もんプレイになんかオイラ負けない！　絶対に尊厳を守り切って、最高の散華学園ライフを過ごしてみせるんだから！」

「そうか。じゃあ次始めるぞー」

「よし、こい！」

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　僕はエロと電撃の奔ほん流りゆうに飲み込まれた。
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　おっぱいや

　ああおっぱいや

　おっぱいや

　───みずき、心の俳句。






「……人生三回分ぐらいのおっぱいを体験した気がする……」

　実際にはおっぱいだけじゃなく太ももやお腹なか、舌や足の裏、ついでに数十回もの電撃なんかも体験したのだが。でもやっぱりおっぱいが最高でした。ありがとうございます。

「こんな生活が約二年間も続くのか……生殺しされ過ぎて死んじゃうかもしれんね」

　溜ため息いきを零しつつ、ふと教室前方の時計を見上げる。

　時刻は十二時十三分。

　完全無欠のランチタイムだった。

「そういえば、この学園って学食があったよな」

　高校受験中に読んだ散華学園のパンフレットか何かに、そんなことが書かれていた気がする。……え、どうして男のお前が女子高のパンフを読んでいるのかって？　黙もく秘ひ権けんを行使させていただきます。

「そんなことよりメシだメシ」

　椅い子すから立ち上がり、教室の外へと一歩踏ふみ出す──

「東条様！　東条様ですわ！」

「この方が男性教材として選ばれた東条瑞希様なのですわね!?」

「わたくしたちの魅み了りよう体質が効かない特とく殊しゆ体質だとお聞きしております！」

「女性と違ちがって全体的に角張っているんですね！　喉元にある膨ふくらみは、お父様たちにもついている喉のど仏ぼとけでしょうか……」

「よろしければわたくしとお話ししましょう？　庶しよ民みんの暮らしについて詳くわしく教えてください！」

「わたくしも！」

「わたくしもーっ！」

　右も左もお嬢様お嬢様お嬢様。数えきれない人数のお嬢様が、僕に会うためだけに押し寄せていた。

「こ、これは夢にまで見たモテモテ学園ライ──ぎゅむっ」

「東条様は今までどのような生活を送ってきたのですか!?」

「そんなことより、殿との方がたはどんな女性に惹ひかれるのかを詳しく！」

　圧、圧、圧。おっぱいやお腹や太ももが津つ波なみのように押し寄せてきた。

　ま、まずい。ハーレムだーやったーとかバカみたいに喜んでいる場合じゃない。このままじゃお嬢様という名の波に押し潰つぶされて物理的に死んでしまう！

「ぎゅぅ……ぐぐぐぐ」

　頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ音に肝を冷やしつつ、女体の隙すき間まを縫ぬって輪の外へ。ドッと溢あふれた汗あせを拭ふく間もなく、僕はその場から脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した。
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「は、はぁっ……はぁっ……な、なんとか撒まいたか……？」

　死因：ハーレム死などというダーウィン賞に選ばれかねない最さい期ごから何とか脱だつすることに成功した僕は、近くの壁かべにもたれ掛かかり、ドッと息を吐はいた。

「ふぅ……さて、ここはどこなんだ？」

　無我夢中で走ったから現在位置が分からない。綺き麗れいな花が咲さき乱れていたりやけに高そうな噴ふん水すいがあったりするから、多分庭園とかそういう感じの場所なんだろう。

「昼休みが終わるまではここでゆっくりさせてもらうとするかな」

　昼食を食べ損ねてしまっているが、仕方がない。僕がエロ大好き思春期男子であることは疑う余地すらない事実だけど、流石さすがに命がかかるとなると話は別なのだ。

「いやでも、エロで死ねるなら本望なのでは……？」

　自分でもアホだなと思ってしまうレベルの呟つぶやきを洩もらした、その直後、僕の視界の端はしを何かが過よぎった。

「ん……？」

　反射的にそちらを向くと、ちょうど一人の女子生徒が茂しげみの中へと入っていく瞬間を目まの当たりにした。横顔と身体つきしか見えなかったが、それが何者なのかに僕はすぐに気づくことができていた。

「エロ本の君……ッ！」

　長い前まえ髪がみで片目を隠かくした仏頂面の巨きよ乳にゆう少女。遠目ではあったが、間ま違ちがいない。僕のストライクゾーンをド直球に射い貫ぬいてくるマイベストエロガールだ。

「何してんだろ……」

　気にはなるが、はたして後を追っても良いものか。女性が茂みに隠れてやることと言ったらそれはもうつまりアレなことだと思う訳だけれども（ド偏へん見けん）。

「うーん、でも気になる……」

　よくよく考えれば、転入前に顔を合わせているのにまともに挨あい拶さつすらできていない。せっかく二人きりになれるチャンスなのだから、これを逃のがす手はないのではなかろうか。

「うんうん、僕は挨拶をしたいだけなんだから何も問題ねえ。だから大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　それに、何か如何いかがわしいことをしていたとしても僕としては一向に構わない。むしろ如何わしいことをしていてほしいくらいだ。

　そうと決まれば何とやら。逃とう走そうの際に乱れた衣服を整え、いざ茂みの中へ──




　──大量のエロ本に囲まれながら一心不乱にそれを読む美少女がってちょっと待て。




「これどういう状況!?」

「（びくうっ!?）」

　想像の斜ななめ上を全力で駆かけ抜ける現実を前に思わず絶ぜつ叫きようしてしまう。そのせいで美少女ちゃんに僕の存在が一いつ瞬しゆんにしてバレてしまっていたが、そんなことはどうでもいい。

　彼女が何をしているのか。

　まずはこの疑問を解消しなくては。

「ヘイ、ガール。君は何をしているのかな？」

「何って……勉強……」

「親にエロ本が見つかった中学生でももう少しまともな言い訳をすると思うぞ」

「言い訳……？　君が何を言っているのかは知らないけど、これは誘ゆう惑わく術の勉強、だよ……？」

　そこまで言われて、僕はようやく理解した。

　理解はしたが、納得はできなかった。

「天下のお嬢様学校の生徒がエロ本に囲まれてる構図を僕はどうやって受け入れればいいんだ……？」

「えっちな本の何がいけないの？」

　可愛かわいらしく首を傾かしげる美少女ちゃんに困こん惑わくしてしまうが、ここはエロを教える学園なのだから、確かにエロに対する意識が一いつ般ぱん人とはかけ離はなれていてもおかしくはない。僕もこの学園の生徒になった以上、こういう意識の違いは改めていくべきなのだろう。……正確には生徒じゃなくて教材なんだけども。

　地面に置かれていたエロ本を少しずらし、彼女の前に腰こしを下ろす。

「そういえば、本屋でもエロ本を読んでたよな。もしかしてあの時も誘惑術の勉強ってやつをしていたのか？」

「（こくり）。……私は、落ちこぼれだから」

「落ちこぼれ？」

「私は理事長の娘むすめでありながら、学年一の落ちこぼれ。エロというものがよく分かってなくて、それ故ゆえに、授業についていけていない……」

「……理事長の、娘？」

「（こくり）」

　目を見開く俺に対し、眠ねむたげな眼まな差ざしのまま、彼女は言う。

「私は流る南な、神楽坂流南。理事長の娘でありながら、落ちこぼれのダメ人間」

　……親子でここまで似ないというのも珍めずらしい。それとも母親似なのかな？

　エロ本の君がまさかの理事長ズドーターだったという現実に驚おどろきを隠せないが、まあそれはそれとして。

「エロの落ちこぼれって言われてもよく分からねえんだけど……純じゆん粋すいに成績が悪いのか？」

「…………」

　数秒の沈ちん黙もくの後。

　彼女はいきなり、俺の胸元にしだれかかってきた。

「っ!?　ちょっ……！」

「つんつん」

「…………？」

「ぷにぷに」

「……………………？」

　僕の腹を突つつき、横腹を摘つまみ、そしてそれ以上のことはしてこない神楽坂さん。

　行動の意図が読めずに首を傾げていると、彼女は相変わらずの無表情のまま小さく溜息を吐いた。

「……分かってもらえた？」

「え、ええと、僕の頭が悪いのかな。全然分かんないです……」

「私はエロの実技が苦手。異性を相手にどう接すれば誘惑できるのか、それが分からない」

　そう言って、顔を伏ふせる神楽坂さん。前髪に隠れていない方の目には暗い影かげが落ちていた。

「この学園の定期試験ではエロについての試験が行われる。……だけど、私は中等部の頃ころからずっと赤点続き。他の教科の成績が良いから今まで見み逃のがしてもらえていたけど、次赤点を取ったら退学だ、と言われてしまった」

　思っていたよりも深刻な事情をお抱かかえなさっていた。

「私が退学になってしまったら、神楽坂の名に泥どろを塗ぬることになってしまう。お父様にもたくさん迷めい惑わくをかけることになる……それだけは、絶対にイヤ……ッ！」

　俯うつむいているから、よくは見えなかったけど。

　彼女の頬ほおの上を一筋の涙なみだが流れていったように見えた。

「…………ふむ」

　さて、どうしたものか。

　見ての通り、彼女は絶賛困っている。

　それはもう超ちよう絶ぜつ的に、お困り申し上げている。

　ここで見なかったことにするというのも一つの手だが、僕のストライクゾーンド真ん中をド直球でぶち抜いてくるエロガールとの縁えんをここで切ってしまうというのは、いろんな意味でもったいない。

（つーか、そもそも放っておけねえ）

　彼女が美少女だから──という理由がないと言えば嘘うそになる。

　でも、男なら誰だれしも、困っている女の子がいたら放っておけずに手を差し伸のべてしまうもの。それが巨乳で目隠れでおまけに絶世の美少女というなら尚なおの事。

　だが、僕に何ができる？

　エロへの興味と知識しか取り柄えのない僕が、彼女にできることなんて……。

「いや、待てよ？」

「東条くん？」

「なあ、神楽坂さん。もしもの話をするけど、君にエロを教える専属家庭教師的な存在がいたら、どうする？」

「願ってもない存在。とても喜ぶと思う」

「ふむ……」

　もちろん、僕は教師なんかじゃないし、家庭教師の経験もない。スポーツばかりで勉強スキルが皆かい無む中の皆無だった実妹に勉強を教え、無事に学年一位に輝かがやかせた経験しかない。

　だが、今の僕は男性教材だ。

　教材なのだから、生徒の成績向上のために役立てられるのは当然のこと。

「よし、分かった。それじゃあ、こうしよう」

「？」

　リスのように可愛く首を傾げる神楽坂さんの手を掴つかみ、そして僕は告げる。

「神楽坂さん。僕が君だけのエロ家庭教師になってあげるよ」

「エロ家庭教師……？」

「僕は生徒じゃなくて教材だ。教材なんだから、生徒の役に立たないと意味がない。だから君に、是ぜ非ひとも僕を役立ててほしい」

「だから私にエロを教えてくれる、ってこと？」

「ああ」

「それは、嬉うれしい申し出、だけど……良いの？　私、本当に何も分からなくて……」

「問題ナッシング。僕はこれでもエロにだけは自信があるんだ」

　僕は彼女の手を掴んだまま、満面の笑みを浮うかべる。

「それに、僕の性せい癖へきドストライクな美少女を放ってなんかおけないしね」

「……よく分からないけど、喜ぶべき？」
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　そして放課後。

　僕は何な故ぜか神楽坂さんと理事長室にて、神楽坂理事長と向かい合っていた。

（急展開ッッッッ…………ッッッッ！）

　神楽坂さんのエロ家庭教師になってあげるよと大おお見み得えを切った僕を、神楽坂さんはそれはもう心の底から嬉しそうに受け入れてくれた。目め尻じりに涙を浮かべ、僕に勢いよく抱だき着いてきた彼女の姿を僕は一生忘れないだろう。いや普ふ通つうに妄もう想そうですごめんなさい。

　まあとにもかくにも、エロの師弟関係という特別な関係を結ぶことになった僕たちだけど、その後すぐに雲行きが怪あやしくなった。

『私たちの関係をお父様に報告する』

『え？』

　そして、今に至る──という訳だ。

「……流南。すまないが、もう一度言ってくれるかね？」

　凄すさまじい威い圧あつ感かんを放つ理事長に、神楽坂さんは表情一つ変えずにこう返した。

「東条くんを私のエロ教育係に任命した」

「……エロについては授業でちゃんと教えているだろう。何故わざわざ東条瑞希くんに教えを乞こう必要がある？」

「この学校の授業は今の私にはレベルが高すぎる。だから、東条くんに基き礎そから教えてもらうことにした」

「…………」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……と理事長室が揺ゆれる錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。なんだこのバトル漫まん画が顔負けの覇は気きバトルは。これって大海かい賊ぞく漫画だったっけ？

「……君はどう思っているのかね？」

　ひいいいいいこっちに飛び火してきたああああああ助けて神楽坂さあああん！

「（ぐっ！）」

　サムズアップで激げき励れいされた。

「……ぼっ、僕はっ」

「僕は？」

「僕は、その……神楽坂さんが成長しようと勇気を出して一歩前に進んだのだから、彼女の意思を尊重するべきかなー、なーんて……」

「そうか。ならば許可しよう」

「ああ、やっぱりそうですよねー……そりゃ断りますよねー……──」

　……………………ん？

「あの、今何て？」

「許可しよう、と言ったのだよ。君をエロ教育係にしたいという流南の意思を尊重するためにな」

「え、えー……」

「不服なのかね？」

「いっ、いやいやっ、不服とかそういうんじゃないんですけどね!?　こういう時って大切な娘のことを考えてのことなのだわーわーぎゃーぎゃーみたいに一波乱あるのがお約束なので……」

「……私が娘のことを考えていないと言いたいのかね？」

「いっ、いえっ、滅めつ相そうもございません！」

「ははっ、冗じよう談だんだよ」

　ダンディなあごひげを弄もてあそびながら、神楽坂理事長は口角を上げる。

「私は昔から勘かん違ちがいされやすい質たちでね。娘に厳しい頑がん固こ親父のように見えてしまうかもしれないが、これでも割と柔じゆう軟なんな発想の持ち主だったりするのだよ」

「は、はぁ」

「……それに、流南の成績については私も何とかせねばならないと思っていたところだ。家庭教師を探す手間が省けたことも考えると、決して悪い話ではない。むしろ助かるというものだ」

　神楽坂理事長は咳せき払ばらいすると、

「では、私から改めて。東条瑞希くん。君には今日から我が娘むすめ・流南のエロ教育係となってもらう。男性教材との二足の草鞋わらじを履はくことになってしまうが、その分、別べつ途と報ほう酬しゆうを要させてもらう。……異論はあるか？」

「ありません！　ある訳がありません！　その大任、是非とも受けさせていただきたく存じますで候そうろう！」

　緊きん張ちようのあまり日本語がバグってしまった。

「良い返事だ。では、娘の教育に当たり、君には我が別べつ荘そうで流南と共に暮らしてもらうこととする。ただでさえ次の定期試験まで時間がないのだ。なるべく共に居た方が都合も良いだろう？」

「まさかの同どう棲せい！」

「あっはっは。だが、娘に手を出したら──どうなるか分かっているな？」

　見み間ま違ちがいであって欲しいが、彼の手にはいつの間にかレイピアが握にぎられていた。

「と、当然です！　僕はあくまでも男性教材として娘さんの成績向上に役立てられる身。て、手を出すとか、そんなこと……絶対に！　有り得ません！」

「そうかそうか。それなら安心して娘のことを任せられそうだ。あっはっは」

「あ、あっはっはははははー……」

　笑顔の裏から殺意を放ってくる日本最強の大だい富ふ豪ごうに、僕はただただ乾かわいた笑いを零こぼすしかなくなっていた。




　　　　★★★




「……到とう着ちやく。ここが神楽坂家の別荘」

　散華学園からリムジンに乗って約三十分。

　僕の目の前に現れたのは巨きよ大だいな門と──一面に広がる大草原だった。

「……別荘なんてどこにも見えないんだけど」

「ここはまだ庭。ここから車で十分ぐらい行ったところに、別荘がある」

「漫画のお嬢じよう様かよ……」

　別荘を目視すらできない規模の庭だなんてそれこそ漫画とかアニメでしか見たことがないんですが。つーかここ土地的にはどこら辺になるんですかね。こんだけ広かったらそれこそ地図にでも載のっていそうなものだけど。

「因ちなみに、地図にもちゃんと載っていますよ」

「マジで!?」

　座席の対面に座る鈴蘭さんにそう言われ、慌あわててスマホで周辺地図を確認すると、確かに彼女の言う通り一面緑のエリアのど真ん中に『神楽坂家別べつ邸てい』と記されていた。

「お金持ちパネェ……将来に不安しかない僕たち庶しよ民みんとは大おお違ちがいだぜ……」

「庶民っぽい悩なやみを吐と露ろされましても、それに共感できる人はこの空間に誰だれ一人としていませんよ？」

「そう言う鈴蘭さんは実はこちら側の人間だと淡あわい期待を抱いてる僕なんですが」

「フフッ。企き業ぎよう秘密です♪」

　人差し指を振ふりながらウィンクを決める鈴蘭さん。くそう、可愛かわいいな。

「というか、本当に良かったのか？」

「……何が？」

　死んだ瞳ひとみで窓の外をぼーっと眺ながめていた神楽坂さんがこちらを振り向く。

「いや、僕と一いつ緒しよに住むって話。出会ったばかりの男と一つ屋根の下だなんて、ぶっちゃけ危なすぎじゃね？　もし僕が過あやまちを犯しちまったらどうするんだ？」

「東条くんにそんなことをする度胸があるとは思えない」

「何で僕今同級生から正面切ってバカにされたの？」

　否定はできないけども。

「本屋と、そして今、東条くんは二回も私を心配してくれた。東条くんは優しい。そんな優しい君に酷ひどいことをする度胸があるとは思えない。……つまり、私は君を信用している」

「聞きました鈴蘭さん？　僕信用されてるみたいなんですけど、これどうにか上手く話を転がしたら神楽坂さんを娶めとる感じに話を進められませんかね？」

「そこであえてゲスな発言を選ぶあたり、実はかなり照れていらっしゃいますね？」

「そ、そんなことないですのことよ!?」

　ぶっちゃけ、すっごい照れてますハイ。だってこんな美少女から純度百パーセントの誉ほめ言こと葉ばをぶつけられたこと今まで一度もないんだもん。そりゃ照れるよ、照れるに決まってるよ。むしろ照れない方がおかしいよ。

　とりあえず照れているのを見み透すかされるのは気き恥はずかしいので、ここはひとつ、話題転てん換かんを図るとしよう。

「そ、それよりも、なんか車内寒くね!?　あ、あー、寒いって感じるってことは僕やっぱり全然照れてないってことだと思うんですよね！　うんうん、僕は全然照れてないからなんか寒くなってきちゃったなー！」

　引き出しの少なさに全僕が泣いた。何で話題転換を図るって言っているのに前の話題にこんなにも引っ張られちゃってんのかなー!?　もっとこう、天気の話をするとかこれからの生活の話をするとか色々あるだろ僕！

「東条くん、寒いの？」

「ちょ、ちょっと肌はだ寒ざむいかなあ!?」

「冷れい房ぼうはつけていないはずですが」

「鈴蘭さんその事実吐露は今ちょっとやめといてもらってもいいですかね!?」

　僕の必死の誤ご魔ま化かしが無に帰きしてしまうので。

「……寒いままだと辛つらい、よね？」

　そう言いながら、神楽坂さんは座ったまま椅い子すの上をずりずりと移動し、そして僕の隣となりまで来ると──

「えいっ」

　──僕の身体からだを抱だき締しめた。

「……これで、寒くない？」

　もにゅもにゅ、と神楽坂さんのおっぱいが僕の右手を優しく包み込んでってちょっと待て。

　……あの、もしかして、今、僕、絶世の目め隠かくれ巨きよ乳にゆう美少女から、熱くてホットでヒートで熱ねつ烈れつなハグをされていているってカンジなのでしょうか!?　マジで!?　夢とかじゃなくてマジでガチでリアルで!?　そんなの……そんなの……嬉うれしいってレベルじゃないじゃあないかッッッ!!!!

「っ……うぐっ……ぐすっ……僕、生ぎででよがっだ……っ！」

「……どうして泣いているの？」

「それは東条様が男だからですよ、流南様」

「？？？」




　　　　★★★




「「「「「お帰りなさいませ、流南様、瑞希様」」」」」

　リムジンで庭園を通り抜ぬけ、何かものすごくデカい御お屋や敷しき（語ご彙い力）の中に案内された僕は、数十名のメイドさんたちからそれはもう盛大に出で迎むかえられていた。

　いつもの僕だったらここで露ろ骨こつに「えぇっ、こんなにメイドがいるとかやっぱり漫画の世界じゃねえの!?」みたいな反応を見せることだろう。

　しかし、今の僕は違ちがう。何な故ぜなら──

「──神楽坂さんからのハグの感かん触しよくを脳に刻み付けることに忙いそがしいから……ッ！」

「何故そんな言葉が出てきたのかは皆かい目もく見当がつきませんが、とりあえず自室にご案内させていただいてもよろしいでしょうか？」

「あっはっは。その爆ばく乳にゆうでハグしてもらえたら考えないこともないです☆」

「因みに、今の発言は密かに起動していた録音機でばっちり録音済みですので」

「本当にごめんなさい大人しく部屋までついていくんでデータ消してくださいお願いしますお願いします……ッ！」

　瑞希ズ土下座・オン・ザ・ぴかぴかに磨みがかれた大理石の床ゆか。

「って、そういえば神楽坂さんはどこに行ったんですか？　屋や敷しきの中に入ってから姿が見えませんけど」

「流南様なら部屋着に着き替がえるために自室に戻もどられました」

「フッ……もしかして神楽坂さん、制服を着ていると僕に抱だき着いた時のことを思い出しちまって恥はずかしくなるから着替えることにしたのかな？」

「いえ、おっぱいに包まれて幸せ気分に包まれていた東条様が無様に垂らした汚きたならしい涎よだれが制服に付着したので着替える、とおっしゃっていました」

「それ絶対に神楽坂さんのセリフじゃねえだろ！」

「申し訳ございません。つい私視点の状じよう況きよう説明兼けん本音が洩もれてしまいました」

「鈴蘭さんもしかして僕のこと嫌きらいですかあ!?」

「アハハ出会って一日と経たっていない殿との方がたに何か特別な感情を抱けるほど私はちょろい人間ではありませんよ」

　乾いた笑いを零しながら早口でまくし立てる鈴蘭さん。神楽坂さんとは別ベクトルでポーカーフェイスだからか本心は全く読み取れない。

「まあ、それはともかく、早く部屋へ案内させてください。あまり時間がかかるとお風ふ呂ろに入る時間が無くなってしまいますので」

「鈴蘭さんの、お風呂……ッ!?」

　メイド服の上からでもデカいと分かる圧あつ倒とう的な爆乳が湯ゆ舟ぶねにぷかぷか浮うかぶ光景、そしてお湯に濡ぬれて色っぽくなった鈴蘭さんの姿を瞬しゆん時じに妄もう想そうする。

「……後で僕もご一緒していいでしょうか？」

「フフッ。前向きに検討した後になるべく拒きよ否ひさせていただきます♪」




　　　　★★★




　突とつ然ぜんですが、ここで鈴蘭さんに案内された部屋の感想を述べたいと思います。

　扉とびらを開き、まず目に入ったのは様々なジャンルのエロ本、エロ漫まん画が、アダルトビデオ、アダルトグッズが所ところ狭せましと並べられた本ほん棚だな。質素な木目と派手なエロが作り出すハーモニーが眼球と脳に激しい衝しよう撃げきを与あたえてくる。

　本棚の横を通り過ぎた先にあるのは、一台のノートパソコンと数冊の辞書が置かれたパソコンデスクと、長時間に及およぶエロ動画視し聴ちようで悲鳴を上げる腰こしをふんわり包み込んでくれるちょっと高めのゲーミングチェア。少し傷がついているが、それでも普ふ段だん使いには何の支障もない。

　そして最後に視界に映り込んだのは、どこの家にもありそうな至って普ふ通つうでありふれたベッド。下に衣服を収納する棚たなが付属していること以外特筆すべき点など何もない、骨の髄ずいまで平へい凡ぼんなベッドだ。凄すごく「普通のベッドと言えばこのベッド」って感じである。

「…………」

　僕は二、三回ほど深呼吸をし、扉の傍そばで待機している鈴蘭さんの方を振り返る。




「ここ僕の部屋だよねえ!?」




「先ほどからそう言っていますが……？」

「すいませんちょっと言い方悪かったですね！　これ実家にある僕の部屋と間取りも家具も全まつたく同じに見えるんだけどそこんところもう少し詳くわしく！」

「その質問にお答えしますと、実は東条様の精神的負担を減らすために東条様の自室を再現する運びとなりまして。そのために東条様の部屋から家具の一切合切をこちらの部屋まで運び出させていただきました」

「迅じん速そくかつ丁てい寧ねいなお仕事どうもありがとう！」

　僕がこの別べつ荘そうで暮らすって決まってから長くとも二時間ぐらいしか経ってないと思うんだけど。神楽坂家の引っ越こし技術どうなってるんだよ怖こわすぎるよ。

「我々従者マークの引っ越し社の手際は世界一であると自負しておりますので（キリッ）」

「当たり前のように心を読むのやめてもらってもいいですか？」

　爆乳美少女メイドの特技が多すぎて震ふるえが止まらない件について。

「……って、なんかよく見ると書しよ籍せきの並び方が少し変わってるような……」

「お気づきになられましたか」

　やけに鼻息を荒あらくしながら、鈴蘭さんはずずいっと詰つめ寄ってくる。

「この本棚は謂いわばエロ育成の教材保管庫。ですので、一目見ただけでどこに何が置いてあるのかが分かるようにジャンルごとに配列させていただきました」

「やけに合理的な理由の下もとにとんでもないお節せつ介かいが焼かれている！」

「因ちなみに、上から順に先せん輩ぱい、同級生、後こう輩はい、人妻、実母、実姉、実妹の七段階に分かれており、更さらにその中から左から順に和わ姦かん、強ごう姦かん、痴ち漢かん、ＳＭなど、シチュエーションごとに分類させていただいております」

「うわほんとだすっげえ！　でも僕のコレクション詳しよう細さいを全て知られたんだなって思うと涙なみだが止まらねえ！」

「先輩・和姦の組み合わせが最も多かったとお見受けしました。東条様は包容力のある巨乳先輩キャラが大好きなんですね。……ぷふっ」

「おおぉーい今アンタ人の性せい癖へきバカにしましたよね!?　べ、別にいいだろ巨乳でエッチな先輩が大好きでも！　男はみんな包容力があって自分を引っ張ってくれる美少女の先輩に憧あこがれるものなんだからさあ！」

「なるほど。……あ、因みに私は東条様より年上です」

「ねえ何でこのタイミングでわざわざ年上アピールしてきたの？　もしかして鈴蘭さん、僕に気があったり──」

「いえ、東条様のリアクションが面白いのでからかってみただけです」

「知ってたよちくしょう！」

　人生初のモテ期が来たのかと一いつ瞬しゆんでも期待してしまった自分が情けない。でも、こればっかりはしょうがないよね。だって男だもの。

「はぁぁ……まあそれはともかく、部屋まで案内してくれてありがとうございました。とりあえず着替えたいのでちょっと出てってください……」

「いえ、お気になさらず。今良いところなので」

「何で少し目を離はなした隙すきに人のベッドに寝ね転ころがりながらエロ本読んでるの？」

「すいません。メイドの強姦ものが特集されたエロ漫画雑誌が目に入ったので、つい」

「その漫画を本物のメイドが読むなよ反応に困るでしょうが」

　強姦願望でもあるのか、と邪じや推すいしてしまうから本当にやめてほしい。神楽坂さんと共にこれから一いつ緒しよに暮らすであろう美少女にそんな感情は抱きたくないですハイ。

「いいから、早く出てってくださいって。その雑誌は貸してあげますから」

「しょうがないですね……では、出ていく代わりにメイドものをいくつか借りていきますね」

　そう言いながら彼女は三十冊ぐらいのエロ本を積み重ねると、軽々と抱かかえ上げた。見た目によらず結構力持ちですねあなた。

「夕食の準備が済みましたら呼びに来ますね」

「エロ本抱えながら真ま面じ目めな顔されるとギャップで頭おかしくなるな……」

「あ、催もよおした時はいつでも私を呼び出していただいて構いませんので（キリッ）」

「もし催したとしても絶対に呼び出さないしそもそもそんな下品なことを真面目な顔で言わないでください」

「おかしい……東条様はエロ好きなはずなのに、反応が辛しん辣らつすぎます」

「恥じらいのないエロは逆に萎なえるだけですから」

「なるほど。肝きもに銘めいじておきます」

　では、と鈴蘭さんは手て刀がたなを切って部屋を後にした。

　扉が完全に閉まり、室内が静せい寂じやくに包まれた頃ころ、僕はベッドに俯うつぶせに倒たおれこんだ。

「……なんか話してただけなのにやけに疲つかれたな……」

　多分この疲れのほとんどはツッコミのし過ぎによるものだと思う。見た目だけなら完かん璧ぺきメイドなのに、まさかあそこまでギャグ一いつ辺ぺん倒とうな存在だったとは。あんな人がメイド長だなんて神楽坂家おかしくない？　有能なら中身については度外視する評価制度だったりするんだろうか。

「うぬんあー……転校にエロ授業に引っ越しにツッコミになんかもう色々と濃こい一日だったな……」

　……ベッドに寝転がったせいか、眠ねむ気けがドッと噴ふき出してきた。夕食の準備ができたら呼びに来てくれるらしいし、いっそのことこのまま寝ねようかしら……。




「……東条くん？」




「ほえ？」

　眠気という名の混こん沌とんに身を委ねようとしたまさにその瞬しゆん間かん、何者かが僕の名を呼んだ。

　寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりながら声がした方に視線をやると──




　──下着姿の神楽坂さんが僕の顔を覗のぞき込んできていた。




「……………………」

　人は驚きよう愕がくが許容量を超こえると言葉というものを完全に失ってしまうらしい。

「私の顔に何かついている？」

「…………いや、いやいやいやいやいやいやいやいや……」

　首を傾かしげる動きに合わせてぽよよんと揺ゆれる巨きよ乳にゆうがなんともいやらしいが、もしかしたら夢かもしれないので自分の頬ほおを抓つねってみる。

　超ちよう痛かった。

「何で下着姿なんだ!?」

「何でって……家ではいつもこうだから……？」

　そんな夢のような室内スタイルが存在するのか。世界は広いなあ。

　じゃなくって。

「め、目のやり場に困るからせめて服を着てくれ！　いくら僕がエロ好きだって言っても流石さすがに破は壊かい力が高すぎて身体からだがもたない！」

「東条くんは私の下着姿を見てエロいと思うの？」

「僕だけじゃなくてほとんどの男が同じ感情を抱いだくと思いますよォ!?」

「……分かった。君が困るなら、ちゃんと服を着る」

　──五分後。

「お待たせ。パジャマを着るのは久しぶり。これでいい？」

　一いつ旦たん自室に戻もどって着き替がえてきたらしい神楽坂さんが身につけるは、クマさんの顔が辺り一面にちりばめられた、少しサイズの大きい水色パジャマだった。襟えり元もとからブラ紐ひもがちらりと覗いているところとか萌もえ袖そでになっているところとか、もう素晴らしすぎて言語化できません……ッ！

「……どうして泣いているの？」

「人生の素晴らしさに感動を覚えたから……っ！」

「？？？」

　首を傾げられてしまった。フッ……この感動は男にしか理解されないものだ。よってこの反応は想定内である。

「まあ、それはさておき、僕に何か用かな？」

「うん。今、忙いそがしかった？」

「いや全然」

　寝落ちしそうになってただけだし。

　上体を起こし、ベッドの縁ふちに腰かけ、神楽坂さんに隣となりに座るように促うながす。

「それで、僕に用って？」

「夕食までまだ時間があるから、エロ育成をしてもらおうと思って」

「あー、エロ育成……エロ育成ね……」

　その言葉を改めて認識すると、気き恥はずかしさと罪悪感が込み上げてきた。こんな無む垢くで純じゆん粋すいな美少女にエロいことをして、本当に許されるのか。いくら彼女からの頼たのみとはいえ、この子を傷つけることになってしまうんじゃないのか。──そんな不安が頭の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐる。

「……どうしたの？」

　表情に出ていたのか、神楽坂さんが隣から僕の顔を覗き込んできた。

「いや、何と言いますかね、その……」

　言って良いものか悪いものか……、と頭を悩なやませる僕だったが、神楽坂さんの目力に根負けしたので大人しく今の気持ちを吐と露ろすることにした。

「君をエロ育成すると僕は確かに言ったけど、本当に良いのかなって思ってさ。ほら、僕って一応は君の同級生な訳じゃん？　同年代の異性にいかがわしいことをされる君の気持ちをもっと考こう慮りよすべきなんじゃねえか、って思っちゃいましてね……」

　僕はエロが大好きだ。だからこのシチュエーションは願ってもないものだったりするのだが……それが僕の性癖ド真ん中の美少女を傷つけることになるというのなら、手放しで喜ぶ訳にはいかなくなってしまう。

「……車の中でも言ったけど、私は東条くんを信用している」

　ぽつりぽつり、と神楽坂さんは言葉を紡つむぎ始める。

「東条くんになら、安心して身を任せられる。だから、問題ない」

「…………」

「改めてお願いする。東条くん。私が退学にならずに済むように──私にえっちを教えてください」

　……神楽坂さんは本気だ。

　生なま半はん可かな覚かく悟ごではない。本気の本気で、僕にエロ育成してくれと頼んできている。

　それなら、僕が選ぶべき行動は？

　そんなの、考えるまでもない。

「……分かった。よし、もう躊躇ためらわないよ」

　神楽坂さんの肩かたに手を置き、僕は笑顔を見せつける。

「もう一度言おう。神楽坂さん。君が退学にならずに済むように──僕がえっちを教えてやる」

「うん、お願いします」

　こうして、僕と神楽坂さんの歪ゆがんだ関係が改めて始まった。




　　　　★★★




「早速エロ育成を始めるとして何から手を付けていくか……」

　やはりまずは彼女にどれだけの知識があるのかを確認するべきか。

「これから僕がいくつかクイズを出すから答えてもらってもいいか？」

「分かった。頑がん張ばる」

　ふんす、と両手を握にぎる神楽坂さん。どうやらやる気は充じゆう分ぶんのようだ。

「んじゃ、第一問。女性が男性の陰いん茎けいを口に咥くわえて奉ほう仕しすることを何という？」

「フェ〇チオ」

「正解」

　一問目から大分飛ばし過ぎた気がするが、まさか普ふ通つうに正解されるとは。もしかして授業で普通に教えてるのか？　エロ漫まん画がかよ。

「第二問。男性の陰茎を胸で挟はさんで奉仕することを何という？」

「パ〇ズリ」

「……正解」

　まさかの連続正解。エロが分からないという割にはエロの基き礎そ知識は結構しっかりしてるような……。

「……教科書に載のっている用語とかは、頭に入っている」

　僕が驚おどろいているのを気配で察したのか、神楽坂さんは僕に説明し始めた。

「用語は分かっているから、エロの筆記試験はいつもほぼ満点。でも、私はエロの知識があるだけで、エロというものがよく分かっていない。……だから、実じつ践せんできない」

　ああ、なるほど、そういうことか。

　要するに、彼女はコツが分かっていないのだ。

　サッカーのシュートの仕方は分かっているのに上手く蹴けられない時のように、数学の公式は分かっているのに問題が何な故ぜか解けない時のように、彼女もまた、エロの知識はあるのにそれを実践に移せないでいる。

　ある動きのどこがエロいのかを分かっていない。

　エロというもの自体を理解できていないから、形だけをなぞろうとしてしまう。

　だから、彼女のエロアプローチからはエロさが感じられない。

（いきなりテクニックから教えても時間の無む駄だになる）

　まずは基礎から、じっくりと。

　どういう行動が、どういう姿が、どういう構図がエロいのか。

　まずはそこから教えていくことにしよう。

「オーケー、分かった。それじゃあ今日は一回目ってことで、エロの基礎ともいえる『羞しゆう恥ち心しん』について教えるとしようか」

　彼女にエロを理解してもらうために、性せい癖へきの枷かせを解き放つ──ッ！

「羞恥心について教える上で、まず君に頼まなきゃならないことがある」

「私に頼まないといけないこと？」

「ああ」

　僕は右手を熱く握り、高らかに言い放つ。




「神楽坂さん。君にはこれから全ぜん裸らになってもらう──ッ！」




「分かった」

　一いつ瞬しゆんの躊躇いもなく制服を脱ぬごうとした神楽坂さんを僕は慌あわてて止める。

「違ちがう！　待って！　熱血な感じで頼んだ僕が悪かったから、とりあえず服を脱ぐのは待って！　脱だつ衣いストップ！」

「……脱いでほしいのか脱がないでほしいのかどっちなの？」

「い、いや、今のは羞恥心を試そうとしたというかなんというか……」

「羞恥心？」

　神楽坂さんは大きく首を傾かしげる。

「これは僕の自論だが、羞恥心ってのはエロにとってなくてはならない要素だと思うんだ。どんなエロにも必ず備わっている絶対のパーツ……それこそが、羞恥心なんだよ」

「……よく分からない」

「分からなくても大だい丈じよう夫ぶだ──っつっても、人にものを教えるのは得意じゃないし、そもそもエロについても個人的に大好きってだけでプロ並みに詳くわしい訳じゃないから、本当に神楽坂さんに分かってもらえるのかはちと不安になるけど……まあ、とにかく、これから説明するから大丈夫だ。だからそんなに不安そうな顔はしなくて良いよ」

「……うん。頑張って覚える」

「よし、いい返事だ。じゃあ、エロ育成を続行しよう」

「うん」

　僕は懐ふところからスマートフォンを取り出す。

「羞恥心はエロにとってなくてはならない要素だとさっき言ったが、言葉だけだと分かりにくいだろうし、ここはとりあえずサンプルを使って説明していこうと思う」

　スマホの画面に僕が表示したのは、二人の女性のイラスト。右側は頬を真っ赤に染めた下着姿の女性のイラストで、左側は真顔で立ち尽つくしている全裸の女性のイラストだ。

「ここに二人の美少女イラストがあるが、神楽坂さんはどっちがエロいと思う？」

「……左の女性」

「ほう。ちなみに、どうしてそう思ったんだ？」

「左側の女性が全裸だから」

「なるほどな」

　僕は両手でバツを作る。

「残念。正解は右側──頬ほおを真っ赤に染めた下着姿の女性のイラストの方が、男はエロく感じるんだ」

「？？？？」

「確かに、男は女性の裸はだかが好きだ。常に女性の裸を見たいって考えながら生きていると言っても過言じゃないぐらいに、全裸の女性が大好きだ」

「じゃあ、どうして左じゃないの？」

「それは──堂々と裸を見せられたら逆に萎なえちまうから、かな」

「…………………………は？」

「恥はじらい、躊躇い、葛かつ藤とう、そして恋こい心ごころ……心の中で渦うず巻まく様々な感情に揺ゆれつつも、求められるがままに裸ら体たいを晒さらすその姿にこそ、僕たち男はエロティシズムを感じるんだよ」

「なるほど……」

　神楽坂さんは「んー」と唸うなると、

「要するに、恥ずかしがっている女性にこそ、エロを感じるということ……？」

「その通り」

「つまり、私が恥ずかしがれば、東条くんは興奮するの？」

「もちろん。羞恥心は全てのエロの基礎と言ってもいい要素だからね」

　だから最初のエロ育成に羞恥心を選んだんだし。

「という訳で、さっきみたいな感じじゃなく、裸を見られて恥ずかしいーって感情を意識しながら服を脱いでもらってもいいか？」

「分かった。……んしょんしょ」

　ブレザーを脱ぎ、ワイシャツのボタンを外し、腕うでを袖そでから引き抜ぬき……ブラジャー一枚だけを残し、上半身の肌はだを露あらわにした。その動きに迷いはなく、そして躊躇いすら感じられなかった。

「ふぅ。……どう？」

「……どう、とは？」

「……どうとは、とは？」

　無表情のままじーっと見つめてくる神楽坂さん。

「……もしかして、今、恥ずかしがってた、のか？」

　こくり、と神楽坂さんは小さく頷うなずいた。

「いや全然恥ずかしそうに見えなかったんですけど！　なんかもう義務か何かのようにスムーズに脱衣してたようにしか見えなかったんですけど！」

「……がーん。しょっく。ちゃんと恥ずかしがっていた。よく見て。私の顔は、今真っ赤っかのはず」

「いや赤らみ一つないけど。驚くべき白さの卵肌だけど」

「……おかしい。東条くんに脱衣を見られて確かに恥ずかしいと思ったはずなのに」

「自分で無表情って言ってたから覚悟はしてたけど、まさかここまで顔に出ないとは予想外だったな……」

「迷めい惑わくをかけてごめんなさい……」

「あーいや、神楽坂さんは悪くないよ。むしろ難しい方が燃えるというか、無知っ子調教シチュと思えば結構イケるというか！」

　僕はクラスメイトに何を言っているんだろうか。

「無知っ子調教シチュ……？」

「な、何でもないですよ!?　今の言葉はすぐに忘れた方がいいと思います！」

「よく分からないけど、分かった」

　あ、危ない危ない。つい性癖がまろび出ちまうところだった……。

「それにしても、どうやって羞しゆう恥ち顔をさせるべきか……」

　神楽坂さんの無表情は筋金入りだ。合図一つで解除できるようなものではない。

（恥ずかしいっていう感情はあるんだから、無表情でも抑おさえきれない程の羞恥を与あたえる、っていうのはどうだろうか）
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　重要なのは、彼女の感情の堰せきを切る事。好きなタイミングで切ることができないなら、水みず嵩かさを増やしに増やして限界突とつ破ぱさせるしかない。

（……でも、彼女が我を忘れるぐらいに恥ずかしがることって何なんだ？　下着姿を見られても全然動じない図太さだぞ？）

　そんなことを考えながら、上半身下着姿の神楽坂さんをじーっと見つめてみる。美しい谷間と黒のレースブラがなんとも言えない色気を醸かもし出していた。

「（じ──っ）」

「……東条くん？」

「（じ────っ）」

「あの……どうしたの……？」

「（じ────────っ）」

「えと、東条くん……？　な、なに……？」

　無言で彼女の胸元を凝ぎよう視ししていると、胸元を両手で隠かくし、更さらに僅わずかではあるが頬を朱しゆに染め始めた──って、

「あれ、普ふ通つうに照れてない？」

「……？」

「さっきと違って普通に羞恥顔できてるじゃん、神楽坂さん！」

「そうなの……？　自分じゃよく分からない……」

　頬は赤らみ、目は薄うっすらと潤うるみ、そして僕の視線から避さけるように身をよじりながら両手で胸元を隠す神楽坂さん。完かん璧ぺきすぎる、まさにパーフェクトな羞恥スタイルだった。

「もしかして、凝視し続けた結果、耐たえられるキャパをオーバーしたのか……？」

　一度枷が外れたからか、彼女は涙なみだで瞳ひとみを潤ませ、更に頬を紅潮させ、更に更に視線を忙せわしなく彷徨さまよわせ……一目で羞恥していると分かるほどに動どう揺ようしていた。

　胸元を隠し、身体を背けながら、神楽坂さんは言う。

「……さっきからどうしたの？　私の胸に、何かついている……？」

「……神楽坂さん」

「な、何？」




「これから君を凝視し続けるから、次は全ての服をなるべくゆっくり脱いでくれ」




「……それはエロ育成に必要なこと？」

「ああ。君をエロくする上でどうしても必要なことだ」

「…………」

　邪じや念ねんがないと言えばウソになるが、そんなものは二の次三の次。今は彼女がエロくなるためにできることをやらなくてはならない。

　熱いパトスを伝えるべく、彼女の目を真っ直ぐ見つめる。

「……分かった。これで君が興奮してくれるなら、全裸になる」

「ありがとう。そしてできれば胸を大きく揺らしながら脱衣してくれると捗はかど──助かる」

「今捗るって言わなかった？」

「気のせいですごめんなさい」

　僕の性せい欲よくが全然言うことを聞いてくれない件について。

「ま、まあ、それはともかく、僕の準備はいいから、早速始めてくれ」

「（こくり）」

　神楽坂さんは背中に手をやり、ブラのホックを手早く外す。枷から解き放たれたおっぱいがどたぷん、と大きく揺れ──僕氏、思わず前まえ屈かがみ。

「ゆっくり……胸を揺らしながら……次はスカートを……んしょ……んしょ……」

　胸を揺らす点についてはマジで今回関係ないのだが、エロいので黙だまっておくことにした。

　注文通りスカートを下ろしていく神楽坂さん。たちまちストッキングとパンツだけの半はん裸らスタイル神楽坂流南が爆誕した。

「おおおおお……」

　程良く肉のついた美び脚きやくと股こ関かん節せつが動きに合わせてきゅっと締しまる様子はまさに至高の芸術品。瑞希的にはストッキングと黒のパンティによるコントラストが最高だったり。

「……これも脱ぬぐの？」

　ストッキングとパンツを指差す神楽坂さんに、僕は満面の笑みを返す。

「ああ。全部だ。そして今超ちようエロいところだからこのまま進行でお願いします……」

「……何で前屈みなの？」

「これには海よりも高く山よりも深い訳があるけど男の尊厳のためにどうか聞かないで欲しい」

「…………」

　怒おこっているのか呆あきれているのか、とにかく沈ちん黙もくしつつも、神楽坂さんはパンツを下ろすべく、その両手に力を籠こめる。しゅるる……という衣きぬ擦ずれの音が、静かな室内に溶とけては消えていく。




　──そしてついに、神楽坂さんは一糸まとわぬ姿となった。




「これで、いいの……？」




「…………」

　胸と股こ間かんを両手で必死に隠しながら、頬を朱に染める神楽坂さん。異性の前で全ぜん裸らという非日常感が相乗効果を爆ばく発はつ的に発揮しているせいか、とんでもない色気を醸し出している。

（……理性消し飛びそう）

　正直、めっちゃ興奮している。

　クラスメイト、それも絶世の美少女の全裸。それが目の前にあるこの状じよう況きように興奮するなという方が無理な話だった。

　だが、エロをよく分かっていない、ただ脱げばエロいんでしょ的な考えを持っていた頃ころの彼女のままであれば、僕はここまで興奮しなかっただろう。

　羞しゆう恥ち心しんに染まった今だからこそ、僕は一いつ瞬しゆんで理性を失って彼女を襲おそうことになっても不思議じゃない程に、大大大興奮しているのだ。

「じー」

　シミ一つない美び肌はだを至近距きよ離りから見つめ続ける。形の整った胸、張りの良い尻しり、きゅっと締まった股間、そして程良くむっちりした太もも……男の本能を揺ゆさぶる圧あつ倒とう的なエロ女体を、ただただ静かに凝視し続ける。

　そんな状態が五分ほど続いただろうか。

　神楽坂さんが何かを我が慢まんするように足を擦こすり合わせ始めた。

「どうした？」

「……よく、分からない、けど……」

　神楽坂さんは頬ほおを仄ほのかに染めながら、ぽつりと呟つぶやく。

「……裸はだかを見られてたら、落ち着かなくなってきた……」

　うるうると涙で瞳を濡ぬらし、

　子供のような情けない声を上げ、

　上うわ目め遣づかいをしてくる神楽坂さんを見て──

「…………ぎゃぎゃぎゃぎゃッ！」

　──僕は電でん撃げきに身体からだを焼かれながらその場に崩くずれ落ちた。

「わ、忘れて、た……がくり」

「と、東条くん!?」

　神楽坂さんは全裸のまま僕に近づき、その柔やわらかな身体で僕を抱だきかかえた。マシュマロを軽く凌りよう駕がする弾だん力りよくを持つおっぱいと太ももの感かん触しよくに、僕の興奮度がさらに高まるのを感じた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ……ちょっと性欲が暴発しちまっただけで……」

「良かった……」

　安あん堵どの吐と息いきを零こぼす神楽坂さん。呼吸に合わせて彼女のおっぱいが揺れていてとてもエロかったが、あまり意識しすぎるとまたビリビリしかねないのであまり考えないことにした。

「東条くんのおかげで、羞恥心とエロの関係について、少し分かった気がする……東条くんに頼たのんで、本当に良かった」

「あはは……僕はそんなに大したことはしてないよ。君がそれに気づくことができたのは、君の今までの頑がん張ばりがあってこそだ」

　理解できないなりに努力を重ねてきたからこそ、僕が教えたことをすぐに理解できたのだ。基き礎そ知識がゼロの状態だったら、また話は変わってくる。

「でも、私は結果が出せなかったから、君にこうしてエロ育成を頼んだ。褒ほめられることなんて、何もない」

「そんなことはないさ。確かに結果は大切だけど、それ以上に過程は重要だ」

　余計かもしれない、と思いつつも、彼女の頭を撫なでてみる。

「君が自分の頑張りを褒められなくても、代わりに僕が褒めるよ。──よく頑張ったな、神楽坂さん」

「（…………頑張りを褒められたのは、初めてかもしれない）」

「神楽坂さん？」

「……何でもない」

　頬が朱あかくなっているように見えたんだけど……今見たらいつもの無表情だし、きっと見み間ま違ちがいだろう。僕の発言にときめいてくれたかも!?　ってちょっと浮うかれそうになった自分が情けないですハイ。

　神楽坂さんは僕の頭を自身の太ももの上にゆっくり置き、柔らかな手で髪かみを梳とかすように撫でてきた。簡単に言うと、萌もえの筆頭『ＨＩＺＡＭＡＫＵＲＡ』である。

「か、神楽坂さん!?」

「あまり頭を動かさない方が良い。ダメージがなくなるまで、ゆっくり休んで」

「休んで、って言われても……」

　視界を埋うめ尽つくさんとする豊満なおっぱいに、女性特有の柔らかな肉体。しかもなんか凄すごく良い匂においがするし、じっとしてるだけでもまた鼻血を噴ふき出してしまいそうだ。

（僕の理性はこんな生活に耐えられるんだろうか……）

　僕は彼女の身体に色んな意味で包まれながら、とりあえずエロ本でも読んでエロへの耐性を強化しておこう、と強く決意するのだった。
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　神楽かぐら坂ざかさんと特別な契けい約やくを結んだ翌日、僕はようやく散さん華か学がく園えんの生徒として本格的に授業に参加していた。

「男性は女性の柔らかさにこそ興奮を覚え──」

　チョークが黒板を叩たたく音が教室中に木霊こだまする。

　僕の周囲では名家のお嬢じよう様方が教科書代わりであるタブレットと黒板を交こう互ごに見つめながら、真しん剣けんな表情で授業に臨んでいる。それはまさにお嬢様学校の名に相応ふさわしい最さい高こう峰ほうの授業風景であり、僕みたいな庶しよ民みんとは一線を画した美しさすら感じさせる。

（……だけど、教えてることはエロについてなんだよなぁ……）

　黒板にデカデカと描えがき出された『女性が男性の顔をおっぱいで挟はさむ絵』をぼけーっと見つめながら、僕は周囲に気付かれないように小さく溜ため息いきを零こぼす。

　と。

「凜りん子こ先生。一つ、質問よろしいかしら」

　声のした方を見ると、金きん髪ぱつツインテールの美少女──胸は神楽坂さんより大きい──が真っ直ぐ右手を挙げていた。

「おう、どうした日ひの輪わ。どこか分からないとこでもあったか？」

「男性は女性の柔らかさにこそ興奮を覚える、とのことですが、具体的にはどの部位に興奮を覚えるんですの？」

「ふむ……東とう条じよう。ちなみにお前はどの部位に興奮を覚えるんだ？」

「何でこの流れで僕に振ふるんですか」

　教師のくせに授業内での質問を生徒に丸投げするのやめろよ。ほら日輪さんとかいうお嬢様が僕に半はん端ぱなく真剣な眼まな差ざしを送ってきちゃってるじゃねえかよ。

　凜子先生は顔色一つ変えずに僕に向かってサムズアップすると、

「男のことは男に聞いた方が早いからな」

「好みなんてそれこそ人それぞれだと思いますけど……」

「男が好きな部位なんてせいぜい胸か腹か尻か太ももぐらいのものだろ」

「全部じゃねえか」

　そんなに例を挙げれば何かしらに引っかかるに決まっているだろうに。

「それで、お前が好きな部位は結局どれなんだ？　好こう奇き心しん旺おう盛せいなお嬢様方が答えを知りたくてうずうずしているぞ。早く答えてやれ」

「そうですね……しいて言うなら、おっぱいでしょうか（キリッ）」

「……まさか本当に答えるとは。お前に恥はじらいはないのか？」

「答えさせたくせに理り不ふ尽じんすぎません!?」

　この人に生徒を思いやる気持ちというものはないのだろうか。……ないんだろうなあ。

「東条様はおっぱいが好き……では、わたくしのこのおっぱいはどうなんですの!?」

　ぶるるん、と爆ばく乳にゆうを揺らす日輪さん。

「はぁ……君はどうやら勘かん違ちがいをしているようだ、日輪さん」

「な、なんですって!?」

　そう。このお嬢様は一つ勘違いをしている。




「僕は──この世全てのおっぱいを愛しているのだッッッ！」




「こ、この世全てのおっぱいを、ですって!?」

「お前らのそのノリは何なんだ」

　凜子先生が呆れていたが華か麗れいにスルー。

「大きいおっぱい、小さいおっぱい、そんなの人の勝手。本当のおっぱい好きなら、どんなおっぱいも愛せるように己を研とぎ澄すますべき」

「名ゼリフをここまで酷ひどくできるとかお前ある意味天才だな」

「で、ですが、好みはあるでしょう!?　わたくしは東条様の好みの大きさが知りたいのですわ！」

「ええい、くどい！　大きかろうが小さかろうが構わぬ！　最終的にそれが女性のおっぱいであれば良い！」

「なん、ですって……っ!?」

　ぐしゃああああ、とその場に膝ひざを突つく日輪さん。どうやら僕のおっぱい愛の熱量に心を打たれてしまったようだな。

「はいはい、茶番は終わったか？　終わったんならそろそろ実技を始めたいんだが？」

「え、実技？」

「なに驚おどろいているんだ。昨日もやっただろう？　男性教材であるお前を使ってアプローチの実技をするんだよ」

「ま、待ってください！　い、今の僕、ちょっと汗あせ臭くさいかも……きゃっ」

「うざい自意識過か剰じよう女ムーブやめろ。いいからさっさと教きよう卓たくの横に行け。そこにいつまでもいられると授業が進まん」

「凜子先生ってもしかしなくても僕のこと嫌きらいですよね？」

「私に好きになってもらいたいならまず首輪をはめることから始めるんだな」

「流れるようなサディスト宣言！　でも凜子先生の調教ってちょっと興味あるようなないような……」

「ちなみに、私の調教を受けた豚ぶたの中で社会復帰できた奴やつは一人もいない」

「サラリととんでもないこと言ったぞこの人！」

「まずは身体からだを屈くつ服ぷくさせてな？　その次に徐じよ々じよに心を折っていくんだ。心では抗あらがっているはずなのに身体は正直な反応をしてしまう──そんな自分の違い和わ感かんに恐きよう怖ふ、混乱、葛かつ藤とうする豚どもの表情が絶望色から快楽色にどんどん染まっていく過程ときたら……ひひっ」

「やっぱり今の話はなかったことにしてください！」

　恍こう惚こつとした表情で太ももを擦こすり合わせる凜子先生があまりにも怖こわすぎたので、僕は足早に指定場所へと移動した。そもそも社会復帰が叶かなわないレベルの調教って法律で許されていいんだろうか。それもう一種の人権無視じゃない？

「という訳で、実技の時間を始めたいと思う。さっきも話題に出たが、今日のテーマはズバリ『おっぱいを使った誘ゆう惑わく法』だ」

「ありがとうございます！」

「まだ何も始まってないから黙だまってろ」

「申し訳ございません！」

　睨にらみつけてくるのはいいとしても鞭むちを鼻先に突きつけてくるのは本当にやめてほしい。今一いつ瞬しゆんマジで死を覚かく悟ごした。

　鞭を教卓に何度も叩きつけながら、凜子先生は教室中に声を響ひびかせる。

「これからお前たちには二人一組になってもらい、東条の顔におっぱいを押し付けてもらう！　俗ぞくにいうおっぱいサンドだな」

「先生！」

「……日輪。どうしてお前はまだ崩くずれ落ちてるんだ？」

「こ、これはただ立ち上がるタイミングを失っていただけですわ！」

　日輪さんは慌あわてて立ち上がり、咳せき払ばらいする。

「その実技、まずはわたくしからやらせてほしいですわ！」

「だーから二人一組っつってんだろ。やりたきゃもう一人連れてこい」

「フッ、それについては問題ありませんわ。──海み咲さき！」

「あはは。あたしはキミの使用人でも部下でもないんだけどなー」

　日輪さんに呼ばれて前に出てきたのは、控ひかえめな胸と程良く引き締しまった肢し体たい、そして褐かつ色しよく肌はだが特とく徴ちようのミディアムボブ少女。口調といい外見といい、どこかスポーティな雰ふん囲い気きを感じさせる。

　海咲、と呼ばれた少女は凜子先生の横に立つと、

「先生先生ー。今回っておっぱいを使うんでしょー？　あたしってレンレンと違ちがって胸小さいから授業のていをなさなくなると思うんだけどー？」

「小さいと言っても絶ぜつ壁ぺきじゃあないんだ。自信がないのは分かるが、小さいなりに工夫して頑がん張ばってみろ」

「海うな原ばら海咲、了りよう解かいでっす」

　びしっ、とわざわざ口に出しながら敬礼する海原さん。うーん、絵に描いたような元気っ娘こだ。

「東条。お前はそこの椅い子すにでも座っていろ。立ったままだと身長差のせいで上手く挟めないだろうからな」

「あのー……実技を行うことについては大賛成なんですけど、これって僕また電でん撃げきを食らうことになるんですよね……？」

「お前が大興奮しなければ食らわないぞ。あれは一定の数値を超こえない限りは発動しないように設定されているからな」

「数値とか言われても視認できへんやんけ」

「そうだな。だから諦あきらめろ」

「嫌いやだあああああああああああああああああっ！　エロいことできるのは最高に嬉うれしいけど電撃でビリビリされるのは嫌だああああああああああああああああっ！」

「……はぁ。仕方がないな」

　凜子先生は駄だ々だっ子このように恥はじも外聞もなく泣きじゃくる僕に近づくと、僕の頭を両手で優しく抱だき、そして持ち前の爆乳でそっと包み込んだ。

「!?」

　花のような香かおり、雲のような肌はだ触ざわり、マシュマロのような弾だん力りよく。

　母性、としか言いようのない圧あつ倒とう的なボインが、今、僕を包み込んでいる。

「あっ、あっ、あっ」

「もし電撃に耐たえることができたら、後でもう一度同じことをしてやる」

「先生！　俺頑張りまぎゃぎゃぎゃぎゃ!?　……頑張ります！！！！」

　電撃で意識を失いかけたが、最高のご褒ほう美びを提示してもらえたおかげで何とか耐えきることができた。

「よし、じゃあさっさと席に着け。時間は有限なんだからな」

「はい！」

　いつの間にか用意されていた椅子に腰こしを下ろす。それに合わせて日輪さんたちが僕の目の前に移動してきた。おお、爆乳と貧乳が僕の視界を埋うめ尽つくしてるぜ……壮そう観かんだなあ。

「じゃあ、とりあえず一番手はお前たち二人ということで。私が良しと言うまで思い思いのアプローチを仕し掛かけろ。いいな？」

「はーい」

「わたくしにかかれば造作もないですわ！」

「はいはい。それじゃあ行くぞー。──スタート！」

　凜子先生による開始の合図。

　その直後、二人の女子生徒は早速行動を開始した。

「おっぱいによるアプローチ……といえば、やはりまずはこうでしょう！　えいやっ！」

「んぐぅっ」

　日輪さんの爆乳が僕の顔面に押し付けられた。制服越ごしでも分かる柔やわらかさに包まれた僕の心が早くも警けい鐘しようを鳴らしている。こ、この柔らかさは危険だ……凜子先生の時とは違う圧倒的な柔らかさ……まさにエロ兵器っ！

「ふふふ。わたくしのおっぱいの魅み力りよくに身も心も夢中になっているようですわね！」

「ふぁんふぃふぁいふふふぁ！（勘違いするな！）　ふぉふふぁふふうふぃふぁふぉふぁっふぇふぃふぁい！（僕は夢中になどなっていない！）」

「何を言っているのかは分かりませんが、それが負け惜おしみだということは分かりましたわ！」

「ぷはっ。いや、負けてないが？」

「よくもまあアヘ顔しながら強がれるよねキミは」

　一連の流れを横から見ていた海原さんが苦笑を零こぼす。

　日輪さんは僕の顔をおっぱいでもう一度挟はさみつつ、

「海咲。いつまでも横から見ていないであなたも仕掛けなさいな」

「あたしが攻せめる前にキミが猛もう攻こうに出たから傍ぼう観かんするしかなかっただけなんだけど……それにしても凄すごいねレンレン。昨日一度接したとはいえ、男の人に果か敢かんにアプローチできるだなんて」

「も、もーっ！　どうして意識させるんですの!?　わたくしこれでも我が慢まんして頑張っていますのに！」

「あはは、ごめんごめん。授業前に不安そうにしていたのにやけに勢いがあるから少し気になってさー」
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「うう、海咲のバカぁ……」

　おっぱいに視界を塞ふさがれているせいで何も見えないけど、どうやら泣いているらしかった。

「い、いいから、あなたも早くやりなさいな！」

「はいはい。それじゃー後ろから失礼しますよーっと」

　背後に海原さんが回り込む気配。

　直後、ふに、という仄ほのかな柔らかさが僕の後頭部に優しく触ふれた。

「あはは、ごめんねーちっちゃくて。あんまり気持ち良くないよねー？」

「いや、控えめに言って最高です。芯しんの通った硬かたさと乳特有の優しい柔らかさが両立した貧乳の素晴らしい感かん触しよく……すいません、茶ちや碗わん一杯ぱいの白米をいただけますか？」

「控えめに言ってキモイなお前」

　凜子先生が何か言っていたが、僕は聞こえないふりをした。

（……でも、二人ともちょっとぎこちないな）

　胸の柔らかさは最高だが、ただそれだけだ。おっぱいを押し付けているだけで、色気までは感じない。特に日輪さんは男である僕に萎い縮しゆくしてしまっているせいで、おっぱいの魅力を引き出すことができていない。これではおっぱいがもったいないというものだ。

　もっとこう、押し付けるにしてもおっぱいを軽く揺ゆらすとか、僕の頭をしごくような感じでしてくれるととても興奮できるんだが……まあ、あんまり興奮しすぎるとまたビリビリされるので大人しくしておくとしよう。

　口を閉ざし、目を瞑つぶり、前後のおっぱいに身を委ねる。

　──と。

「はい、そこまで！」

「ぷはっ」

「き、緊きん張ちようしましたわ……」

「あはは。あたしもちょっとドキドキしちゃったかなー」

　開けた視界の中で二人は照れくさそうに頬ほおを朱しゆに染めていた。

「東条。二人の胸の感触はどうだった？」

「マイ枕まくらにしたいなって思いました」

「率直に言ってマジでキモイなお前」

「感想を求められたから答えただけなのに……」

　誠まことに遺い憾かんである。

「まあ、いい。それじゃあぱっぱと次に行くぞ。お前らは早く席に戻もどれー」

「はーい」

「は、はい」

　海原さんは小走りで、そして日輪さんは真っ赤な顔でちらちらこちらを振ふり返りながらゆっくりと席に戻っていった。

　二人が席に着くのを眺ながめていた僕の背中を、凜子先生が勢い良く叩たたく。

「さあ、気張れよ東条。今日は春のおっぱい祭りだ」

「シールを集めたら凜子先生とベッドインできたりしますか？」

「お前のやる気次第で考えてやらなくもない」

「よっしゃあああああああああああ頑張るぜぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!?」

「お前は本当に学習しない男だな……」

　凜子先生の呆あきれ顔は、電撃よりも百倍ぐらい鋭するどく僕の心に突つき刺ささった。




　　　　★★★




　授業でクラスメイトたちのおっぱいにさんざっぱら弄もてあそばれた後、僕は神楽坂さんと共に食堂を訪れていた。ちなみに、春のおっぱい祭りの凜子先生おっぱいキャンペーンには落選してしまったし、授業途と中ちゆうで電気ショックにより意識を失ってしまったのでご褒美はナシにされてしまいました。誠に遺憾である。

「手足の感覚なくなってきた気がする……」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「おう、大丈夫大丈夫！　これでも頑がん丈じようさには自信があるんだ！」

「よく顔をぶつけるということ？」

「いや……あ、うん、そうそう。注意力散さん漫まんだからよく壁かべとかに顔をぶつけるんだよ」

　本当は親から厳しく育てられたからなのだが、純じゆん粋すいな彼女の心を穢けがしたくはないのでとりあえず誤ご魔ま化かしておくことにした。

「まあ、それはさておき、ここ本当に食堂か？　広すぎるっつーか最も早はやどこぞの高級レストランだろ……」

　広さとしては普ふ通つうの体育館レベル。天てん井じようにはシャンデリア、大理石の床ゆかには柔らかな赤い絨じゆう毯たん。値段を想像することすらバカらしい無む駄だに高そうな丸テーブルと椅い子すが所ところ狭せましと並べられている。パンフレットで構図ぐらいは見たことはあるが、やはり実物となるとその威い圧あつ感かんは半はん端ぱじゃない。もうこれ学食というより普通の高級レストランだろ。

「って、どこにもトレイとか見当たらないけど、受付で直接注文すりゃいいのか？」

「注文……？」

　不思議そうに首を傾かしげる神楽坂さん。

　トレイもなく注文もしない。じゃあどうやって食事を選ぶんだ？　──そんなことを考えていると、後ろから何者かに声をかけられた。

「そんなところで何をぼーっと突っ立っているのかしら？」

「あ、さっきの不器用お嬢じよう様」

「だーれが不器用お嬢様ですか誰だれが！　わたくしには日輪花か蓮れんという立派な名前がありますのよ!?」

「そしてあたしは海原海咲でーす。よろしくねー」

　怒ど髪はつ天てんを衝つく日輪さんの後ろからひょこっと顔を出し、ひらひら手を振る海原さん。お嬢様然とした日輪さんとは違ちがい、海原さんは見たところ割と一いつ般ぱん庶しよ民みん寄りのテンションをしているようだ。

「二人も昼飯食べに来たのか？」

「うん。ちょうど昼休みだし、学園内で食事ができるのってここだけだしねー」

「へぇ……」

「それで、どうしてこんなところで突っ立ってるの？　もしかして、食堂での作法が分からない、とか？」

　下から顔を覗のぞき込んでくる海原さんにドキッとしつつも、僕は平静を装って返答する。

「作法っつーか、料理の頼たのみ方が分からなくてな。トレイもないし注文もしないしで、僕が今まで通ってた学校とは勝手が違いすぎる」

「なるほどなるほど。それじゃあせっかくだし、あたしたちがここでの作法についてキミに教えてあげようじゃありませんか。……それとも、ルナルナが教えたかった？」

「海咲の方が適任。私は、説明が下手だから」

「そっかそっか。んじゃまあ、ここで立ち話もなんだし早速移動するとしましょっか。ほらほらー♪」

「ちょっ、危ないから押すなって！」

　海原さんに押されるがまま、近くのテーブルに着く。女子トリオも僕と同じテーブルに着くと、置いてあった紙エプロンを慣れた手つきで襟えり元もとに装着した。

　見よう見まねで彼女たちと同じように紙エプロンをつけつつ、隣となりにいた日輪さんに問いかける。

「えっと……それで、どうやって料理を頼むんだ？」

「注文なんてしませんわ。わたくしたちが動かずとも、スタッフが勝手に料理を運んできますもの」

「僕の知ってる学食と違いすぎる……」

「メニューは完全にシェフにお任せしてるからねー。ちなみに、ここでは基本的にコースのフランス料理が出てくるから、テーブルマナーはしっかりね？」

「お嬢様学校半端ネェっすね」

　庶民と貴族でここまでシステムが違うとかちょっとおかしいと思います。

「東条くん。エプロンが曲がっている」

　お嬢様学校のトンデモ学食スタイルに度ど肝ぎもを抜ぬかれていると、神楽坂さんが隣から僕のエプロンに手を伸のばしてきた。

「……ん、これで良い」

「お、おう……」

　なんだか母親に躾しつけられているようで落ち着かない。というか神楽坂さんのバブみやばくない？　言葉足らずなのに気き遣づかいはしっかりとできていて、おまけにボディタッチも厭いとわないその姿勢……とてもやばいと思います。やばい（語ご彙い力）。

　でもそんな気持ちを口に出す訳にもいかないので、僕はとりあえずお礼の言葉のみを返すことにした。

「あ、ありがとう、神楽坂さ──」

「ルナルナ、なんだかお母さんみたいだねー」

「──分かる」

「……え？」

　分かる、じゃねえんだよバカ野や郎ろう。

　目を見開いて驚おどろく神楽坂さんに僕は慌あわてて弁明を開始する。

「ち、違ちがっ……今のは海原さんにつられて……ッ！」

「おやおやぁ？　出会ったばかりのクラスメイトに責任転てん嫁かとか肝きもが据すわってるねー東条くん。でも、自分の気持ちに嘘うそを吐つくのは感心しないにゃあ」

「う、嘘なんて吐いてねえし！」

「ルナルナの母性に負けそうになってたくせにー」

「は？　負けてないが？」

「花蓮。二人は何を話しているの？」

「聞くに値しないバカ話ですから気にしなくて良いですわ」

「？？？」

　流れるようにバカ扱あつかいされていた。転入してきたばかりなのにこの扱いの酷ひどさは如何いかがなものだろうか。

「まさか、これがカルチャーギャップ……ッ!?」

「わたくしたちからしてみればあなたの存在自体がカルチャーギャップ案件なのですけれど」

「庶民の、しかも同年代の男の人なんてこの学園にはいないからねー」

「外に出た時に見かけるぐらい」

「男性教師とかいたりしねえの？」

「あなたと理事長以外は全員女性のはずですわ」

「もしかして魅み了りよう体質って女の人にしか宿らなかったりすんの？」

「そんなことはありませんわ。事実、理事長も魅了体質所有者ですし」

「魅了体質を持つ男性のみが集められた学園もあるらしいしねー」

「男でも持ってる人いんのかー。僕にもいきなり発現したりしねえかな、魅了体質」

「あたしとしてはあんまりオススメはしないけどなあ」

「え、どうしてだ？　他人を簡単に魅了できる能力とか最強じゃね？」

「うーん、どう説明したらいいかなぁ……レンレン、パス！」

「自分で始めた話題なのですから最後まで責任持ちなさいな……」

　ったく、と日輪さんは悪態を吐きつつ、海原さんから受けたパスを処理していく。

「まず大前提として、この体質はそう簡単に扱えるものではありません。完全に掌しよう握あくするのに十年……いえ、下手をすれば二十年もかかってしまうとてもリスキーな体質なのですわ」

「だからあたしたちは教育課程で魅了体質の掌握法を学んでる訳だしねー」

「そういえば理事長から似たようなこと言われた気がするわ……」

　この学園は魅了体質の扱い方を学ぶための場所である──少し言葉は違うかもしれないが、理事長は昨日、確かにそんなことを言っていた。

　日輪さんは髪かみを弄いじりながら、

「魅了体質を掌握するには、異性の誘ゆう惑わく術のマスターが必要不可欠。銃じゆうを持っていても撃うち方が分からなくては暴発させるだけ、と言えば庶民であるあなたにも伝わりますかしら？」

「魅了体質が銃じゆう弾だんで、誘惑術が銃ってことか？」

　僕の言葉に日輪さんは無言で頷うなずいた。

　なるほどなるほど。今の説明でなんとなく分かった気がする。……しかし、その理論でいくなら、誘惑術の成績が壊かい滅めつ的な神楽坂さんは魅了体質をほぼ扱えていないってことになるのでは……？

　思わず神楽坂さんの方を見てしまうが、そんな僕の視線に気づいた彼女は表情を少し曇くもらせると、

「……私は落ちこぼれだから、体質を全まつたく掌握できていない」

「エロが理解できないという点も理由の一つではありますが、あなたの場合はそれだけが問題ではないでしょう？」

「どういうことだ？」

「…………」

　神楽坂さんの表情が更さらに曇ってしまった。どうやらあまり触ふれられたくない話題のようだ。

「お嬢様方。本日の昼食をお持ちいたしました」

　──と、会話の流れがちょうど止まった頃ころ合あいで、食堂のスタッフが僕たちのいるテーブルに料理を運んできた。

　僕はこれ好機とわざとらしく咳せき払ばらいしつつ、神楽坂さんに笑みを向ける。

「まあ、料理も来たことだしその話についてはまた今度にしようぜ。つーか、神楽坂さんが話したくなったらで良いよ。人の過去とか悩なやみに自ら率先して首を突つっ込こむような趣しゆ味みはないし」

「……そうですわね。料理が冷めてしまってもいけませんし、無む駄だ話はここまでにしておきましょう」

「うんうん。早く食べないと午後の授業に遅おくれちゃうしねー」

「……ありがとう」

　僕の気遣いを悟さとったのか、日輪さんと海原さんもフォローを入れてくれていた。友達想いの良いお嬢様方じゃあありませんか。尊いってのはこういうことを言うんだって僕は知ってますよ、ええ（ろくろを回しながら）。

　まあ、それはともかく待ちに待った昼食である。スタッフの皆みなさんがテーブルに置いて行ったのは、トマトとかキャベツとかが盛り付けられた……多分サラダだと思う。それっぽい名前があるのかもしれないが、野菜ばっかりだしサラダってことで良いだろう。大事なのは名前じゃなくて味だ味。

「コース料理って言ってたし、美味おいしい肉料理とかが後から運ばれてくるんだろうなあ」

「残念ですが、我が校の食堂にアントレはありませんわよ？」

「あんと……何だって？」

「アントレ。肉料理のこと。前菜はオードブル、魚料理はポワソン、口直しはソルベ、デザートはデセール、コーヒーと小菓が子しはカフェ・プティフールと言う」

「へぇ……」

「ちなみに、これがもっと格式高いものになると突き出しアミユーズと生野菜サラダ、そしてチーズ等が追加されるよー」

「……カタカナがたくさんで頭痛くなってきたわ」

　軽い眩暈めまいを覚えながらも、とりあえずフォークを手に取──日輪さんに左手を叩たたかれた。

「あだっ」

「カトラリーの扱いがなっておりませんわね。はぁ……今までどうやって食事をしてきたんですの？」

「いや普ふ通つうに食器を使ってだけど……こんな感じで」

　サラダの入った器を左手で持ち上げ、トマトをフォークで突き刺さす。

　次は肩かたを叩かれた。

「お皿を!!!!!!　持ち上げるんじゃ!!!!!!　ねえですわよ!!!!!!」

「え、ダメなの!?　茶ちや碗わんは持ち上げるのに!?」

「フランス料理でお皿を持ち上げるのはマナー違い反はんですわーっ！」

「れ、レンレン。怒おこる気持ちは分かるけど、他の人の迷めい惑わくになるから……ね？」

「…………チッ」

　吐き捨すてるように舌打ちされた後、路傍のゴミでも見るかのように冷たく残ざん酷こくな目で見下ろされました。どうでも良いけど食事中に舌打ちするのはマナー違反じゃあないのだろうか。いや、させたの僕なんだけども。

「東条くんは私たちと違ちがって庶民の出だから、マナーがなっていなくても仕方がない」

「仕方なくなどありませんわ。出生がどうであれ、今はこの学園の生徒の一人。形だけでも我々の仲間入りをしているのですから、それ相応のマナーを身に着けてもらわないと困りますわ！」

「じゃあレンレンが手取り足取り教えてあげたらいいんじゃなーい？」

「て、手取り足取り……ッ!?　そ、そんな破は廉れん恥ちな……」

「僕が言うのもなんだけど、あんな授業受けてるくせに破廉恥とか今いま更さらじゃね？」

「Screw you!!!!（くたばれ!!!!）」

「おうこれでも簡単な英語ぐらい分かるんだからな！」

　美少女から面と向かって「くたばれ」って言われたのは生まれて初めてかもしれない。でも少しゾクゾクしました。我ながら度し難がたいね。

　日輪さんはナイフとフォーク──カトラリーって呼ぶんだっけ？──を食器の上に置くと、

「仕方がありませんわね……今回だけですわよ？」

「あざっす！　お願いしゃーっす！」

「……まずそのナメた態度を何とかしなさいな」

「よろしくお願い致いたしますわ、日輪花蓮様。おほほ」

「…………寒気がしたので元の態度に戻もどしてくださる？」

「ちょおーっとワガママが過ぎるんじゃないですかねお嬢じよう様！」

「あはは。どっちもどっちじゃないかなー……」

　視界の端はしで海原さんが何かを言っていたが華か麗れいにスルー。

　日輪さんは呆あきれの溜ため息いきを洩もらしつつ、僕の腕うでにそっと手を添そえる。

「まずはカトラリーの持ち方から。右手でナイフを、左手でフォークを持つようにしてくださいな」

「こうか？」

「ええ。そして料理を食べる時はなるべく音を立てないように。力を入れると音が鳴りやすくなりますから、手に引っ掛かけるように持つよう心掛がけること」

「手に引っ掛けるように……」

「肘ひじが上がり過ぎていますわ。もっとこう……脇わきを締しめるように……」

　後ろから身を乗り出し、僕の腕を動かす日輪さん。それだけならまだ良いのだが、彼女が動く度に持ち前の爆ばく乳にゆうが背中に押し付けられるので、全く集中できないでいたりする。教えられた情報が右から左に抜ぬけていくというか、頭の中が『日輪さんの爆乳柔やわらかくて気持ちいい』でいっぱいになってしまってるので、新しい情報の入る余地がないというか……要するに、わたくしかなりテンパっております。

　どうしよう。「おっぱい当たってるからもう少し離はなれて」と言うべきだろうか。でもぶっちゃけこの状じよう況きようは控ひかえめに言って最高だし……役得ってことでこのまま爆乳を堪たん能のうしても罰ばちは当たらないんじゃないだろうか……いやでも、黙だまってたことがバレたらその後が怖こわそうだし……。

「いっそのこと開き直るとか……」

「……わたくしの授業中に独り言とは随ずい分ぶんとナメられたものですわね」

「ち、違う！　これはさっきからあんたの爆乳が背中に当たってて落ち着かないせいで……確かに意識の八割ぐらいは背中に集中してるけど……」

「背中に……ッッッ!?」

　シュババッ！　と光の如ごとき速さで日輪さんが飛び退のいた。

「な、なななななななななーっ!?」

「授業中に僕の顔を胸で挟はさんでた人が、胸が背中と密着してた程度で何を今更」

「授業は授業、今は今ですわ！　ううう、わたくしとしたことがこのような失態を……」

　後ろを振ふり返ると、真っ赤になった顔を両手で隠かくそうとする日輪さんの姿があった。昨日の神楽坂さんとのエロ育成でも少し触れたが、やっぱり照れる女の子って超ちようエロいですなあ。

　日輪さんの羞しゆう恥ち顔をニコニコ笑顔で眺ながめていると、僕たちのやり取りをずっと眺めていた海原さんがニヤニヤしながら日輪さんをからかい始めた。

「えぇー？　なになにぃー？　もしかしてレンレン照れてるの～？」

「は、はぁーっ!?　はぁーっ!?　わ、わたくしが照れる!?　こんなどこの馬の骨とも知れない庶しよ民みん相手に!?」

「東条瑞みず希きですよろしくお願いします」

「あ、有っっっり得ませんわ！　こんなとぼけた顔の庶民のどこに照れろと!?　冗じよう談だんにしても全っっっ然面白くありませんわね！」

「照れ隠しのために全力で貶けなされてるんだけどこれって泣いてもいいヤツ？」

「そこの庶民！　うるさいですわよ！」

「ついには身分差別ですか」

　その内マグルとか呼ばれ始めるんじゃないだろうか。ただの照れ隠しだって気づいてるから別に良いんですけど。

　真っ赤なお顔の日輪さんは自分の席にズカズカ戻ると、

「もうわたくしからは何も教えませんわ！　ですが誤ったテーブルマナーを見せやがったら絶対に許しませんの！」

「暴君かよ」

「しょうがないなあ。じゃあ、初心うぶなレンレンの代わりにあたしが教えてあげよう」

　海原さんは席から立ち上がると、先ほどの日輪さんと同様に僕の手を後ろから掴つかんだ。

「って、なんか強引に身体からだ押し付けてきてない!?」

「あたしって胸が小さいからこうでもしないと当てられないんだよねー」

「もしもし海原さん？　目的が変わりまくっておりませぬか？」

「気のせいじゃないかなー。えいえい」

「ぐ、ぐぐぐぐ耐たえろ僕の理性……ちっぱいに負けるな……っ！」

「あはは。東条くんってほんと面白いなー」

「…………」

「流る南な？　気分でも悪いんですの？」

「……何でもない」




　　　　★★★




　怒ど濤とうのテーブルマナー大戦から数時間が経過した、つまりは放課後。

　僕は屋上で神楽坂さんに壁かべドンされていた。

「……あの、神楽坂さん？　お聞きしますが、これはいったいどういう意図があっての行動なんでしょうか……？」

　動どう揺ようのあまり露ろ骨こつな敬語キャラになってしまっている僕を至近距きよ離りから見つめながら、神楽坂さんは首を傾かしげる。

「エロ育成をしてほしい」

「……エロ育成と壁ドンに何の関係が？」

「東条くんにものを頼たのむ時はこうすると良いって鈴すず蘭らんが言っていた」

「随分とひん曲がった知識を植え付けられてしまったようで」

　あのエロメイド、自分のご主人様に何教えてんだ。でもグッジョブです。今度お礼でも言っておくとしよう。

　神楽坂さんの壁ドンドリームからするりと抜け出し、吐と息いきを洩らす。

「で、エロ育成してほしい、だっけ？　するのは構わないけど、どこでやるんだ？」

「ここで」

「…………Say that once more please.（もう一度言ってください）」

「Please here.（ここでお願いします）」

　小こ粋いきに英語で返された。

「いやいやいや……ちょっと待ってくれよ。いくらほとんど人がいない屋上だからといっても、ここは一応校内なんだぞ？　誰だれか来るかもしれないし、下から誰かに見られるかもしれないし……考え直した方がいいと思うんだけど」

「今すぐエロ育成してほしい。……ダメ？」

「……………………ダメじゃないですぅ」

　男・東条瑞希、美少女の上うわ目め遣づかいに完全敗北。でもしょうがないよね。だって美少女の上目遣いだよ？　こんなの負けるなって方が無理な話っすよアハハ。

「うーん、でも、やっぱり他の人に見られたらと思うとなぁ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。こんなこともあろうかと、鈴蘭からアイテムを借りてきた」

　そう言って神楽坂さんが胸元から取り出したのは、やけにメカメカしい謎なぞの球体だった。

「え、何これ」

「ステルス空間発生器。半径三十メートルの範はん囲い内にある物体を透とう明めいにして、周囲から見えなくする」

「いきなりＳＦ染みた超高度技術が出てきて僕は驚おどろきを隠せませんよ」

　電でん撃げきを放つマイクロチップも大たい概がいだけど、このステルス空間発生器とかいう得体のしれない機械よりはまだ理解が及およぶ範囲の発明だと思う。

「……もしかして信じていない？」

「生あい憎にくとこういうトンデモ兵器とは縁えん遠どおい生活をしてきたもので……」

「この学校の卒業生はみんな持ってるって鈴蘭は言ってた」

「やめて！　なんか社会の闇やみが見えてきそうだからそれ以上は何も言わないで！」

　理事長からも「この学校は社会を裏側からうんちゃらかんちゃら」とか言われた気がするが、きっと聞き間ま違ちがいなので華麗に記き憶おく喪そう失しつ。

「そこで見ていて」

　神楽坂さんは後ろに数歩下がると、ステルス空間発生器とやらを操作し、足元に置いた。

　数秒後、彼女の姿が僕の視界から消失した。

「うおっ!?」

「見えなくなった？」

「すげえ！　なにこれどういう仕組み!?　本当に見えなくなりやがった！」

「対象を設定すれば、最大十個までの物体を透明にできる。だから、こうすれば……」

　ステルス空間発生器が独りでに浮うかび上がった──のではなく、ステルス状態の神楽坂さんが持ち上げたのだろう。傍はたから見るとかなり異常な光景だ。

　キーボードを叩たたくような音が数秒続いた後、再びステルス空間発生器が地面に置かれた。

　直後、さっきまで透明だった神楽坂さんが目の前に現れた。

「これで東条くんも透明になったはず」

「……自分じゃ透明になってるかどうかなんて分からねえから全然感動できねえぇぇ」

　透明になれていなかったらどうしよう、という不安がどうしても拭ぬぐえない。でも、まあ、神楽坂さんが大丈夫と言ってるし本当に大丈夫なんだろう。超技術初心者である僕が気にしたってしょうがない。

「でも、なるべく端はじっこに移動しよう？　いくら透明になってるからって屋上のど真ん中でエロ育成するのは僕の理性が耐えられん」

「私は別に構わないけど、君がそうしたいならそうする」

　良かった……ここでさっきみたいに押し切られてたら死を覚かく悟ごするところだった。

　神楽坂さんとステルス発生器を連れ、屋上端にある貯ちよ水すい槽そうの陰かげへと移動。もし機械の故障か何かでステルスが解除されてもここなら隠れることができるはずだ。

「で、エロ育成についてだけど……いきなりすぎてテーマがまだ決まってないから、電子書しよ籍せきの中からそれっぽいのを参考にするとしますかね……」

　制服のポケットからスマホを取り出し、某ぼう成人向け電子書籍アプリを起動する。え、学生なのにそんなアプリを使っていいのかって？　──バレなきゃ犯罪じゃないんですよ。

「うーん……せっかく屋上にいるんだし、学校ものを参考にしたいけど……」

　シュッシュシュッシュとページをスワイプしまくる──と。

「これ……」

「ん？」

　一いつ緒しよにスマホを覗のぞき込んでいた神楽坂さんの口から呟つぶやきが洩もれる。彼女が反応した画面には、屋上でこれからコトを始めようとする制服姿の男女の姿が。

「これが気になるのか？」

「男の人が女の人の服を脱ぬがせようとしているけど、こういうのがエロいの？」

「あー……それは昨日の話と関連してるけど、イイ年して自分以外の人に服を脱がされることは一いつ般ぱん的にはとても恥はずかしいことなんだ。で、その恥ずかしさに震ふるえる女性の姿に僕たち男はエロさとか背徳感を覚え、結果的に大興奮してしまう訳なんだな、うん」

「メイドたちに着付けてもらうのとは違ちがうの？」

「うーん……説明は難しいんだが、好きな人に服を脱がされるのは着付けと違ってすげえ恥ずかしいものなんだ」

「よく分からないけど、君がえっちだと思うなら教えてほしい」

「校内で裸はだかになることへの抵てい抗こうはないのか……」

「この漫まん画がでも屋上で裸になっているから何も問題はない」

「アッハイ」

　今日の神楽坂さんはやけにぐいぐい来るな……何かあったんだろうか。

　神楽坂さんは僕の顔を上目遣いで覗き込みながら、

「じゃあ、お願い」

「……そっか。僕が脱がせる役になるのか……いや、でも、僕が手を出す訳には……」

　状じよう況きようを再認識し、つい逡しゆん巡じゆんしてしまう。

「何を躊躇ためらっているの？」

「い、いや、ほら、いくらエロ育成っつっても僕が同級生の女の子に触ふれるのはちょっと倫りん理り的にまずいじゃないっすか……」

「……海咲に触れられるのは良いのに、私に触れるのはダメなの？」

　神楽坂さんは不服そうに頬ほおを膨ふくらませる。え、何この可愛かわいい反応。ちょっと予想外なんですけど。

「これは私が頼んだことだから、何も遠えん慮りよすることはない。それとも、私に触さわりたくない理由でもあるの？」

「そ、そういう訳じゃねえけど……」

「……君になら、触られても大丈夫。私は君を信用しているから」

「…………はぁ。分かった。そこまで言われて引き下がったとあっちゃあ男が廃すたるってもんだ。いいぜ。もう躊躇ったりせず、僕にできることを全力でやらせてもらう」

「ん、ありがとう」

「つー訳で、早速脱がせていくぞ」

「どうぞ」

　両手を広げ、どどんと構える神楽坂さん。

「……昨日も言ったけど、堂々とされると逆に萎なえちまうから普ふ通つうにしててくれ……」

「……ごめんなさい」

　神楽坂さんは後ろで手を組み、気まずそうに俯うつむいた。

　気を取り直して、そろそろ本日のエロ育成を始めるとしよう。

「じゃあ、いくぞ……」

「ん」

　突つき出された胸元のリボンを両手で摘つまみ、ゆっくり解く。緩ゆるんだ襟えり元もとから白磁のような肌はだが垣かい間ま見みえ、僕は思わず唾つばを飲み込んだ。

「…………」

　左手でブレザーのボタンを開きつつ、もう片方の手でワイシャツのボタンを上から順に外していく。校内で美少女を脱がせるというシチュエーションに自分がめちゃくちゃ興奮するのが分かった。

　そして体感時間五分ほど。手が震えていたせいで少し時間がかかってしまったが、彼女の上着のボタンを全て外すことに成功した。

　引き締しまった腹部と、ブラジャーから溢あふれそうな巨きよ乳にゆうが現れ、僕の理性を大きく揺ゆらがせた。

「東条くん、顔が真っ赤……興奮、してくれているの……？」

　僕の頬に手を添そえながら、神楽坂さんは吐と息いきを洩らす。

　言葉にすると恥ずかしさのあまり手が止まってしまうので、僕は頷うなずきだけを返した。

「次はブラを脱がせるぞ」

「う、うん……」

　密着しすぎるあまり彼女のスカートのホックが緩み、太もものあたりまでズレ落ちていたが、あえて見なかったことにした。年ねん齢れい不相応の大だい胆たんなパンティやキュッと締まった脚あしの付け根なんて僕は見ていない。

　シャツの中に手を差し込み、彼女の背中に手を回す。……柔やわらかな花の香かおりに頭がくらくらするせいで、上手くホックが見つけられない。わざとではないが、ついつい指が彼女の背中に触れてしまう。

「ひゃっ……」

「ご、ごめん！」

「だ、大丈夫。少し、くすぐったいだけ」

　興奮しているのか、神楽坂さんの口から熱い吐息が洩れる。

　そうこうしている内にようやくホックを見つけた僕は大きく深呼吸した後、意を決してブラという名の拘こう束そく具を解除する。

　直後。

　解き放たれた彼女の巨乳がぶるるんっと大きく揺れた。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!?」

　電撃が僕の身体からだを勢いよく焼き尽つくした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「き、気にすんな。何の支障もない……」

　膝ひざを折らない自分を褒ほめてやりたかった。

　彼女をエロ育成すると決めた以上、たかが電撃程度で手を止める訳にはいかない。それは彼女からの期待を裏切ってしまうことになる。

「続けるぞ……」

「（こくり）」

　頬を紅潮させ、荒あらい呼吸を繰くり返す神楽坂さん。乱暴されたかのように衣服は乱れ、涙なみだ目めで僕の顔を見つめてきている。

　──エロい──

　最低だとは分かっているが、素直にそう思ってしまった。

「東条、くん……？」

「ご、ごめん。あまりのエロさについ見み惚とれちまってた」

「そんなに、えっちなの……？」

「お、おう。最高にエロいよ」

「なら、写真を撮とってくれる？」

「……はい？」

　この子はいったい何を言っているのか。

　思わず間ま抜ぬけな声を零こぼしてしまう僕に、神楽坂さんは上うわ目め遣づかいを向ける。

「東条くんが興奮してくれている今の自分を、今後の参考にしたい。だから、写真を撮ってほしい。……ダメ、かな？」

「そ、そういうことなら……」

　きっと、今の僕は正常な状態じゃあない。

　だから、求められるがままに、スマホのシャッターを切った。

　パシャリ、という機械音の直後、事後にしか見えない神楽坂さんの痴ち態たいが画面に映し出され──




　──ガチャッ。




「「ッ!?」」

「流南ー？　庶しよ民みんー？　いたら返事してくださいなー」

「レンレン、どーう？　ルナルナたちいたー？」

「いえ。どこにも見当たりませんわね」

（う、海原さんと日輪さん!?　どうしてここに!?）

　二人が姿を現した瞬しゆん間かん、僕は自分たちが透とう明めいになっていることも忘れ、神楽坂さんと共に貯水槽の奥へと身を隠かくした。

「おっかしいなー。ここにならいると思ったんだけどなー」

「もう帰ったのではなくって？」

「えー。でも下げ駄た箱ばこに靴くつ置きっぱなしになってたよー？」

「……淑しゆく女じよが他人の下駄箱を確認するとか……」

「まあまあ、そう責めないでよー。そもそも二人をお茶会に誘さそおうって言い出したのはレンレンなんだしさー」

「それとこれとは関係ないのでは？」

　なるほど、僕たちを探していたらここに辿たどり着いてしまったのか。それは少し悪いことをした気がするな。

（とは言っても）

　ちら、と隣となりの神楽坂さんに視線をやる。

　ブレザーとワイシャツは見るも無む惨ざんに開け、スカートも膝ひざ下したまでずり落ちている。ブラジャーに至ってはあと数センチでもズレれば先せん端たんが露あらわになってしまうことだろう。ほぼ半はん裸ら状態の彼女の頬は朱しゆに染まっていて、羞しゆう恥ちと興奮でおかしくなっているのかさっきからずっと艶つやっぽい吐息を洩らしている。おまけに狭せまい所に身を隠しているせいで、さっきから彼女の柔らかなおっぱいが僕の胸板に押し付けられていてとてもとても落ち着かない。

（こんな状態で姿を現す訳にもいかねえしなぁ……）

　神楽坂さんの如い何かにも『情事に耽ふけってました』的スタイルがどうにかならないと無理。そしてこの密着度のせいでいきり立ってしまっている僕のマグナムが収まらない限りは誰だれの前にも姿を現せない。神楽坂さんの方は「風か邪ぜ」とかで誤ご魔ま化かせるとしても、僕の方はそうはいかない。この学園のお嬢じよう様方は授業で男の子の状態についても勉強しているだろうから、下手な言い訳は通用しないだろう。

　という訳で、かくれんぼの続行が決定。僕は息を潜ひそめつつ、むぎゅーっと押し付けられたおっぱいの感かん触しよくから必死に意識を逸そらす。

「はぁ……んっ……やぅ……はぁ……はぁ……」

　もにゅもにゅ。

「……………………」

　いや、やっぱり無理だわこれ。意識を逸らすどころか、気付けばおっぱいの感触に意識の全てを集中させちまってるわ。

（せめて胸が制服で隠れていてくれたらここまで意識することはなかった──いやむしろそっちの方がエロくねえ？　服の下で大きく歪ゆがむ巨乳なんてその存在だけでご飯十杯ぱいはいけるだろって僕は何を考えてんだでもそんなことよりおっぱい……ッッ！）

　あ、これはまずいかもしれない。おっぱいの魔ま力りよくでまともな思考ができなくなってきているし、こんな状態が続けばまた盛大に電気ショックを食らって華か麗れいに気絶してしまうかもしれない。いくら姿が消えているといっても、流石さすがに電でん撃げきが放たれれば二人に存在を気付かれてしまうだろう。

　というか、まず何よりも僕の自じ慢まんのマグナムが危ない。今は神楽坂さんに触れないように腰こしを全力で引いているが、ふとした拍ひよう子しでその寸止めが破られてしまう恐おそれがある。

　物理的な死か、社会的な死か。

　どちらにせよこのままでは死は免まぬかれないので、二人にはできれば早急に屋上から出て行ってほしい。

「ん、はぁ……くる、しぃ……」

（煩ぼん悩のう退散煩悩退散臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん黄昏たそがれよりも昏くらきもの血の流れより紅あかきもの──）

　神楽坂さんの嬌きよう声せいとおっぱいの母性力から理性を守るべく呪じゆ文もんを唱え始めた──まさにその時、

「仕方がありませんわね。今日のところは諦あきらめるとしましょう」

「そだねー。じゃ、教室に荷物を取りに行ったら二人でお茶会としゃれこもっかー」

「……あなたは来ますのね」

「もっちろん。せっかく誘ってもらったんだからちゃんと参加しないとでしょ？」

「……ふふっ。あなたのそういうところは嫌きらいではありませんわ」

「あ、ツンデレンレンがデレた」

「だ、誰がツンデレンレンですか誰が！　この、せっかく褒めてあげたのにこの子ったら本当にもう……ぶつぶつ……」

　二人は漫まん才ざいを繰り広げながら校舎の中へと戻もどっていった。

　直後、僕たちは雪崩なだれのように貯ちよ水すい槽そうの陰かげから飛び出した。

「ぶはっ！　あ、危なかった……いろんな意味で死ぬところだった……」

「うん……」

　僕の悲痛な呟つぶやきに同意を示した神楽坂さんだが、蕩とろけた顔でぼーっと空を眺ながめていた。

「だ、大丈夫か？　やっぱり苦しかったか……？」

「少しだけ。……だけど、凄すごくドキドキした」

　恍こう惚こつとした表情を浮うかべる神楽坂さんから素早く目を逸らす。もうこれ魅み了りよう体質要らなくね、と思わないでもないのだが、そう簡単な話じゃあないんだろう。

　まあ、それはともかくとして。

「とりあえず、電撃を何とかしないと、このままじゃ身が持たないぞ……」

　衣服の乱れた神楽坂さんに自分のブレザーを羽織らせつつ、僕は溜ため息いきを零こぼすのだった。




　　　　★★★




「むぅ。海咲ったら、せっかくのお茶会なのに先生からの頼たのまれ事を二つ返事で受けてしまうだなんて……お人好しにもほどがありますわ……」

　正門近くの庭園にて。

　日輪花蓮は溜息を零しながら、ベンチの上で足をプラプラさせていた。

「むー……暇ひまですわー超ちよう暇ですわー。海咲。早く帰ってくるのですわー。うーあー」

　普ふ段だんよりも砕くだけた口調で駄だ々だを捏こねる花蓮お嬢様。どうやら見た目に反し、子供っぽい一面もあるらしい。

　と。

　彼女のぼんやりとした視界の端はし、正確に言うと校舎の昇降口からやけに見覚えのある二人組が飛び出してきた。

「むむむ？　あれは流南と庶民では!?　あんなに探し回って影かげも形も掴つかめませんでしたのに、まさか校内にまだ残っていただなんて!?」

　驚おどろきのあまりツインテールが逆立つが、そんな大げさなリアクションを取っている場合ではない。今日のお茶会にあの二人を誘わなくては──

「──って早ァッ!?　な、何ですのあの速度!?　ちょっ、待っ……」

　慌あわててベンチから立ち上がって後を追いかけようとするが、数歩進んだ頃ころには二人はすでに正門の外まで走り抜ぬけ、停まっていたリムジンに乗ろうとしていた。

「ぜ、ぜぇ……ぜぇ……あ、もうコレ無理ですわね……流石のわたくしでも追いつけませんわねコレ……」

　思い立ったら急停止。

　乱れた衣服を整えつつ、華麗に直立。日輪家次期当主は何時いつ如い何かなる時でも華麗さを失ってはいけないのだ。

「……はぁ。また空でも見上げながら海咲の帰りを待つとしましょうか……あら？」

　ベンチに戻るべく後ろを振ふり返ろうとしたまさにその瞬間、昇降口から正門までの道に何かが落ちているのを発見した。

　小走りで近づき覗のぞき込む。それは黒くろ塗ぬりのスマートフォンだった。

「誰かが落としたのかしら……」

　人の物を勝手に触さわるのはマナー違い反はんだが、中身を確認しないことには持ち主の情報が分からない。持ち主に形だけ謝罪しつつ、花蓮はスマホを起動した。

「ロックすら掛かかっていないとは不用心な……ええと、待ち受け画面はデフォルトのままっと……」

　慣れた手つきでスマホを操作し、とりあえず情報源となりそうなアルバムファイルを開く。彼女は生きつ粋すいのお嬢様だが、同時に現代人でもあるのでスマホの扱あつかいにはとても長たけているのだ。

　開いたアルバムファイルには一〇〇枚近くの写真が保存されていた。

　その中でまず花蓮の目についたのは、一番上にある一枚の写真だった。

「これは……流南と庶民……？　というか、どうして流南は裸はだかなんですの……？」

　服のほとんどを脱ぬがされた親友と、照れつつも彼女の首筋に舌を這はわせる転入生。

　予想だにしなかった写真の登場に、花蓮はただただ呆ぼう然ぜんとするしかなくなっていた。
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　屋上でのエロ育成から数日後。

　僕は教室の自席で静かに涙なみだを流していた。


「我がスマホ

　君を探して

　幾いく星せい霜そう

　───みずき、涙の俳句……ううう」



「鈴すず蘭らんたちにも探してもらっている。だから泣かないで」

「うう、神楽かぐら坂ざかさぁん……」

　頭を撫なでてくれる優しい女神に涙目で縋すがり付く。

　数日前の屋上エロ育成の時までは確かに持っていたはずなのだ。だって、あの時は脱だつ衣い状態の艶なまめかしい神楽坂さんの姿を写真に収めていたのだから。

「鞄かばんの中にも入ってなかったし、職員室にも届いてなかった……向かいのホーム、路地裏の窓、こんなとこにいるはずもないのに……」

「新しく買い換かえたら？」

「誰だれかに中身を見られたらマジでその場で首を吊つれる案件だからそういう訳にもいかんのだよマドモワゼル」

　僕のエロ画像コレクションについてはまあ良い。年とし頃ごろの男子ってことでなんとかごり押せないこともない。

　だが、この前撮とった神楽坂さんのエロ写真の方はまずい。とにかくまずい。もし何かの間ま違ちがいであの写真がネットに出回っちまったら……神楽坂さんの心に一生消えない傷を与あたえてしまいかねない。

「何としてでも見つけねば……」

　頭を抱かかえてうごうご唸うなっていると、午前の授業開始五分前を知らせるチャイムが鳴り響ひびいた。

「花を摘つんでくる」

「あい。いってらっしゃーい」

　小走りで教室から出ていく神楽坂さんを見送りつつ、手をぷらぷら力なく振る。

「はぁ……ＧＰＳとかで追つい跡せきできねえかなぁ……」

「庶しよ民みん。少し良いかしら？」

「ふぁい？」

　突とつ然ぜんの呼びかけに顔を上げると、爆ばく乳にゆうツインテお嬢じよう様こと日ひの輪わ花か蓮れんさんが仁王立ちしていた。

「朝からどうしたんすか日輪さん。つーか庶民って呼び方いい加減やめてくれません？」

「庶民は庶民でしょう？　何か違ちがって？」

「いやまあ別に間違っちゃいねえんだけど……」

　これは言ったところで無む駄だなヤツですね。別に悪意は感じられないし、彼女なりにこれがしっくりくる呼び方なんだろう。美少女がそう選せん択たくしたならば僕としては異論はありません。美少女は正義、この世の真理だね。

「まあいいや。それで、僕に何か用か？」

「今日のお昼休み。図書館まで顔を貸しなさい」

「……え、なになにもしかして愛の告白？　でもごめん……確かにあんたは魅み力りよく的ではあるけど、後々衝しよう突とつが生まれるかもだから、付き合うならもっとお互たがいのことを知ってからにした方が……」

「ちっっっっっっっがいますわよ!!!!　勝手な勘かん違ちがいで失しつ恋れんさせようとしてくるのやめてくださる!?」

「チッ、何だ違うのか。人生初の告白かと思ってちょっと期待したのに」

「……というか、あなたが相手のことを結構考えていたという事実にわたくしは驚きを隠かくせないのですけれど。庶民のくせに」

「それちょっと無礼が過ぎない？」

　庶民だからこそ相手のことをちゃんと考えるものなのだ。つーか何も知らない相手と付き合えるかってんだ。

「で、何で図書館？　今ここでじゃできない感じの内ない緒しよ話ばなしとか？」

「……そうですわね。誰にも聞かれたくないので、できれば人目のない所が望ましいですわね」

　真しん剣けんな顔で日輪さんは言う。

「おっけー、分かった。そういうことなら問題ねえよ。昼休みに図書館に行けばいいんだっけ？」

「ええ。……逃にげたらあなたのアレを千ち切ぎって差し上げますから、必ず来てくださいな☆」

　アレが何を指すのかは分からないが、彼女の微笑がとても怖こわかったので首が引き千切れんばかりの勢いで何度も頷うなずきを返した。
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　たくさんのおっぱいに挟はさまれたり文字通り尻しりに敷しかれたり首筋を舐なめられたりと割かし楽し……もとい波乱に満ちた午前授業を乗り越こえた後、日輪さんに言われたとおり、校内の図書館へとやってきていた。

「いやこれもう図書館っていうより家だろ……」

　目の前に聳そびえ立つ巨きよ大だいな建造物を見上げながら、呆ほうけたように溜ため息いきを洩もらす。……というか、あまりにも圧あつ倒とう的過ぎて溜息以外何も出てこなかった。

「こういうのを見るとやっぱり住む世界が違うって思うよなぁ」

　まあ、今の僕はそっち側の人間なんだけども。

「っとと、いけね。早く行かないと日輪さんにどやされちまう」

　庶民のくせに貴族であるわたくしからの誘さそいに遅おくれるとは何事ですの!?　とか言われかねない。いや、ただの想像ですけどね。でもあの人、結構そういうこと言いそうじゃないですか。高飛車だし。

　やけに豪ごう奢しやな扉とびらを潜くぐり、新天地へと足を踏ふみ入れる。

「うわっ、すっげ……」

　一いつ瞬しゆん、異世界に迷い込んだのではないかという錯さつ覚かくに陥おちいった。

　上から下まで本、本、本。世界中の書しよ籍せきがすべて収められていると言っても過言じゃあないほどの蔵書量に、ついつい目が眩くらみそうになる。

「ハリー○ッターかよ……」

「この程度で間ま抜ぬけに開口して吃驚びつくり仰ぎよう天てんするだなんて、庶民は本当に見ていて飽あきませんわね」

「あ、日輪さんじゃん。ちっすちっす」

「ち、ちっす……？」

　躊躇ためらいつつも僕を真似して手て刀がたなを切る日輪さん。やっぱり良い人だよな日輪さん。口はかなり悪いけど悪意は感じられないし、本当に思ったことを口にしているだけなんだろう。隠し事ができないタイプなんだと思う。

「この図書館マジですげえな。漫まん画がとかも置いてあったりすんのかな」

「そんなもの置いてある訳ないでしょう？　そもそも、神聖なる学まなび舎やに世せ俗ぞくに塗まみれた漫画など不要ですわ」

「…………」

「ん？　何ですの？　言いたいことがあるならはっきり仰おつしやってくださいまし」

「エロを学んでる学校の生徒が世俗に塗れた云うん々ぬん言ってるのすげえ違い和わ感かんあるなって」

「え、エロは高こう尚しようなものでしょう!?　子孫を残す上で必要不可欠な行こう為いを侮ぶ辱じよくするだなんて……あなたそれでも人間ですの!?」

「すげえ。僕生まれて初めてエロをバカにして怒おこられてるわ」

　女性からエロを全力で肯こう定ていされる経験なんてそれこそ人生初かもしれない。エロが好きって言うと女性のほとんどから汚お物ぶつを見るような目を向けられてきたからなあ……僕、この学校に来て本当に良かったわ……ッ！（しみじみ）。

「え、えええっ!?　な、なに泣いてますの……？　わ、わたくし何かまずいことでも言ってしまったかしら……っ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと目の中にエロ本が入っただけだから……」

「重傷では!?」

「まあ、冗じよう談だんはさておき、僕をこんなところに呼び出した理由って何？　告白じゃないんだよな？　別に告白でも良いんだけど」

「何な故ぜあなたはそこまで頑かたくなにわたくしに告白させようとするんですの……？」

「え？　そりゃあ美少女から告白されるのは男の夢だからだよ」

「び、美少女……ッ!?　わ、わたくしが……？」

「ああ。顔はめっちゃ可愛かわいいしスタイルも抜ばつ群ぐんだしおまけに胸もでかい。文句の付け所がない完かん璧ぺきな美少女だと僕は思うぜ」

「そ、そうですか……殿との方がたから容姿を褒ほめられたのは初めてですわ……そもそも殿方と接した経験自体がほとんどありませんけど……」

「そりゃあもったいねえな。こんなに可愛いのに」

「ッ!?　か、かわかわかわかわ……」

　顔を真っ赤にしてもじもじする日輪さん。褒められ慣れていないというのはどうやら嘘うそじゃないらしい。ちょっと──いや、かなりチョロくて彼女の将来がお兄さんちょっと心配である。

「で、僕をここに呼んだ理由についてなんだけど」

「そ、そうですわ！　あなたが変なことばかり言うせいで話が全力で脱だつ線せんしまくっていましたわ！　反省なさい！」

「ういっす。すんません。反省してまーっす」

「こ、この野や郎ろう……ッ！」

「もしもしお嬢じよう様？　貴族としてあるまじき言こと葉ば遣づかいが洩もれ出てしまっていますよ？」

　やっぱりコイツ面白いわあ。

「と、とりあえず、奥に個室がありますから、まずはそこに移動しますわよ！」

「こ、個室に二人きりって……式はどこで挙げる？」

「あなた本当に人生楽しそうですわね！」




　　　　★★★




　日輪さんに案内されること数十秒。

　僕が連れてこられたのは、机が一つと椅い子すが二つ、明かりが一つにベッドが一つというとても殺風景な空間だった。

「…………尋じん問もん室？」

「ただのプライベート空間ですわよ」

「さっきまでの明るいファンタジーっぽさから一転して禍まが々まがしいダーク感があふれ出てきたんだけど……」

「ただ本を読むだけの空間なのですから無駄な設備など不要でしょう？」

「お、お金持ちにそれ言われるとなんか色々と複雑なんですけど……」

　ありとあらゆるものに無む駄だ金がねを使うのがお金持ちという生き物なのではないのか!?　性格も良くてお金の使いどころもちゃんと分かっているお金持ちなんて……そんなのずるいよ！　ずるい！　庶民が勝てる要素ゼロじゃねえか！

「何だかとても失礼なことを考えていそうな表情をしていますわね……」

「そんなことはありませんわよ？　おほほ」

「バカにしていますの!?」

　怒られてしまった。可愛い。

「ったく……真ま面じ目めな話をするために呼び出したはずでしたのに……本当に調子狂いますわ」

　そう言いながら、日輪さんは懐ふところから何かを取り出した。

　それは、とてもとても見覚えのあるスマートフォンだった。

「あれ、それ僕のスマホじゃね!?　見つけてくれたのか!?　ありがとう！」

「疑う前に感謝の言葉を述べるとは……お人好し過ぎるのでは？」

「え？　だって日輪さんってそんなことするような人じゃねえじゃん」

「…………庶民の相手は本っっっっ当に調子狂いますわね」

　日輪さんは心の底から面めん倒どう臭くさそうに顔を歪ゆがめる。

「そのスマートフォンは庭園に落ちていましたわ。わたくしはそれを拾いましたの」

「なるほど……走ってる拍ひよう子しにポケットから落ちちまったのか……」

「──で、そのスマートフォンについてといいますか、そのスマートフォンに保存されている写真についてなのですけれど」

　喉のどが一瞬で干上がるのが分かった。

「にゃ、にゃんのことかにゃ？」

「何ですのそのわざとらしい反応は」

「じ、実家で飼ってる猫ねこの写真のことだよな!?　白と黒のブチの……」

「いえ、流る南なの半はん裸ら写真についてですが」

「終わったああああああああああああああああああああああああぁぁーッッッッ[image: かんたんふ]」

　最悪だ。よりにもよってクラスメイトにあの写真を見られちまっただなんて！

「……い」

「い？」

「いくら支し払はらえば良いでしょうか……ッ！」

「庶しよ民みんが富ふ裕ゆう層に言うセリフではありませんわね」

　財布から一万円を取り出す僕に軽けい蔑べつの視線を向ける日輪さん。

　僕はその場で勢い良く土下座しながら、

「お願いしまぁっす！　見なかったことにしてくださぁい！　僕はともかく、神楽坂さんの将来のために！」

「あなたにプライドというものはありませんの？」

「貴族に囲まれた学園生活において庶民のプライドとかゴミ以下の価値しかなくね？」

「曇くもり無き眼まなこでなんて悲しいことを……」

　日輪さんは呆あきれたように溜息を洩らすと、

「……何を勘かん違ちがいしているのかは知りませんけど、わたくしはあなたのことを脅おどしたい訳ではありませんわよ？」

「ほえ……？」

「ただ、この写真のことを黙だまっている代わりに、わたくしの頼たのみを聞いてほしいだけですの」

「いやそれ脅してるやんけ」

「わたくしのシマではこれは脅しではなくお願いと言いますの」

　シマ、なんて言葉をお嬢様の口から聞きたくなかった。

　日輪さんは前まえ髪がみを掻かき上げながら、

「わたくしがこの国の前総理大臣の孫ということは知っていますわよね？」

「いや、初耳だけど」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………わたくしの祖父はこの国の前総理大臣なのですけれど」

　なんかとても申し訳ない気持ちになった。

「わたくしは将来、祖父のような立派な政治家になるつもりでいます。己の話術、知識、誘ゆう惑わく術、そして魅み了りよう体質を駆く使しし……いずれはこの国のトップに立つことを目標としていますわ」

「はー」

「何ですのその間抜けな反応は」

「庶民なんでそういう壮そう大だいな話をされると呆ぼう然ぜんとするしかないんだよな」

「これだから庶民は……」

　何も言い返せなかった。

「で、その総理大臣を目指してる日輪花蓮さんが僕に頼みたいことって？」

「単刀直入に言いますわ。庶民──いえ、東とう条じよう瑞みず希き。わたくしに男とは何かを教えなさい」

「…………ごめん、全然意味が分かんないんだけど」

「……実を言いますと、わたくし、男性の身体からだに触ふれることに慣れていませんの」

「まあ、同年代の男と接したことほとんどないって言ってたし、そりゃそうだろうな」

「ですが、いずれ総理大臣になる者として、その欠点は必ず克こく服ふくしなければなりません」

「だから、その手伝いを僕にしろ、と？」

「ええ。わたくしが男性に慣れるまでの間、わたくしだけの特別教材になってほしいのですわ」

「わたくしだけの、ね……」

　すでに神楽坂さんのエロ育成係になってしまっている手前、日輪さんだけのものになる訳にはいかない。彼女の爆ばく乳にゆうもとい彼女との二人きりの授業は個人的にとてもとても興味があるが、だからと言って二つ返事で了りよう承しようする訳にはいかない。

「というか、君の手伝いをするってことは、つまりは電でん撃げきを浴びる機会が増えるってことになる訳なんだけど……そこら辺ちゃんと分かってる？」

「もちろん分かった上で提案していますわ」

「……今回のお話はなかったということに」

「ちなみに、あなたに拒きよ否ひ権はありませんわ」

「ですよねー……」

　だってこれ、どう考えても脅きよう迫はくだし。

　うーん、困った。本当に困った。ぶっちゃけ断るべきなんだろうが、じゃあその選せん択たくをしたとして、あの写真を消してもらえるかと言われたら難しいところだし……。

（忙いそがしくはなるかもだが、時間を調整すれば大だい丈じよう夫ぶ、か……？）

　神楽坂さんの名めい誉よを守るためだ。多少の無理は致いたし方かたあるまい。どうなるかは分からないが、今はとにかく彼女のためになる選択をするべきだ。

「……分かった。僕で良ければ協力するよ」

「あら、意外とあっさり折れるんですのね。もっと言い訳を並べて必死に抵てい抗こうするものだと思っていましたわ」

「拒否権ないとか言ってたくせによくもまあぬけぬけと……」

　そもそも金持ちからの脅迫に庶民が抗あらがえる訳ねえだろ。下げ剋こく上じようの虚むなしさぐらい庶民ならどいつもこいつも遺伝子レベルで刻み込まれてるわ。

　僕は日輪さんに手を差し出しながら、

「つー訳で、僕のスマホをいい加減に返してくれ。それがねえと夜に楽しむこともできやしねえ」

「？？？　ソーシャルゲームか何かでもしていますの？」

　首を傾かしげつつも律義にスマホを出してくる日輪さん。

　僕はスマホを受け取り、ブレザーのポケットにしまいながら、

「いや、オ○ニーだけど」

「お……な……ッッッッ!?!?!?!?!?!?!?!?」

　日輪山が勢い良く噴ふん火かした。

「お、おおおおおおおおおなおなおなおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

「お、おい、どうした、大丈夫か？」

「しゅ、淑しゆく女じよに向かってななななな、なななななんて破は廉れん恥ちな！　せめてマスターベーションと言いなさいな！」

「僕も今のは流石さすがにどうかなって思ったけどまさかの言葉選びの問題？」

「庶民は本当にデリカシーに欠けるというか気き遣づかいが足りないというか……ちなみにオカズはどんなものを使っておいでですの!?」

「淑女が食い気味にオカズとか言うのは許されるのかよ」

「失礼しました。あなたのフルコースについて教えていただいてもよろしいかしら？」

「どんだけの長期戦を想定してんだよ」

　長くてもせいぜいポワソンぐらいまでだわ。

「はぁ……まあとにかく、君が男に慣れるための練習台として僕を使わせろ、って話だよな？」

「ええ。あなたという教材を利用することで、わたくしはパーフェクトな政治家への一歩を踏ふみ出すのですわーっ！」

「うっす、そっすか。じゃあ僕はこれで」

「待ちなさいな」

　回れ右しようとしたら凄すさまじい力で肩かたを掴つかまれた。痛い痛い。

「何だよ。話は済んだんだから解散で良いだろ」

「今から早速練習を始めるのですから、勝手に帰られると困りますわ」

「いやいやここ学校だし今昼休みだしもう時間ない──ぐおっぷっ!?」

　僕の口から変な音が洩もれた理由。

　それは、日輪さんがいきなり目の前で服を脱ぬぎだしたからである。

「な、ななななななにいきなり服脱いでんだ!?」

「あなたと触れ合うために決まっているでしょう？」

「お、男慣れしてないくせにちょっと積極的過ぎじゃないっすかね!?」

「男慣れしていないからこそ、ですわ」

　冗じよう談だんみたいな行動に反し、日輪さんはとても真しん剣けんな顔をしていた。

「階段を一段ずつ上っている暇ひまなどわたくしにはありませんの。二段飛ばし、三段飛ばしで進んでいかなくては、お爺じい様のような立派な総理大臣になどなれませんわ」

「……なんでそんなに総理大臣になりたいんだ？」

「お爺様がわたくしの憧あこがれだからですわ」

　曇り無き眼で、一切の躊躇ためらいもなく堂々と彼女は言い放つ。

　たったそれだけの行動だけど、彼女の覚かく悟ごは十全に伝わってきた。

「分かった分かった。授業にちゃんと間に合う時間に終わってくれるなら、いくらでも自由に使ってくれて構わねえよ。生徒に使われてこその男性教材だしな」

「感謝しますわ」

　いつのまにか下着姿になっていた日輪さんは恥はずかしそうに頬ほおを染めながら、

「では、早く服を脱いでくださいまし」

「……え、僕も脱ぐの？」

「ええ。そちらの方が手っ取り早いですから」

「そういうもんかね……」

　ブツブツ文句を垂れながらも、上着を脱いで上じよう半はん身しん裸はだかになる。

「はい、どうぞ」

「……まだ下が残っていましてよ？」

「お嬢じよう様学校で全ぜん裸らは勘かん弁べんしてくれ……わいせつ物陳ちん列れつ罪で捕つかまっちまう」

「わたくしにここまで脱がせたのですからせめてズボンぐらいは脱ぎなさいな」

「…………仰おおせのままに」

　ある特定の性せい癖へきをお持ちの紳しん士しの方々であれば全力で興奮するところなんだろうが、生あい憎にくと僕は至ってノーマルな性癖しか持ち合わせていないので、ただただ恥ずかしいばかりである。美少女をエロ育成したり美少女に服を脱げと脅されり……僕の人生はいったいどこで狂くるってしまったんだろうか。……爆乳美少女の下着姿が見られてるから別に良いけど。

　涙なみだで頬を濡ぬらしつつ、言われたとおりにズボンを脱ぐ。

　パンツ一丁の東条瑞希くん爆誕の瞬しゆん間かんである。

「見るからに安そうな下着ですわね」

「やりたい放題かよ」

　無理矢理服を脱がせた挙句に下着をディスるとかもう一種のプレイなんじゃないかと疑ってしまうレベルである。

　日輪さんは僕の身体を上から下までまじまじと見つめる。

「ふむ……」

「な、何だよ、やめろよ。そんなにじろじろ見られたら恥ずかしいだろ」

「いえ、結構鍛きたえているんですのね、と感心していたのですわ。ふむふむ……」

「僕もう帰って良い!?」

　先日、神楽坂さんに羞しゆう恥ち心しんについての講義を行ったばっかりなのに、あれから数日足らずでここまでの羞恥プレイを受けることになるとは……つーかそもそも男の羞恥姿なんて需じゆ要ようねえだろ！　せめて日輪さんが羞恥する方向でお願いします……ぐすん。

　僕の腹筋をねめつけるように見つめてくる日輪さんの顔を必死に遠ざけながら、

「そ、それで、服を脱いだは良いが、僕は何をすりゃあ良いんだ？」

「そうですわね……まずは男性そのものに慣れる必要がありますから……わたくしを抱だき締しめてもらう、とか？」

「日輪さんを抱き締める、だと……ッ!?」

　抱き締めるってことは正面からってことだよな!?　正面からってことは彼女の爆乳を己の肉体に思い切り押し付けることができるって訳で、それはつまりスーパーヘブンって訳で僕の理性がフルバーストでビッグバンする可能性が無きにしも非あらずでうひょひょひょひょひょひょひょ！

「ぎゃぎゃぎゃぎゃ!?」

「妄もう想そうだけで興奮するとかよもやあなたは度し難がたい変態ですの？」

「き、君の身体があまりにも魅み力りよく的過ぎるのが悪いんですが……」

「当然ですわ。日輪家の人間として、日々スタイル維い持じには力を入れておりますの」

「素晴らしいおっぱい心がけですねおっぱい」

「言語能力がバグってますわよこのエロ庶しよ民みん」

「うるっせええええ！　そんな爆乳を前にして冷静でいられるかってんだ！　つーか僕に脱だつ衣いを求めておいてなーにがエロ庶民だ！　それならあんたはエロお嬢様ってことになんだろうが！」

「エロは高こう尚しようなものではありますが、その呼び方には悪意を感じるのでとりあえずチョップですわ！　チョップチョップ！」

「いたっ！　よ、横腹はやめろ！　つ、つーか、あんだけ男性に不慣れとか言っておきながら結局普ふ通つうに触れんのかよ！」

「フッ、甘いですわね庶民」

「な、なんだとぉ……」

「あなたは見み逃のがしているのですわ、エロ庶民。わたくしの手があなたの肉体に触れている時間は実は──ほんの一秒にも満たないということを！」

「それ別に自信満々に言えることじゃねえよなあ？」

「うるっさいですわね！　苦手なものは苦手なんだから仕方がないでしょう!?　もう少し淑女を気遣えないのですかこのデリカシー無し男！」

「僕のガラスメンタルをあまり舐なめない方が良い。次罵ば倒とうしたら即そく座ざに舌を噛かんで死ぬからな」

「マンボウ以下では？」

　高飛車お嬢様からの憐あわれみの視線を頂きました。心が砕くだけそうです。

　壊こわれそうなメンタルに活を入れつつ、僕は彼女の両りよう肩かたを掴む。

「ええっと、話を戻もどすけど……抱き締めろ、だったよな？」

「え、ええ。思い切り、熱ねつ烈れつに、劇的に抱き締めてくださいな」

「庶民に色々と求めすぎだろお嬢様」

　まあでも、美少女からの要求とあっちゃあ断る訳にもいかない。

「じゃあ、いくぞ……」

「んっ」

　背中に手を回し、勢い良く抱き締める。

　直後、暴力的な柔やわらかさが僕の脳を震ふるわせた。

　これはいけない。これはいけない！　授業の時も思ってたけど、この柔らかさは本当にいけない！　僕の胸板全体がマシュマロの如ごとき柔らかさに包み込まれ、僕の脳神経の全てが快感に押し潰つぶされそうになっている！

（あばばばばばばばばばば！）

　ついでとばかりに電でん撃げきが遅おくれてやってきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですの？」

「大丈夫な訳ないけど、とりあえずは気にすんな……と、ところで、こんな感じでいいのか……？」

「え、ええ。ドキドキしすぎて口から心臓が飛び出しそうですけれど、効果は覿てき面めんと思われますわ……」

「そ、そうか……」

　顔を見られない姿勢で本当に良かったと思う。伸のびた鼻下と紅ぐ蓮れんに染まった顔面を見られていたら、その場で心臓を握にぎり潰す自信がある。

　おっぱい越ごしに聞こえる心臓の鼓こ動どう。顔は見えないが、日輪さんもかなり緊きん張ちようしているようだ。さっきから肩が小刻みに震えているし、慣れない男の感かん触しよくに恐きよう怖ふしている、という可能性も否いなめないが、自分でドキドキしていると言っていたし、その線は薄うすいだろう。というかもしそうだったら僕の心が違ちがう意味で粉ふん砕さいしてしまう。

　もう少し爆ばく乳にゆうの感触を楽しむべく──もとい日輪さんのお手伝いをするべく、腕うでに少しだけ力を込める。

「ひゃぅっ……」

「す、すまん。苦しかったか？」

「い、いえ、問題ありませんわ。少し驚おどろいてしまっただけですの。むしろもう少し力を込めていただいても……」

「……そうか。それなら──」

　リクエストが来たら男としてはその期待にお応えしないと、むしろ失礼に当たるというもの。

　日輪さんの身体からだから一いつ旦たん手を放し、空気を一気に吸い込んだ後、あらん限りの力で彼女を抱き締めた。

「んきゅっ」

「ど、どうだっ？　結構熱烈なハグになってると思うんだけど!?」

「少し苦しっ……い、いえ、こ、この程度、どうということはありませんわ！」

「……強がってるよな？」

「つ、強がってなどいませんわ！」

「じゃあ何で顔真っ赤なんですかねえ」

「こ、これは、その……持病なのですわ！　わたくし、本人の意思とは関係なく顔が勝手に赤くなるという奇き病びようを患わずらっておりますの！」

「いや流石さすがに無理があるやろその言い訳」

　プライドが高すぎるというのも考え物である。

　しかし、他人ひと事ごとのように言っているが、おそらく今の僕も彼女と同じく顔真っ赤状態になっているはずだ。だってさっきから顔が熱くて仕方がないし。爆乳がむにむに押し付けられる度に血液が沸ふつ騰とうしそうになってるし。

（こんなところ神楽坂さんに見られたらやばいよな……）

　神楽坂さんのエロ育成係になる、と約束した手前、他の女、しかもクラスメイト、さらには彼女の友人をエロ育成しているというこの状じよう況きようは割とまずい気がしないでもない。なんか不ふ倫りんしている男の気持ちが分かる気がした。

「ふ、ふふふ。これが殿との方がたの感触……体温……ごつごつしていて新しん鮮せんですの……」

　日輪さんが目をぐるぐる回しながらトリップ気味に呟つぶやきを洩ら──したまさにその瞬間。




　ガラッ、と個室の扉とびらが勢い良く開け放たれた。




「「────え？」」

　突とつ然ぜんの事態に僕と日輪さんの声が重なる。

　抱き合ったまま扉の方を見てみると──




「…………そこで何をしているの？」




　──そこには我らが神楽坂流南さんの姿があった。

「二人の姿が見えないから、海み咲さきと手分けして探していたけど……どうして半はん裸らで抱き合っているの？」

「…………え、えっと、これは、だな」

　大混乱する脳を根性のみでクールダウンさせ、いざ思考開始。

　さて、どう説明したものか。

　友人同士のスキンシップ？　──知り合って数日程度でやるようなことじゃない。

　二人だけの個人授業？　──それもう言い訳でも何でもないやんけ。

　実は君を驚かせようとしていたんだ！　──苦しいが過ぎる。

　うーん、まずい。この場を切り抜ぬけられそうな説明が何一つとして浮うかばない。

　仕方がない。ここは日輪さんの華か麗れいな行動に期待しよう──

「さ、三十六計逃にげるに如しかずですわーっ！」

　──素早く着衣して全速力で逃げ出した。

「後は任せましたわよ、庶民！」

「ちょっ……日輪さーん!?」

　光の如き速さで小さくなる彼女の背中に悲痛な叫さけびを投げつけるが、その声は静せい寂じやくの中に溶とけ消えるのみ。伸ばした手と脱ぬぎ捨てられた衣服、そして無言の男女二人という冗じよう談だんみたいな組み合わせのみがその場に取り残されてしまっていた。

「…………」

「それで、花蓮と何をしていたの？」

　神楽坂さんの表情は変わらない。でも、何な故ぜか声に不ふ穏おんな色が感じ取れた。

　これは冗談を言えるような空気じゃねえな。

「……日輪さんからもエロ育成を頼たのまれました」

「花蓮は私と違って落ちこぼれじゃないはず」

「えっと、男に慣れたいから身体を貸せ、とか何とか言われました……」

「だから裸はだかで抱だき合っていたの？」

「はい」

「…………そう」

　どんな感情を抱いだいての呟きなのか、神楽坂さんの表情は変わらない。

　軽く怒ど鳴なられることも覚かく悟ごしていたが、僕の予想に反し、彼女は床ゆかに転がった僕の衣服を持ち上げると、それをこちらに突つき出してきた。

「とりあえず、服を着て」

「お、怒おこってねえの……？」

「どうして私が怒るの？」

「だ、だって、神楽坂さん以外の生徒をエロ育成することになっちまってるから……」

「……別に、東条くんは私の所有物じゃないから」

　不ふ貞て腐くされたように頬ほおを膨ふくらませる神楽坂さん。

　そんな彼女を前にした僕はすぐに『彼女の機き嫌げんを直す方法についての脳内作戦会議』を開始するのだった──




　　　　★★★




　──そしてその日の夜、神楽坂さんはネグリジェ姿で僕のベッドに入り込んでいた。

「これどういう状況!?」

「東条くん、うるさい。眠ねむれない」

「え、ごめんなさい」

　思わず謝ってしまったが、ぶっちゃけそれはこちらのセリフである。

　いや、だっておかしくない？　神楽坂さんめっちゃ機嫌悪かったじゃん。だから機嫌を直してもらう方法について一いつ生しよう懸けん命めい考えてたってのに……どうしてそんな神楽坂さんが僕のベッドで添そい寝ねしてるの？　しかもネグリジェ姿で！

「ん……狭せまい。もう少しそっちに寄ってほしい」

「いやその前にこの状況について説明してくれ」

「…………」

　返ってきたのは沈ちん黙もくでした。

「……もしかして、昼のこと怒ってるのか？」

「違う」

「じゃあ何でこんなことを？」

「……分からない」

　見ると、彼女の頬は仄ほのかに朱しゆに染まっていた。

　僕の部屋着の裾すそをぎゅっと握りながら、神楽坂さんはぽつりと呟く。

「分からない、けど……今はこうしていたい」

「…………」

　もしかしてモテ期が来てる？　と茶化せるような空気じゃなかった。

　しかし、これ以上彼女の気持ちを詮せん索さくする気持ちにもなれなかった。

　でも、僕と日輪さんの一件が大きく関わっているということは、流石の僕でも理解できていた。

（ま、いいか……）

　だから僕は、ヘラヘラと茶化す訳でも真ま面じ目めに詮索する訳でもなく、彼女にただただ身を委ねることにしたのだった──。
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　教室の窓から流れ込む朝の涼すずしいそよ風に吹ふかれながら、僕は机の上で盛大に項うな垂だれていた。ちなみに、神楽坂さんは登校早々に理事長に呼び出されている。

「うあー……」

「今にも死にそうな顔してるけどどったの東条くん」

「いや、背中に押し付けられたおっぱいの誘ゆう惑わくと電でん撃げきに抗あらがい続ける夜を過ごしたせいで寝ね不ぶ足そくというか何というか……」

「なになに。もしかしてルナルナと添い寝でもしたの？」

「エスパーか何かであらせられる？　つーか何で一いつ緒しよに住んでること知ってんだよ」

「毎日一緒に通学してるのを見て気づくなという方が無理だと思うけどー？」

　ぐうの音も出なかった。

　いや別に隠かくしていた訳じゃないから良いんだけども。

「というかほんとに添い寝したんだ。──で、どうだったどうだった？　ルナルナのおっぱいの感かん触しよくは？」

「あはは。あなたは何を言っているのかな。僕がそんな破は廉れん恥ちな質問に答える訳が」

「答えてくれたらあたしのおっぱい触さわっても──」

「とても柔やわらかくて最高の数時間でした」

「あはは。東条くんってやっぱり面白いなー」

「素直に答えたんだから君のおっぱいをプリーズ」

「触っても良いって言おうとしたけどやっぱりだめ、って言うつもりでしたー。人の言葉は最後まで聞こうね？」

「ちっくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　机に突っ伏ぷし、恥はじも外聞もなく男泣きする。

「男の純情を弄もてあそびやがって！　僕たち男がどれだけおっぱいに飢うえてるのか分かってんのか!?」

「いやー、そうは言いますけど、あたしのこの慎つつましやかな胸なんて触ったところで全然嬉うれしくなれないと思うけどなー」

「おっぱいに貴き賤せんなどない！　サイズは違ちがえど、おっぱいというだけで素晴らしい！　貧乳には貧乳にしかない魅み力りよくというものがあるのだよ海うな原ばらさん！」

「あはは。東条くんはお世辞が上手だねー」

「お世辞じゃあないぞ。僕は本気だ」

「そ、そうなんだ……ありがとね」

　照れくさそうに視線を彷徨さまよわせながら髪かみを弄いじる海原さん。おやおや、これは？

「お、もしかしてデレたか？」

「…………そういうところがとてもとても残念だと思いまーす」

　照れが一いつ瞬しゆんにして虚きよ無むへと変わった。我ながら凄すさまじいフラグ粉ふん砕さい力である。ちょっと泣いてもいいかしら？

「というか、あたしのおっぱいを触ったとしても、またビリビリーってなっちゃうから本ほん末まつ転てん倒とうなんじゃないの？」

「フフフ。それについてはモーマンタイ。実は神楽坂さんと添い寝している間、全まつたく眠れなかったので、僕を苦しめ続ける電撃を何とかする方法を必死に考えていたのだーっ！」

　まあ、その方法を考えている間もビリビリバチバチされていたんだけども。

　海原さんは肩かたを竦すくめながら、

「睡すい眠みん薬やくでも飲んで無理矢理眠れば良かったのに」

「せっかくのラッキースケベを自ら手放すだなんて僕にはできませんね、ええ」

「ここまで性に猪ちよ突とつ猛もう進しんだと逆に感心しちゃうから不思議だね……」

　あはは、褒ほめても電撃しか出ませんよ？

「それで、電撃の対策ってどんな感じなの？」

「フッ……それは見てのお楽し──」

「……今日はミニテストだというのに随ずい分ぶんと余よ裕ゆうそうですわね」

「あ、レンレンじゃん。おはよー」

「ごきげんよう」

　顔を上げると、相変わらずお美しい日輪さんがそこにいた。

　と、同時に、昨日の一件がふいに頭を過よぎった。

「ん？　どしたの東条くん。顔朱あかいけど」

「ふえっ!?　い、いや、こ、これは、その……」

　いくら神楽坂さんにバレているとはいえ、日輪さんの許可もなく昨日の件について僕が勝手に説明するのは色々とまずいだろう。ここはそれっぽい言い訳を並べてこの場を乗り切らなくては……。

「東条くん？」

「ひ、日輪さんの爆ばく乳にゆうは今日もすげえなって思っただけです！」

「このわたくしに対して開口一番に最低な発言をお見み舞まいしてくるとはあなたは本当に面白い庶しよ民みんですわね」

「すんません冗談です許してください……」

　ここぞという時に選せん択たく肢しをミスる男、東条瑞希です。

「まあいいですわ。それで、あなた方はミニテストの準備はちゃんとできていますの？」

「あの、そもそもそのミニテストって何ぞや状態なんだけど」

「ミニテストっていうのはねー、先生の気まぐれで不定期に実じつ施しされる実技テストのことだよー」

　僕の机に腰こし掛かけながら、海原さんは言う。

「海咲。行ぎよう儀ぎが悪いですわよ」

「堅かたいこと言うなーい。それに、こういう気楽な感じの方が東条くんも落ち着くでしょ？」

「そうだな。いい感じに庶民っぽくて僕は好きだぜ」

「はぁ……もう勝手になさい」

　前々から思っていたが、海原さんってあまりお嬢じよう様っぽくないよなぁ。もしかして元庶民だったりするのかな？

　海原さんは足をプラプラ揺ゆらしながら、

「まあでも、凜りん子こ先生からの話だと、男性教材である東条くんはミニテストを受けなくても良いらしいし、そこまで身構えなくても大だい丈じよう夫ぶなんじゃなーい？」

「え。僕一応はここの生徒なのにテスト受けなくていいの？　何それ役得じゃん」

「別にテストに参加しなくても良い、という訳じゃありませんわよ？」

「？？？」

　首を傾かしげる僕に日輪さんは露ろ骨こつな溜ため息いきをぶつけつつ、

「あなたはテストの道具として使われると聞きましたわ。……要するに、鉛えん筆ぴつとか消しゴムのように扱あつかわれるということですわね」

「神聖なる学まなび舎やで流れるように人権軽視かよ。流石さすがはお金持ちだな」

「お金持ちだからこそですわ。ぶっちゃけ、大金を積みさえすれば庶民一人の人権などどうにでもなりますでしょうし」

「真顔でサラッととんでもねえこと言ったぞこのお嬢様筆頭」

　これが大だい富ふ豪ごうの感覚というヤツなのだろうか。性技を磨みがくよりも先にまずは一いつ般ぱん的な常識を身に着けるべきなのでは……。

「まあ、僕の扱いの酷ひどさについては後で抗こう議ぎするとして、とにかく今日はミニテストがあるってことか」

「そう、今日はミニテスト……」

「ひゃあああああああああああああああああああああっ!?」

　何の前まえ触ぶれもなくいきなり背後に神楽坂さんが現れたせいで、日輪さんはその場で勢いよく飛び上がった。

「おおー。二メートルぐらい飛んだね。凄すごい凄い」

「驚おどろかせてしまった。ごめんね、花蓮」

「お、お気になさらず。別に驚いてなどいませんので」

「足震ふるえてんぞ未来の総理大臣」

「あなたに死し刑けいを言い渡わたしますわ」

「三権分立って知ってる？」

　そもそもそんな暴挙が許されるのは総理大臣じゃなくて大統領だと思うんですけど。

　海原さんは神楽坂さんの髪をわしゃわしゃしながら、

「おっはールナルナ。どこ行ってたのー？」

「お父様に呼び出されて、ミニテストの結果に期待している、って言われた」

「うはあ、テスト前にそれは大変だねー。緊きん張ちようしちゃうやつだ」

「でも、大丈夫。ちゃんと勉強はしてきたから」

　神楽坂さんは僕に目配せする。エロ育成のことは言えないので、僕は静かに微笑だけを返した。

「でも、今回のミニテストってどんな内容なんだろうね？　おっぱいメインだったらあたしは不利になっちゃうから嫌いやだなー」

「どのような内容であれ、わたくしにかかればお茶の子さいさいですわ！」

「お茶の子さいさいって今日きよう日び聞かねえな……」
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「よーっし、みんなちゃんと席に着いてるな。それじゃあ時間もないし早速ミニテストを始めていくぞー──っと、その前に」

　出しゆつ席せき簿ぼで教きよう卓たくをカツカツ叩たたきながら、凜子先生は教室全体を見渡した。

「えーっと……よし、いたいた。おい、東条。ちょっと良いか？」

「うっす。何ですか？」

「もう聞いているとは思うが、テストが終わるまでの間、お前には生徒たちの興奮度測定器になってもらう」

「先生！　初耳です！」

「知らん。そこは嘘うそでも頷うなずいておくところだ。はい、もう一度！」

「事前に聞いていました！」

「ヨシ！」

　以前日輪さんに暴君かよとツッコミを入れたところ悪いが、この人の方がよっぽど暴君適性高めかもしれない。

「先生！」

　凜子先生からの精神的可愛かわいがり（意味深）を受けていると、日輪さんが元気な声と共に右手を真っ直ぐ挙げた。

「おう、どうした日輪。胸がでかすぎて苦しいのか？」

「先生。同性間でもセクハラって成立するんですからね？」

「うるさいぞ東条。話を遮さえぎった罰ばつとして腕うで立たて三十回な」

「上じよう腕わん三頭筋が鍛きたえられちゃううううううううう」

　上着を脱ぬぎ捨て、床ゆかの上で腕立て伏ふせを開始する。

「それで日輪、いきなり手を挙げてどうしたんだ？　何か質問でもあるのか？」

「ミニテストの内容についてお聞かせ願いたいですわ！」

「ちょうどこれから説明しようとしていたところだったんだが……私の気持ちを汲くめなかったお前には腕立て伏せ十回をプレゼントしてやろう」

「ひぎい！　こ、このわたくしが床で腕立て伏せだなんて……っ！」

「嫌なら東条に背負わせてやっても良いが？」

「喜んで譲じよう渡とさせていただきますわ」

「喜べ東条。十回追加だ」

「ひぎい！」

　先生と同級生からの愛が痛すぎる件について。

「はっ……ふっ……ああん……」

「喘あえぎながら腕立て伏せをする度し難がたい変態がいるが、とりあえず見なかったことにしてミニテストについての説明をしていくぞー」

　流れるように教え子を言葉攻ぜめしつつ、凜子先生は胸の谷間から小さな機械を取り出す。それはぱっと見、やけに無骨な腕時計のようだった。

「さっきも言ったが、今回のミニテストからこの興奮度測定器なる機材を導入することになっている。仕組みはよく分からんが、これは装着した者の興奮度を数値化してくれるという代しろ物ものらしい。今後はこれを装着した東条を使ったミニテストを行っていく予定だ」

「あ、あの、凜子先生？　今の僕はすでに電でん撃げきストッパー的な技術を埋うめ込まれているのに、ついには興奮度を数値化までされちゃうんすか……？」

「その通りだが何か問題が？」

「問題大ありですが!?」

「お前も男なんだから羞しゆう恥ちプレイ好きだろ」

　信じられないド偏へん見けんだった。

「先生せんせーい。その機材を使うってのは分かったけど、結局どんなテストをやるのー？」

「せっかちな奴やつらだな……今回のテスト内容はズバリ『誘ゆう惑わく』だ」

「誘惑？」

「今まで習ってきた技術を全て使い、東条を誘惑する。その際の興奮度が一定数値を超こえることができたら合格となる」

『誘惑と言われましても……またおっぱいを使えば良いのかしら？』

『東条様はおっぱいが大好きなおっぱい星人ですし、やはりおっぱいで攻めるべきなのでしょうか』

『いえ、ここは逆に太ももで一点突とつ破ぱという作戦でも……』

　急にざわつくお嬢様たち。どうでもいいが、この学園における僕の評価がとても気になるところである。

　凜子先生は興奮度測定器を片手でもてあそびながら、

「しかし、説明しただけでは未熟なお前らでは理解などできないだろう。そこで、これから私が手本を見せてやろうと思う。──という訳でさっさとこっちに来い東条！　もたもたするな！」

「この女王様マジで滅め茶ちや苦く茶ちややんけ……」

　持参したタオルで汗あせを拭ふきつつ、小走りで彼女の元へ。

　凜子生成は僕に興奮度測定器を差し出すと、

「よし、じゃあこれを着けろ」

「……どこにどうやって？」

「左腕に腕時計のように着けるんだよ。見て分かるだろう？」

「いや確かに見て分かりますけど、庶しよ民みんには親しみのないトンデモ機械なんだから別の装着法があるかもと勘かん繰ぐっちゃう僕の気持ちも理解してほしいなあと」

「そうか。いいから早く着けろ」

「凜子先生ってやっぱり僕のこと嫌きらいですよね？」

　でも、爆ばく乳にゆう美人から雑に扱われるこの感覚、意外と悪くない。

　先生から機械を受け取り、言われたとおりに左腕にはめる。……びっくりするぐらいぴったりフィットした。違い和わ感かんが全まつたくないのが逆に怖こわい。

「って、あれ……？」

「どうした？」

「あの、これ外れないんですけど……」

「ああ、言い忘れていたが、その機械は装着した瞬しゆん間かんに皮ひ膚ふと結合するからもう一生外れることはないらしいぞ？」

「そういう重要なことは着ける前に言ってくれませんかねえ!?」

　興奮度測定器を掴つかんで引き剥はがそうとするが、悲しいことにびくともしなかった。いつの間にか留め具も消えて無くなっているし、これは本格的に詰つんでいるのではなかろうか。

　凜子先生はカラカラ笑いながら、

「まあまあ。別に良いじゃないか。男なんだから呪のろいの装備とか好きだろう？」

「細さい胞ぼうレベルで結合してくる呪いの装備なんて聞いたことないんですけど!?」

　つーか、一生このままってことは、この先一生興奮度を周囲に知られながら生きていくってことになるのでは？

「死ぬまで羞恥プレイとか罰ゲームにしても重すぎる……ッ！」

「セッ〇スの時に毎回『今日は興奮できてないね？　大だい丈じよう夫ぶ？』と相手から心配されること間ま違ちがいなしだな。良かったじゃないか」

「一ミリも良くないんですけど!?」

　毎回ヤる度に勃たち具合を数値化されるとか、もういっそのこと殺してくれた方が良いと思うんですけど。

「はぁ……分かりましたよ。やりゃあいいんでしょやりゃあ」

「ほう。珍めずらしく今日は折れるのが早いな。電撃が怖くないのか？」

「クックック。電撃対策はばっちりなんでね……」

「ほう……して、その方法は？」

「フフッ。それは見てのお楽しみです」

「どうせバカなことしか考えられてないんだろうなア」

「負け惜おしみですか？」

「いや、お前のバカな未来を憂うれいているだけなんだが」

「僕が華か麗れいに電撃を回かい避ひする様を目まの当りにしたらもう同じ言葉は吐はけませんよ」

「お前のその自信はいったいどこから湧わいてくるんだ？」

　凜子先生は露ろ骨こつに大きな溜ため息いきを零こぼすと、

「まあ、東条の輝かがやかしい発明については今は置いておくとして、だ。時間もないしさっさと手本を始めるぞ。ほら、お前も早く移動しろ。それとも床に四つん這ばいが良いか？」

「選せん択たく肢しの落差が激しすぎる」

　男としてだけじゃなく人間としての尊厳すら失いそうだったので、指定エリアに素早く移動する。

「よし、じゃあこれから手本を見せるから、全員しっかり見ておくように。いいな？」

『はいっ！』

　お嬢じよう様たちの声が揃そろい、そして凜子先生によるありがたい説明が始まった。

「制限時間は三十秒。その間に東条を興奮させることができれば合格だ。こんな風にな。──ふぅっ」

　制服の上から僕の胸板を奇き麗れいな手でさすり、首筋に軽く息を吹ふきかけてくる爆乳美女。普ふ段だんの威い圧あつ的な態度と今の扇せん情じよう的な姿のギャップに思わず脳がとろけそうな感覚に陥おちいってしまう。

「んっ……テスト中は、どんな手段を用いても構わない……が、ただ脱だつ衣いするだけでは男は興奮しないから、こういう工夫を入れることをオススメする」

　中ちゆう腰ごしになって僕の顔を見上げてきながら、ワイシャツの胸元を大だい胆たんに開く凜子先生。はち切れそうな胸元が惜しげもなく披ひ露ろうされ──次の瞬間、僕の胸板に強く押し付けられた。

「っ」

　直後、僕が反射的にとった行動は、近くの壁かべに手を当てること。

　勘かんの鋭するどい方はもうお分かりであろう。

　そう。僕が電撃から逃のがれるために導き出した一手、それは──壁に手を当てて電撃を外へ逃にがそう大作戦である！

（フフフのフ。これでもう電撃とはおさらばよ。これからはペナルティ無しでエロを堪たん能のうするんじゃーい！）

　桃もも色いろに満ちた煩ぼん悩のうに涎よだれが止まらない。

「……何だかバカな気配を感じるな」

「天才はいつの時代も凡ぼん人じんには理解されないものですからね」

「そういうセリフはバカしか吐かないんだよバカ」

　涼すずしい顔で罵ば倒とうを飛ばしつつ、さらに強い力で爆乳を押し付けてくる凜子先生。

　柔やわらかく、そして張りのある双そう丘きゆうの感かん触しよくに全身が熱を覚え、思わず前まえ屈かがみになってしまう。

「よ、よっし！　作戦成こ──ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!?」

　勝かち鬨どきを上げようとしたまさにその瞬間、鋭い電撃が何な故ぜか僕の身体からだを焼いた。




　ピピッ。

『現在ノ興奮度、四十三。対象、兵ひよう藤どう凜子』




　焦こげ臭くさいにおいが充じゆう満まんする中、無機質な電子音が鳴り響ひびいた。

「──とまあ、こんな感じで東条の興奮度が測定される訳だ」

　さっきまでの色気はどこへやら。測定が終わるや否いなや、凜子先生は僕から離はなれ、乱れた衣服を素早く整え、教きよう卓たくへと戻もどっていく。

　一方、電撃の刑けいを受けた僕は死体のように地面に転がっていた。

「な、なんで……」

「東条。お前は壁を触さわることで電撃を外へ逃がそうと考えたのかもしれないが……お前のそれは、肌はだに纏まとった静電気を他のものに流す時の対処法だ。体内を直接焼く電撃への効果など見込めないよ」

「バカなああああああああああああああ！」

　黒くろ焦こげのまま慟どう哭こくを上げる僕に凜子先生はやれやれと肩かたを竦すくめる。

　と。

「あのー、手本を見せると言っておきながら、東条くんの中のハードルをガン上げするのは流石さすがに手本としてはどうかと思うんですけどー」

「まあそう言うな海原。その分、点数は特別に甘くしておいてやる。合格点は三十点でどうだ？」

「わーい！　先生大好きー！」

　手の平ドリルな海原さんに凜子先生は嘆たん息そくすると、

「ミニテストは十分後、すぐ隣となりの実習室にて行う。私に名前を呼ばれた者からすぐに別室に移動し、ミニテストを受けてもらうから各自準備をしておくように。いいなっ？」

『はいっ！』




　　　　★★★




　凜子先生に引きずられる形で別室に連れてこられた僕は、やけにふかふかな一人用のソファに座って全力で寛くつろいでいた。

「よくよく考えたら、これから生徒の人数分、電でん撃げきを浴びせられるんだよな……？」

　徹てつ夜やで考えてきた電撃対策が無意味だった以上、他の対策を考えなくてはならないのだが……そうそう上手く思いつける訳もなく。

「己を律するしかないのか……？　でも、それだとみんなが合格点を取れなくなっちまうかもしれないし……ぐああああ僕はどうしたら良いんだああああああ！」

　頭を抱かかえ、天に向かって咆ほう哮こうする。

　と。

　ドンドンドン、とお嬢じよう様学校にあるまじき雑なノック音が室内に響き渡わたった。

「はい、どうぞー」

「やっほー東条くんー。一番手、海原海咲だよー」

「これから僕を誘ゆう惑わくするヤツの態度じゃねえんだよなあ……」

　小ぶりな胸を張りながら元気よく現れた海原さんに思わず苦笑してしまう。だが、こう見えて僕も結構緊きん張ちようしているので、気を解ほぐすという点でも、最初は彼女みたいなムードメーカー的存在が来てくれて良かったかもしれない。

　すぐ傍そばの机に置かれた歪いびつな機械（凜子先生曰いわく、高性能のタイマーらしい）に手を添そえながら、僕はその場に立ち上がる。

「じゃ、早速始めるとしようか」

「お、ビリビリを怖がってる割に結構乗り気だね？」

「嫌いなものは先に食べる派なんだ、僕」

「号泣しながら言われると説得力がありすぎるね」

　僕は零こぼれる涙なみだを袖そでで拭ぬぐいつつ、鼻を啜すする。

「それはともかく、制限時間は三十秒だっけ？」

「友人特権で三十分に延長してくれても良いよー？」

「凜子先生が怖こわいので却きやつ下か。そもそもこのタイマーって時間変へん更こうできるのか？　スイッチらしきものはどこにも見当たらないけど」

「何で手を置いてるんだろうと思ったらなるほどなるほど」

「ん？　何だよそのニヤニヤ笑顔は。スマホの使い方が分からない老人を温かく見守る孫みたいだけど」

「我が校の技術力に置いてけぼりくらってる東条くんにワンレッスン。実はそのタイマー、完全音声操作型なのだー」

「もっと早く言って!?」

　呼び鈴りんがあるのに店員さんを声で呼び出してしまった時に匹ひつ敵てきするほどの恥はずかしさだった。いや、人の無知を娯ご楽らくにするとはどうかと思いますよ僕は！　趣しゆ味み悪い！

「ぶすー」

「あらあら拗すねちゃった。これはもしかして、海咲ちゃん落第の危機？」

「はーいじゃーあ試験始めまぁーす」

「試験に個人的な感情を持ち込むのはあたしどうかと思うなあ」

「試験官でも人間です。はいじゃあスタート」

　僕の合図の直後、タイマーが仄ほのかに発光開始。どうやらカウントダウンは無事に始まっているらしかった。

「わーわー本当にいきなり始めちゃったよこの人！　人としての情はないのかな!?」

「情があるから拗ねてるんですが。つーかいつまで叫さけんでんの？　そうこうしている内にそろそろ十秒経過だよ？」

「落第ヤダー！」

　明るく喚わめきつつ、僕に勢い良く抱だき着いてくる海原さん。決して大きいとは言えないがそれでも仄かに柔らかい膨ふくらみが僕の腕うでにむぎゅむぎゅ押し付けられた。

「これでどうだー！」

「フッ……甘い、甘いぜ海原さん。この僕が今いま更さらおっぱいを押し付けられた程度で動どう揺ようする訳があひゅんっ!?」

　突とつ如じよとして股こ間かんに走る衝しよう撃げき。

　見ると、海原さんが僕のマグナムを盛大に鷲わし掴づかみしていた。

「じゃあ直接攻こう撃げきはどうだー！」

「ばっ……みゃっ……う、ううう海原さん!?　そこはダメ、は、反則でしょう!?」

「えー？　禁止されてるのは服を脱がすことだけだから何も問題ないなーい」

「規則じゃなくて倫りん理りの問題なんですけど!?」

「東条くんだってあたしたちのおっぱい触ったりしてるじゃん。だからお相子だよお相子（むぎゅむぎゅ）」

「あふん！　だ、ダメ、ダメよあなたそれ以上は。そんな如何いかがわしい手つきで弄もてあそばれたら僕の自じ慢まんのマグナムも流石に暴発しちまうって！」

「それってつまり大興奮ってことでしょ？　じゃあ何も問題ないね！」

「アンタ実はお嬢様じゃなくて鬼おにか悪あく魔まか処しよ刑けい人だろ！」

「むぎゅむぎゅもにゅもにゅぎゅっぎゅー」

「あああああああああんそこはらめええええええええええええええ！」




　海原海咲、興奮度三十二。

　東条瑞希に軽いトラウマを植え付けつつも、合格点獲かく得とく。
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　　　　★★★





　僕の股間

　ああ僕の股間

　僕の股間。

　───みずき、心の俳句。






「うっ……うっ……僕もうお嫁よめにいけない……」

「……なに気持ち悪く泣きじゃくっていますの？　いいからさっさと試験を始めてほしいのですけれど」

　いつの間にか入室していた爆ばく乳にゆうツインテお嬢様は死ぬほど鬱うつ陶とうしそうな表情を浮うかべながら、とてもとても面めん倒どう臭くさそうに溜ため息いきを吐ついてきた。

「悲しみに暮れる友人に慰なぐさめの言葉一つぐらいかけられねえのかこの爆乳！　幸いにも電撃は流れずに済んだけど、僕はあなたの親友のせいで危うく男としての尊厳を失いかけたのですのことよ!?」

「クソどうでもいいですわ」

　お嬢様としてあるまじき下品な言葉で一いつ蹴しゆうされた。

　だが、ただでは転ばないのが僕こと東条瑞希という男の子。凌りよう辱じよくは凌辱で返すのみよ。

「とりあえず海原さんを許す代わりに爆乳揉もませてもらって良い？」

「おっとこんなところに高級ソファが」

「か、片手でソファを持ち上げた、だと!?」

「おほほ。わたくしこう見えても鍛きたえておりますの」

「この前裸はだかを見たけど普ふ通つうに華きや奢しやだったじゃん！　なにその実は怪かい力りきなんですよ的トンデモ設定は！　もっと現実的な範はん疇ちゆうで行動してくれません!?」

「エロを教える学園とかいう最高に非現実的な場所で今更何を言っていますの？」

　ぐうの音も出なかった。

「……じゃあミニテストを始めさせていただきまぁす」

「あの、落ち込まれるとやりにくいのですけれど」

「男の勲くん章しようを美少女に弄ばれた直後なんだからしょうがなくない？」

「わたくしの進級に関わるのでいいからさっさとメンタル復旧させてくださる？」

「うっほい相変わらず容よう赦しやないぜこのお嬢様！」

　しかし何だか元気が出てきた気がする。気がするだけかもしれないけど。

「よーっし、じゃあ気を取り直して試験開始だな。制限時間は三十秒、いくぞー」

「身体からだ中の穴という穴からありとあらゆる汁しるを噴ふん出しゆつさせてみせますわ！」

「それ僕死んでない？」

　そんなこんなで試験スタートなのだった。

「で、では、いきますわ」

「おう」

「本当にいきますわよ？」

「いいからさっさと来いって時間ねえぞ」

「わ、分かってますわよ。いきますわ……いきます……いく……」

「…………」

「…………」

「…………うう」

「この前までの思い切りはどうした？」

　かつて図書館に僕を連れ込んで半はん裸らで抱き着いてくるように求めてきた日輪花蓮は、涙目赤面状態のまま僕に近づくことすらできずにいた。

　日輪さんは顔を真っ赤にしたまま、

「し、仕方がありませんでしょう!?　そ、そもそも、殿との方がたに慣れるためにあなたに協力を申し出たのですから！」

「逆ギレするのは勝手だけどもう十五秒ぐらいしか残ってねえぞ」

「ひぎい！　や、やってやりますわよ！　えーい！」

　悲鳴のような叫び声を轟とどろかせるや否いなや、日輪さんはその場でスカートを思い切りめくり上げた。

「はン！　今更パンツを見せられた程度で──何ィ!?」

　スカートの下にあったのはパンツ……ではなかった。

　そこには、何も存在していなかった。

　純白の乙女おとめパンツも、レースのスケスケパンツも、穴だらけのドスケベパンツも、何も存在していなかった。

　……ここまで言えばもうお分かりであろう。




　彼女は、ノーパンだった。




「……我が人生に、一片の悔くいなし……ッ！」

　バヂバヂバヂィィッ！　僕を焼き尽つくす鋭するどい電でん撃げき。

　突とつ然ぜんの事態に驚おどろいたのか、日輪さんは慌あわてて後ろに下がった。

「しょ、庶しよ民みん!?」

「ひ、日輪さん……」

「な、何ですのっ？　ダメ元でパンツを見せただけですのに、どうしてそこまでのオーバーリアクションを!?」

「ひ、日輪さんは、綺き麗れいに処理する派、なんだな……」

「きれいに、しょりする……？」

　薄うすれゆく視界の中、日輪さんがスカートの中を確認するのが分かった。

「……………………キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!!!」




　日輪花蓮、興奮度四十。

　うっかりからのラッキースケベ発動により、余よ裕ゆうで合格点獲得。




　　　　★★★




　意識回復と輸血を終わらせた後、僕は何十人ものお嬢様たちによるエロアプローチを一身に受け止めていた。

「も、もう電撃は勘かん弁べんしてくらはい……」

「よくもまああれだけ連続して興奮できるものだな。逆に感心するぞ」

　ミニテストの合間を縫ぬって挟はさまれた休きゆう憩けい時間。栄養ドリンクの差し入れを持ってきてくれた凜子先生は扉とびらを背に斜ななめ立ちしつつ、僕に向かって露ろ骨こつに肩かたを竦すくめた。

　僕は煤すすだらけの制服を手で払はらいながら、

「僕はエロにおいては超ちよう雑食なので。ロリでもショタでも人妻でも熟女でもそれがエロけりゃ数秒足らずで興奮できますよ！」

「お前に魅み了りよう体質が効き難にくい理由が分かった気がするよ」

　守しゆ備び範はん囲いの広さをおっぱいで褒ほめてもらえると思ったら汚お物ぶつを見るような目を向けられてしまった。解げせぬ。

　凜子先生は腕うで時ど計けいで時間を確かめながら、

「次の生徒でミニテストは終しゆう了りようだが、準備の方は大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「あ、はい。電撃は勘弁ですが、いつでも興奮できます！」

「股こ間かんを突つき出しながら笑顔を浮かべるんじゃない。セクハラで通報されたいのか」

「数多あまたのお嬢様方からセクハラ三ざん昧まいを受けている僕にそれを言いますか」

「そうは言いつつ役得だと思っているんだろう？」

「なななななな何を馬ば鹿かななななななえへえへへ」

「世間にバレたら大問題だが、誰だれの目にも届かないところで関係者全員の了りよう承しようを得ていれば何も問題はない。もし何かあったときは私や理事長たちのテクと権力を駆く使しして全力でもみ消すだけだ」

「僕はただの庶民なんで今の言葉は聞かなかったことにしますね」

　権力関係の話に首を突っ込こんだら痛い目を見るって洋画やドラマで学んだんだ。好こう奇き心しんは猫ねこをも殺すとも言いますしね、ええ。

「……ああ、最後に一つだけ」

「うん？」

　扉に手をかけ、こちらに背を向けると同時に凜子先生はやけに真ま面じ目めな声色で言う。

「残りの受験者についてだが、情に流されず、ちゃんと公正な判断をするようにな」

「そもそも人を選んで興奮してる訳じゃないんですけど……」

「なら良い。……だが、お前が一人の生徒だけを優ゆう遇ぐうしてしまったら、試験の公平性が保たれなくなってしまうからな。冗じよう談だんではなく、本気で気を付けろ。良いな？」

「り、了りよう解かいです」

「返事は元気良く、だ」

　そう言い残し、凜子先生は実習室から出て行った。

　そして、彼女と入れ替かわる形で、最後の受験者である目め隠かくれ巨きよ乳にゆうの女子生徒が入室してきた。

「よっす神楽坂さん。待ちに待ったミニテストの時間だぜ」

「凜子先生と何を話していたの？」

「ちゃんと男性教材としての仕事を全まつとうしないと痛い目見せるぞ、って脅おどされたんだよ」

「そうなんだ」

　後ろ手で扉を閉め、数歩こちらに近づく神楽坂さん。両手を胸元で握にぎり、心配そうに視線を彷徨さまよわせる姿を見るに、かなり緊きん張ちようしているようだった。

「大丈夫か？」

「ん。ただ、私のせいで東条くんが苦しむんじゃないかって、少し心配」

「ああ、電撃のこと心配してくれてんのか。ありがとな」

　神楽坂さんの優しさに全俺が泣いた。

「でも、大丈夫だ。こういうのは慣れっこだからな。だから君は合格することだけを考えていれば良い」

「うん……」

　僕の激げき励れいを受けても尚なお、彼女の顔色は優れなかった。

「もしかして、合格点を取れるか心配か？」

「……うん。今までずっと赤点続きだったから」

　たった一度の失敗であればそこまで気にもならなかっただろう。

　しかし、彼女は僕と出会うまでずっとエロ実技の試験でミスを繰くり返してきている。

　努力が実らないことへの恐きよう怖ふ、

　父親をがっかりさせてしまうことへの不安、

　そして他の生徒と差が開いていく現実への絶望。

　それらはトラウマという名の刃やいばとなって、彼女の心に深く突き刺ささっている。不安に押し潰つぶされそうになるのも無理はない。

「試験本番前のリハーサルだと思って気楽にやればいいよ。緊張しちまってたら逆に何もできなくなっちまうしな」

「……うん」

「自分の頑がん張ばりを信じてあげよう。大丈夫。神楽坂さんならできるよ」

「……ありがとう」

　にへら、と頬ほおを緩ゆるませる神楽坂さん。うむ、やっぱり美少女には笑顔が似合うな。

「よーっし、じゃあ本日最後のミニテストを始めるとしよう。制限時間は三十秒。準備は良いか？」

「ん、頑張る」

「それじゃあいくぞー。──スタート」

　ピピッ、とタイマーが淡あわく発光し、カウントダウンが開始された。

「教えられた通りに……頑張りを信じて……」

　自分に暗示をかけるようにブツブツ呟つぶやきを洩もらしながら、神楽坂さんは服を脱ぬぎ始める。僕からの教え通りにゆっくりねっとりと脱だつ衣いしていく姿はとても魅み力りよく的だが……

（まずいな。脱衣に夢中になるあまり、完全に時間のことを忘れている）

　失敗しないように、完かん璧ぺきにこなせるように、と考えるあまり周りが見えなくなっている。このままではまともなアプローチを仕し掛かける前に試験時間が終了してしまうだろう。

　……仕方がない。

「こほんっ」

「？　……っ!?」

　僕のわざとらしい咳せき払ばらいの真意を一いつ瞬しゆんで汲くみ取った神楽坂さんは慌てて服を脱ぎ、数秒足らずで下着姿になる。残り時間は十五秒。さあ、ここからどう攻せめてくるのか……。

「東条くんに服を脱がせてもらう……？　違ちがう、自分で動かないと……そ、そうだ、羞しゆう恥ち心しんを使えば……」

　両手を後ろに組み、あられもない己の姿を全て曝さらけ出す。求められるがままに視線を集中させると、彼女の頬が仄ほのかに朱しゆに染まった。

　羞恥心を即そく座ざに引き出せたのは高ポイントだ。

　だが、それだけじゃ何も意味がない。

　そもそもこれは彼女が僕を誘ゆう惑わくするテストなのだ。羞恥心を使った受け身の戦法は、そもそも場ば違ちがいでしかない。

「…………」

　横目でタイマーを見やる。光の明めい滅めつと共に減っていく秒数。──残り時間は十秒を切っていた。

「あ、あれ……？　誘惑、できていない……む、胸を押し付ければ……で、でも、以前の試験でそれは失敗しちゃったから別の方法を……東条くんに教わってないことをするべきじゃあない……？　う、ううううううううう」

　混乱のあまり過去の失敗が脳内に蘇よみがえったのか、神楽坂さんは頭を抱かかえてその場に立ち尽くしてしまっていた。

「ま、待って。東条くん……こ、これで、お願い。興奮して……」

　僕の腕うでを掴つかみ、己の胸に押し付ける。柔やわらかな脂し肪ぼうに五指が包み込まれる感覚は中々の快感ではあるものの、大興奮とまではいかない。これが転入前の僕だったらまた話は違うのだろうが、残念ながら今の僕はおっぱいの感かん触しよくに少なからず慣れてしまっている。

「ど、どうして……」

　彼女の顔色が見る見るうちに蒼そう白はくになっていく。

　そして無情にも、試験時間終了を知らせるアラームが室内に鳴り響ひびいた。

「……そん、な……」

　下着姿のまま、神楽坂さんはその場に膝ひざから崩くずれ落ちる。

「…………」

　神楽坂さんはあまりの絶望に涙なみだを流すこともできず、見開いた目でただただ床ゆかを見つめていた。




　神楽坂流南、興奮度十八。

　試験時間超ちよう過かにより、合格点獲かく得とくならず。




　　　　★★★




　結局、神楽坂さんだけが合格点を獲得することができなかった。

　その現実は彼女の精神にかなりのダメージを与あたえたのか、試験が終了するとすぐに神楽坂さんは教室から姿を消してしまった。

「出席にしておいてやるから神楽坂を探してこい」

　そう言って凜子先生に送り出された僕は校内を駆かけ回ること十数分、屋上で黄昏たそがれる目隠れ美少女を発見することに成功していた。

「神楽坂さん」

「……東条、くん……？」

　彼女の瞼まぶたは真っ赤に腫はれていた。

　彼女の唇くちびるには歯形がくっきり刻まれていた。

「ごめん、なさい……東条くんに色々教えてもらったのに、何もできなくて……私だけ、合格できなかった……ごめんなさい……ごめん、なさい……っ！」

　どんな言葉をかけてやればいいのか分からなかった。

　彼女だけが悪い訳じゃない。基本的なことしか教えられていない状態で応用力が試されるミニテストイベントが発生してしまったこと、そして何よりそれを予見できなかった僕にもかなりの否がある。

　でも、謝れば彼女が納得するのか？

　彼女が求めている答えを返せば、それで良いのか？

　いや、違う。

　何が悪かったのか、何をどうすれば良かったのかをきっちり伝えて、本番で同じ失敗をしないように導くことこそが、今、僕がやるべきことなのだ。

「……今回の敗因は、教えられたことを教えられた通りにやったからだと思う」

「っ」

「恥はずかしがりながら服を脱いでたのは確かにエロかった。……でも、今回のミニテストにおいてその選せん択たくはアウトだった。時と場合に適した行動を起こさないと、いくらそれ単体がエロくても意味はなくなっちまうんだ」

　雪山でビキニを着たってエロいとは思わないし、逆に夏のビーチでスキーウェアを着てても暑苦しいとしか思えない。攻めてほしい時に受け身の姿勢を見せられたら困こん惑わくするしかなくなるし、逆に攻めたい時にぐいぐい来られたら興奮よりも先に嫌いや気けが差してしまうだろう。

　大切なのはＴＰＯ。

　エロい行動を取れば良い、というのは素人しろうとの考えでしかない。

「基本だけじゃなく、もっと応用についても教えておくべきだった。服の脱ぎ方、服の脱がされ方みたいなことしか教えられてないのに、本番で教えられていないことをやれと言われても無理な話だよな。本当にごめん」

「と、東条くんが謝るようなことじゃない。むしろ、頼たよりっぱなしだった私にこそ問題がある。東条くんは、本当に良くしてくれている……だから、謝らないでほしい」

「そっか。じゃあ今の謝罪は無しってことで」

[image: ]

「…………もっと、こう、躊躇ためらい、とか……」

「あはは。わざとだよ、わざと。でも、僕が虚きよを突ついたおかげで少しは悲しみも和やわらいだだろ？」

　はっ、と神楽坂さんは目を見開く。

「……東条くんには敵わない」

「そんなこたぁない。今回のことは僕の力不足でもあるしな」

　彼女の頭に手を置き、紙を梳すくようにゆっくり優しく撫なで回す。

「だから、今回のことは二人の反省にしよう。んで、今回の反省を生かして、本番で上手くできるようにまたいっぱい練習しよう。大だい丈じよう夫ぶ。次こそ絶対に僕が合格させてあげるから」

「東条くん……」

　視線を彷徨さまよわせ、頬を朱あかく染め、そして照れ隠かくしのつもりなのか、神楽坂さんは僕に勢い良く抱だき着いてきた。

「うん、頑張る。だから、よろしくお願いします……っ！」

「おう。こちらこそよろしくお願いします」

　巨きよ乳にゆうの感触に鼻の下が伸のびそうになるが、僕はＴＰＯを弁えているので全力で我が慢まんした。







[image: 第四章｜バブみを感じてオギャった時、僕達は真の男になれる。]




　神楽かぐら坂ざかさんと覚かく悟ごを新たにした翌日の放課後。

　神楽坂家別べつ邸ていにある大浴場で僕はアツく燃えていた。

「という訳で、中間試験に向けて緊きん急きゆう特別大規模エロ育成を始めたいと思います！」

「どんどんぱふぱふー」

　僕に教えられた通りの相あい槌づちを打つ神楽坂さんにサムズアップし、そして彼女の隣となりで本気で嫌いやそうな表情を浮うかべているツインテ爆ばく乳にゆうお嬢じよう様にとびっきりのウィンクをプレゼントフォー・ユーする。

「そーしーてー……今回は特別ゲストとして日ひの輪わ花か蓮れんさんに来ていただきましたーっ！　今日からよろしくな、日輪さん！」

「…………いきなり呼び出されたかと思ったらマジで何なんですのこれ。というか、どうしてビキニなんか着せられていますのわたくし」

「何言ってんだ。制服のままだったら濡ぬれちまうだろ」

「そもそもどうしてビキニで大浴場にいるのかを説明してほしいのですけれどっ!?」

　漆しつ黒こくのビキニに身を包んだ超ちよう絶ぜつセクシー日輪お嬢様は今にも零こぼれてしまいそうな爆乳を両手で抱えながら、額にビキリと青筋を浮かべる。

　日輪さんと色いろ違ちがいの青ビキニ姿の神楽坂さんは相変わらずの据すわった目つきを爆乳お嬢様に送りながら、

「花蓮と私はエロ育成の生徒仲間。仲間ができて私は嬉うれしい。一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

「あまりにも現状が阿あ呆ほらしすぎてわたくし頭が痛くなってきましたわ……」

　対照的な態度をとるお嬢様コンビ。どうでもいいけど決けつ壊かいしそうなおっぱいって超ちようエロいよね。

　やけに豪ごう奢しやな大浴場のど真ん中で、ブーメランパンツ一丁の僕は事前に用意していた伊達だてメガネを光らせる。

「もう中間試験まで時間もあまりないし、今日から授業内容の密度をガンガン上げていこうと思う！　つー訳で……はい、教科書」

「デジタルの時代に教科書とか……湿しつ気けでふやけてしまいますわ……」

「はいそこグチグチ文句言わない！　先生が夜なべして作った大事な教科書なんですからちゃんと丁てい寧ねいに扱あつかうように！」

「こ、この分厚い教科書を一人で作ったんですの!?」

「僕はエロに対しては絶対に妥だ協きようしない男だからな」

「凄すごい……」

　日輪さんと神楽坂さんの驚おどろき顔にちょっとした満足感を覚える。うん、徹てつ夜やした甲か斐いはあったというものだ。

「この教科書には僕が今までの人生で学んできたエロ知識の全てが記されている。言うなれば、瑞みず希きズエロティシズムブックだな。言いにくかったらエロ聖書と呼んでくれてもいいぞ」

「それ本当に大丈夫ですの？」

「大丈夫だ著作権には違い反はんしていない」

「そういう意味じゃありませんの」

「細かいことはいいんだよ。とにかく、今後はこの教科書を使ってエロ育成を行っていこうと思うからそのつもりで。中間試験……いや、卒業までの付き合いになるものだから、なくしたりするんじゃないぞ？　先生、もう完かん徹てつとかしたくありませんからね。ぷんぷん」

「わ、分かった。善処する……！」

　ふんすとやる気を見せる神楽坂さんに苦笑しつつ、教科書を開く。

「時間にも限りがあるし、早速授業を始めよう。とりあえず二ページを開いてくれ」

「二ページを、開く……」

　二人はその場に座り込み、指定されたページを開く。全体的にピンク色に染まったそのページの一行目には、派手なフォントでこう書かれていた。




『おっぱいの魅み力りよくについて知ろう』




「………………………………………………………………………………庶しよ民みん？」

「何だ？　何かおかしなことでも書いてあるか？」

「………………………………………………………………………………何でもありませんわ」

　僕の穢けがれ一つない素敵な笑顔を前に日輪さんは口を噤つぐむしかなくなっていた。ツッコミを入れたいんだろうが、先生そういうのは許しませんからね。ボケ倒たおさないと後々死にたくなるの先生よく分かってますからね。

「そこに書かれてる通り今回はおっぱいの魅力についての授業を行っていく訳だが……まずはその前に一つ、二人に聞きたいことがある」

「「[image: ぎもんふ]」」

「二人にとって、おっぱいとは何だ？」

「身体からだの一部」

「生まれついたもの」

「いや、そういう答えは求めてないんだが」

　質問の仕方が間ま違ちがっていたかな[image: ぎもんふ]

「それじゃあ聞き方を変えよう。二人はおっぱいのどのあたりにエロさを感じる？」

「……大きさ？」

「形？」

「……………………はあーっ」

　僕は露ろ骨こつに溜ため息いきを吐ついて呆あきれ返り、教科書をゆっくりと閉じると、肩かたを竦すくめながら休きゆう憩けいのジェスチャーを取る。

「本日の授業は以上です」

「「まだ始まったばっかりなのに!?」」

　大浴場から去ろうとする僕を二人は慌あわてて引き止める。

「いやいやいや、このトラップはあまりにも回かい避ひ不能が過ぎるのではなくて!?」

「君はおっぱいのエロさを何も分かっちゃいない。そんなんだから本物の男を相手にしただけで何もできなくなっちまうんだよ。本当にやる気あんの？」

「何な故ぜわたくしは正面切ってメッタメタに罵ば倒とうされてますの……？」

　悪ノリしてちょっと言いすぎてしまったことについてはこの際無視しておくとしよう。

　出口に向けていた身体を彼女たちの方に振ふり返らせ、溜息を洩らす。

「いいか？　おっぱいのエロさはガワだけで決まる訳じゃねえんだ」

「でも、東とう条じようくんはいつも大きいおっぱいが好きって言ってるような……」

「前言撤てつ回かい。大きいおっぱいはもうそれだけでエロいが、何も大きさだけが大事って訳じゃねえんだ」

「大きいおっぱいが好きなのは否定しないんですのね……」

「大きいおっぱいが嫌きらいな男なんてこの世にはいないからな。因ちなみに、前にも言ったが、僕は小さいおっぱいもイケるクチだ。というかそれがおっぱいなら何でもイケるクチだ」

「「…………」」

　二人は全力で「この男は何を言っているんだろう」という顔をしていた。

「東条くん、質問」

「はい、神楽坂さん」

「どうして男の人はおっぱいをえっちと思うの？　こんなの、ただの脂し肪ぼうの塊かたまりでしかないのに」

「それは違ちがうぞ！」

「ヒェッ」

　僕がずずいっと食い気味で詰つめ寄ると、神楽坂さんは短く悲鳴を上げた。

「確かに医学的に見れば、おっぱいはただの脂肪の塊かもしれない……だが、僕たち男からしてみれば、おっぱいには夢と希望、そして圧あつ倒とう的な母性が詰まっている最高にえちえちな存在なんだ！」

「夢と希望はともかくとして、母性って……？」

「おっぱいに包まれた時、僕たち男は一人残らず、全てをかなぐり捨て、おっぱいに身を任せ、ばぶうばぶうとおしゃぶりを咥くわえるしかできない赤ちゃんになっちまうんだ。それ程までの母性が、おっぱいには詰まっているんだよ」

「あ、赤ちゃん……？」

「おっぱいを揉もんでいる時、男は理性を失う。乳首を吸っている時、男は生まれたばかりの赤ちゃんになる。おっぱいに包まれている時、男はもう一生ココで暮らしたいと感謝の涙なみだをこぼす……僕たち男はな、おっぱいに触ふれている時、本当の自分をさらけ出すことができるんだ！　いわば、おっぱいとは男をあるべき姿に戻もどすアルテマウェポンなんだ！」

「どうして警察はこの男を野放しにしているんですの？」

　おっといけないいけない。興奮のあまり犯罪者扱いされるところだった。

「……でも、それなら、やっぱり大きければ大きい方が良いのでは？」

「それは違うぞ、日輪さん」

　僕はズアッ！　と変なポーズをとると、




「究極のおっぱいに必要なのは大きさではなく、圧倒的な母性なのだッッッ！」




「………………………………………………………………………………へー」

「ちょっと日輪さんその心底どうでも良さそうな顔やめろよ！　本当に大事なことだから！　おっぱいの魅力についての知識が増えれば、おっぱいのエロさを自由自在に操ることができるはずだから！　それに、おっぱいのエロさを理解することは男を理解することにも繋つながるから！　だからほら、もっとおっぱいに興味持って！　心をおっぱいに摺すり寄せて！　僕たちのこのおっぱい道はまだ始まったばかりだから！」

「………………………………………………………………………………へー」

　日輪さんの目が死んでいた。

「……東条くんは」

「うん？」

「東条くんは、私のおっぱいの魅力が更さらに上がれば、私のことを今よりももっとえっちに思ってくれる？」

「もちろん。君のおっぱいは今でもとても魅力的だが、もっとエッチになってくれるならこんなに嬉しいことはないよ」

「……分かった。それなら、頑張る」

　神楽坂さんは教科書に目を落とすと、

「ええと、つまり……母性が大きいおっぱいほどえっちなの？」

「母性こそがえっちに直結するとは一いち概がいには言えないが、多くの男は母性、つまりは包容力のあるおっぱいこそがえっちだと思っている」

　僕は教科書の角で肩を軽く叩たたきながら、

「……だが、母性ってのは何もおっぱいだけで決まるようなものじゃねえ。そのおっぱいの持ち主の人となりとおっぱいの形状が合わさった結果こそが、えっちな母性なんだからな」

「……じゃあ、貧乳でもえっちに思われたりするの？」

「当然だ。人となりが母性特化で包容力が半はん端ぱない貧乳なら、そのエロさは想像を絶するほどの破は壊かい力を持つ」

「破壊力」

「おっぱいの大きさだけじゃない。かといって母性の大きさだけでもいけない。大事なのはバランスだ。おっぱいによる母性と精神面での母性を駆く使しし、どれだけの包容力を生み出せるか……これこそが、おっぱいの魅力を最大限に引き出す方法なんだよ」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎり、僕は叫さけぶ。




「おっぱいの大きさと母性の大きさが合わさり、最強に見えるおっぱい！　これこそが男たちが求める最強のエロおっぱい……そして、君たちにこれから目指してもらいたい究極のおっぱいなんだッッ！」




「あの、わたくしは別におっぱいの扱いに困っている訳ではないのですが……」

「爆ばく乳にゆうを押し付けるだけの一点張りで男なんて落とせねえぞ？」

「わたくしこの授業頑がん張ばりますわ！」

　チョロお嬢じよう様は本当に扱いやすいなあ。

　教科書に描えがかれたおっぱいのイラストを指差しながら、神楽坂さんは首を傾かしげる。

「つまり、私はこれから母性を強める練習をしていけばいいの？」

「その通りだ」

「でも、母性なんてどうやって鍛きたえるの？　胸の大きさにはそこそこ自信あるけど、母性と言われてもピンとこない……」

「それについてだが、参考書の次のページを捲めくって欲しい」

「次の、ページ……」

　二人は言われた通りに教科書を捲る。




『バブみについて学ぼう』




「…………バブみ？」

「別名『シャ〇・アズナブルが好きなもの』とも言うな」

「それは流石さすがに怒おこられそうだからやめた方が良いと思いますわ……」

　まさかこのネタが通じるとは。意外にも日輪さんはオタク趣しゆ味みに明るいのかもしれない。

　おしゃぶりを咥えたおじさんが、爆乳の美女に膝ひざ枕まくらされながら恍こう惚こつとした表情を浮うかべているイラストを怯おびえたように見つめながら、神楽坂さんは声を震ふるわせる。

「えっと、それで、バブみって……？」

「世話焼き、庇ひ護ご力、包容力に長たけているなど、強い母性を見み出いだせる相手に対して用いる言葉。主に『バブみがある』などのように用いるが、上級者になると『バブみを感じてオギャりたい』という使い方をすることもある」

「何て？？？？」

「要するに、男を赤ちゃんにしてくれる女性に使う言葉だ」

「がっつり要約されると狂きよう気きしか感じませんわね……」

「バブみは凄すごいんだぞ。どんなに屈くつ強きような男もバブみを前にしたら、おしゃぶりを咥えてだらしない表情で『ままぁ……』って呟つぶやくしかできなくなっちまうんだからな」

「…………」

「……………………うえっぷ」

　胃の奥から吐はき気けが込み上げてきたのか、日輪さんはふいに口を押さえた。

「何を想像しちゃったんだよ」

「赤ん坊ぼうの格好をしたお父様がお母様に甘える絵面をちょっと……」

「…………」

　悪夢のようなイメージだった。

「ま、まあ、それはさておき、君たちにはこれからバブみについて完全に理解してもらい、そして実際に僕をオギャらせられるようになってもらおうと思う」

「聞き間ま違ちがいかしら。もう一度言ってくださる？」

「君たちにはこれからバブみについて完全に理解してもらい、そして実際に僕をオギャらせられるようになってもらおうと思う」

「……オギャるとは？」

「赤ん坊みたいな状態になるってことだな」

「……とにかく、私が東条くんをオギャ……らせられるようになればいいの？」

「つまるところはそういうことだ。言っておくが、僕は僕をオギャらせてくれる人にはめっぽう弱いぞ？　それはもう全てをかなぐり捨ててばぶばぶあうあーって涎よだれを垂らしちまうぐらいには僕はバブみに弱い自信がある」

「クラスメイトから衝しよう撃げきの事実を告げられたわたくしの気持ちにもなって欲しいですわ」

「ちなみに、現段階で僕を最もオギャらせたのは実妹だ」

「闇やみが深い話をするのやめてくださる？」

「僕の妹は凄いんだぞ。あいつの持つバブみはそんじょそこらの自じ称しようママとは次元が違う。あいつこそが真のママ──シスターママだ」

「言語が盛大にバグっているのですけれど」

「しかし、ここにアイツはいないしな……あー、どこかにバブみに溢あふれる有能な人材はいないかなあー！」

「お呼びでしょうか、瑞希様」

　物音一つ立てずに、まるでテレポートしたかのように、突とつ然ぜん僕たちの目の前に巨きよ乳にゆう美少女メイドが現れた。

「え、どこから湧わいたんすか」

「それはもちろん、企き業ぎよう秘密です」

　唇くちびるに人差し指を当て、柔にゆう和わに微笑ほほえむ鈴すず蘭らんさん。一切の隙すきも見せない完かん璧ぺきな美少女メイドの姿がそこにはあった。

「それで、私に何か御ご用ようでしょうか、瑞希様？」

「バブみに溢れる有能な人材はいないかなって呟いただけなんだが……一いつ瞬しゆんで現れたところを見るに、鈴蘭さん、あなた実はかなりのバブリストだったりします？」

「フッ……バレてしまっては仕方がありません。実は私、こう見えて百ひやく戦せん錬れん磨まのバブリストなのです」

「バブリストって何なんですの？」

「ひゃ、百戦錬磨のバブリスト……その腕うで前まえ、ちょっと僕に見せてもらっても？」

「ええ、喜んで。この鈴蘭、流る南な様のエロ育成のためにちょうどオギャ肌はだ脱ぬごうと思っていたところです」

　直後。

　鈴蘭さんは、ばさあっ！　とメイド服からビキニ姿への瞬しゆん間かんコスチュームチェンジを披ひ露ろうした。

「ほう……これはまた想像以上に素晴らしいオギャ肌脱ぎだ……」

「恐きよう縮しゆくです」

「ねえオギャ肌って何ですの？」

「では、ご注文通り、これより瑞希様にバブみを与あたえさせていただきます」

　そう言うと、鈴蘭さんはどこからともなく取り出したビニールベッドを床ゆかに敷しき、その上に横座りした。

「そのビニールベッドどこから取り出しましたの？」

「企業秘密です」

「鈴蘭には秘密がいっぱい……凄い……」

「そしてどうしてあなたは目を輝かがやかせていますの？」

　日輪さんが何か言っていたが、誰だれも反応しなかった。

　鈴蘭さんは自分の太ももをぺちぺち叩きながら、

「瑞希様。まずは膝枕を」

「おう」

　躊躇ためらうことなく彼女の太ももに頭を乗せ──ようとしたところで、日輪さんから待ったが入った。

「庶しよ民みん。あなた、電でん撃げきは大だい丈じよう夫ぶなんですの？」

「確かに。ここは水場だし、やめておいた方が……」

　不安そうな表情を浮かべる二人に、僕は吐と息いきを零こぼす。

「フッ……君たちの心配は御ご尤もつともだけど、大丈夫だ」

「前回みたいなお間ま抜ぬけ方法ではどうしようもないんですのよ？」

「日輪さんって結構グサグサ刺さしてくるよね」

　僕はベッドの上に横たわりながら、

「電撃対策はまだ見つかってないけど……でも、だからといって、それが鈴蘭さんの太ももを諦あきらめる理由にはならないだろう？」

「本気で心配したわたくしがバカでしたわそのまま息絶えなさいな」

「東条くんは一度死ぬほど痛い目を見た方が良いと思う」

「フフッ。瑞希様は愛されていますね」

「真顔で死ねって言われてるのに？」

　僕の知ってる愛情表現とかなーり違ちがうんですけど。

　静かに涙なみだを流す僕の頬ほおを優しく摩さすりながら、鈴蘭さんは微笑みを零す。

「いつもならここで頭を撫なでるところですが、今回はおっぱいについての授業ということですので、殿との方がたが最もオギャりやすい必殺技──ふとももおっぱいサンドをお二方に披露しようと思います。よく見ておいてくださいね」

「ふ、太ももおっぱいサンドだと……!?　くっ、すまねえ二人とも。僕はこれから君たちにかなーり情けない姿を見せることになっちまうかもしんねえ……っ！」

「もう充じゆう分ぶんすぎるぐらい情けない姿を見せられてるから手て遅おくれですわよ」

　鈴蘭さんはどこからともなく耳かきを取り出すと、

「では瑞希様。僭せん越えつながら、この私が瑞希様のお顔をサンドさせて頂きます。繊せん細さいな作業となりますので、決して動かないでくださいね？」

「おう！　任せごぎゅばあ!?」

　ついいつもの癖くせで返事と同時に上げてしまった僕の顔を、鈴蘭さんは力いっぱい押さえつけた。ぎゅ、ぎゅるじい……。

「動くなと言いましたよね？」

「ご、ごべんなざい……」

「ふふっ、瑞希様はいい子ですね。よしよーし」

「…………ふへっ」

「「…………うわぁ」」

　視界の外にいるから分からないが、多分今、二人は路ろ傍ぼうの石を見るかの如ごとき冷たい瞳ひとみを向けていることだろう。

　クラスメイトに軽けい蔑べつされる僕の頭を撫でながら、鈴蘭さんは笑みを零す。

「良い子の瑞希様はおっぱいが欲しいですか？」

「おっぱいはほしい、けどぉ……二人が見てるしぃ、こういうのってやっぱりいけないことっていうかぁ」

「何ですのこの茶番」

「遠えん慮りよすることはないのですよ、瑞希様。今の私は瑞希様の専属メイドです。瑞希様が欲しいと言うのなら、この鈴蘭、存分におっぱいで甘えさせてあげる所存です」

「まーぁ？　あなたがそこまで言うんならぁ、やぶさかじゃないっていうかぁ？」

「何ですのこのキモイ茶番」

「ふふっ、ありがとうございます。では、おっぱいで瑞希様にご奉ほう仕しさせて頂きますね」

「さあ、こいっ！」

「いきますよー……えやっ」

「ふぶっ」

　鈴蘭さんの巨乳が僕の顔面に押し付けられた。

「んっ……」

　僕の鼻息がくすぐったいのか、鈴蘭さんの口から吐息が洩もれる。

「ふがふがふがふが（気持ち良過ぎて死にそう）」

　生ではなく水着越しなので、胸の柔やわらかさは半分ぐらいしか伝わってきていないはずだ。……しかし、彼女が放つフローラルな香かおりと、美少女のおっぱいと太ももに挟はさまれているというこの状じよう況きようが圧あつ倒とう的なまでの興奮を与えてきていた。ついでに電撃が僕の身体からだを焼き尽つくしていたが、鈴蘭さんのおっぱいのおかげであまり気にならなかった。




　ピピッ。

『現在ノ興奮度、六十三。対象、鈴蘭』




「凄すごい……見たこともない高得点……」

　視界の外で神楽坂さんが驚おどろく中、鈴蘭さんは僕をサンドしたまま、僕の頭を優しく撫で回す。

「瑞希様ー？　私のおっぱいはどうですかー？」

「ふぁいふぉうふぇふぁふう（最高でばぶう）」

「ふふっ。それは良かったです♪」

「すぅ──────……はぁ──────……」

「もう、瑞希様ったら。そんなに匂においを嗅かがれたら恥はずかしいです」

「すぅ──────……すぅ──────……すぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

「もう、瑞希様ったら。そんなに吸われたらおっぱいがとれてしまいます」

「すぅうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう」

「ストップ・ザ・庶民。その吸引量は命に関わりますわ」

　日輪さんに引っ張られるがままに鈴蘭さんのおっぱいから顔を上げる。

「……あへえ」

　多分今、僕は世界で一番情けない顔をしている。

「凄い……でも、これ、オギャるとは何か違うような……」

「殿方という生き物はオギャるとアヘ顔になってしまうものなんです」

「知りたくもなかった事実が次から次へと……」

　鈴蘭さんは僕の頬を撫でながら、神楽坂さんたちの方に視線をやる。

「では、次はお二人の番ですね」

「……見た目は阿あ呆ほうの極みでしたが、今の技がかなりの高等技術であることは疑う余地もありません。わたくしたちに本当に同じことができるのかしら……」

「大丈夫です。私などよりもお二人の方がよっぽど瑞希様をオギャらせられますよ」

「でも、私、母性とかよく分からないから……」

「心配すんなって、二人とも。最初からできなくたって、徐じよ々じよに覚えていけばいい。なんてったってこれはエロ育成だからな。君たちが僕を完全にオギャらせることができるまで、何度も練習すりゃあいいんだ」

「庶民……」

「東条くん……」

「だから、臆おくさずに挑ちよう戦せんしてみよう。失敗したからって死ぬ訳じゃねえんだしさ」

「……分かった。やれるだけ、やってみる」

「まあ、せっかく特訓の場を用意してもらったんですし、何もせずにいる訳にもいきませんしね」

　顔を見合わせ、クスリと笑い合う二人。

　そんな二人に僕はとびっきりの笑顔を向けながら、




「じゃあ、二人には全ぜん裸らになってもらおうかな」




「は？」

「全裸？　私たちが？　どうして？」

「水着を着ているのですからわざわざ裸はだかになる必要なんてないのでは？」

「何を言ってんだ。大アリだよ」
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　目を白黒させる二人に対し、僕は微笑ほほえみを崩くずさぬまま、

「生のおっぱいと水着越ごしのおっぱいではその感かん触しよくに大きく差が出る。鈴蘭さんは歴戦のバブリストだから水着を着たままでも僕をオギャらせることができたが、二人はまだ初心者バブリストなんだ」

「初心者バブリストって何ですの？」

「初心者バブリストなんだから、まずは効果が最大限発揮できる格好になるのは当然だろう？　だから、ほら、早く全裸になってなって。ほら早く！」

「わ、分かりましたわよ！　脱ぬげば良いのでしょう脱げば!?」

　僕の勢いに圧おされるがままに二人は渋しぶ々しぶといった様子で水着を脱ぎ始める。

　──一分後。

「うう……やはり殿方に裸を見られるのは慣れませんわ……」

「……少し、恥ずかしい」

「お、おおおすげえええ……神楽坂さんと日輪さんの生おっぱいが目の前に……っ！」

「素晴らしい光景ですね（パシャパシャ）」

「いやあなた何してますの!?」

「流南お嬢じよう様の成長したお姿を写真に収めているのです。ついでに花蓮様のも」

「わたくしをオマケ扱あつかいとは良い度胸ですわねこの駄だメイド……ッ！」

　今にも噴ふん火かしてしまいそうな程に顔を赤らめる日輪さん。よっぽど恥ずかしいのか目め尻じりには涙が浮うかんでいた。

　大きさに差はあれど、年相応に張りのある、豊満な乳ち房ぶさ。その頂いただきでツンと立った乳首は彼女たちが緊きん張ちようしていることを顕けん著ちよに表している。

「割と見慣れたっちゃあ見慣れたけど、やっぱりエロいなあ……うん、エロい。超ちようエロい」

「そんなにじろじろ見られると恥ずかしい……」

「素晴らしい照れ顔です流南様。もっとこちらに視線ください」

「誰だれかこの駄メイドを叩たたき出しなさい」

　この人こんなにノリ良かったっけ？　もっとこう、真ま面じ目めな人じゃなかったっけ。……いや、出会った当初から割とこんなんだったわ。最近大人しかったから記き憶おくが改かい竄ざんされてるだけだわ。

　まあ、それはともかくとして。

「んじゃあ、早速おっぱいを応用した母性アピールを習得できるようにちょっと頑がん張ばってみようか」

「おっぱいを応用した、なんて言葉を聞いたのは生まれて初めてですわ」

　グチグチ言いつつも日輪さんはビニールベッドの傍そばにしゃがみ込む。

「さあ、とっととやりますわよ流南」

「……聞きそびれていたけれど、花蓮はどうして東条くんに協力してもらうことを選んだの？　私みたいに落ちこぼれという訳でもないのに」

「わたくしの目標は、他者のそれよりも高みに設定されていますから」

　ビニールベッドの上に寝ね転ころぶ僕の二の腕うでを恐おそる恐る突つつきながら、日輪さんは言う。

「試験に受かるのは大前提。わたくしは世界で一番魅み力りよく的な女性にならなくてはなりませんの。理事長のように魅み了りよう体質を完全に掌しよう握あくし、お爺じい様のような立派な主導者になる。そのためにこの男の協力が必要だった。……ただそれだけですわ」

「……花蓮は凄い。私は、無事に卒業することしか、今は考えられていない」

「スタートが遅おくれているのですから仕方がありませんわ。気にするだけ無む駄だですわよ」

「花蓮……」

「他人は他人、自分は自分。隣となりの芝しば生ふは青く見えるとはよく言ったものですが、今はとにかく自分の目標に集中なさいな。冷たく思われるかもしれませんが、わたくしも男性への不慣れを克こく服ふくするために必死なのであなたをフォローしている余よ裕ゆうはありませんの」

「……ん、そうだね。ありがとう、花蓮」

「礼を言われる筋合いはありませんわ。いいから、さっさとこの応用編とやらを終わらせてしまいましょう。時間もありませんし」

　今回のエロ育成に日輪さんを呼んだのは正解だったかもしれない。一応は講師という立場である僕が言うよりも、生徒という同じ立場である彼女から激げき励れいされた方が神楽坂さんにも響ひびくというもの。総理大臣の孫なだけあってかその言葉からは確固たる自信が感じ取れるし、この役どころは彼女にこそ相応ふさわしいと言えるだろう。

　……っとと、見み惚とれてる場合じゃないな。

「話は終わったか？　じゃあ、さっきの鈴蘭さんのを手本にしつつ、おっぱいによる母性アプローチを開始してくれ」

「「はいっ！」」




　　　　★★★




　神楽坂さんと日輪さんのエロ育成は何日も何日も続けられた。




「雑！　雑雑雑！　男を踏ふむ時はもっと優しく、それでいて情熱的に！　痛いだけじゃあどんなドＭもブヒブヒ鳴いてはくれねえぞ！」




「口は飲食のためだけにある訳じゃない！　口には無限の可能性がある！　咥くわえたり舐なめたり吸ったり吹ふきかけたり……君たちにベストマッチした使用法を身に着けるんだ！」




「困った時にすぐにおっぱいに頼たよろうとするな！　日常の何気ない仕草からでもエロは生まれる！　それを努ゆめ々ゆめ忘れるんじゃない！」




「応用は確固たる基き盤ばんが出来上がった者のみが手を出すことを許された領域だ！　まずは基き礎そ固めをしっかり行い、その上で技術を発展させていく！　焦あせる気持ちも分からなくはないが、今はとにかくゆっくり丁てい寧ねいに学ぶように！」




　テンションが上がり過ぎて途と中ちゆうからどこぞの鬼おに教官みたいになってしまっていたが、二人のやる気、そして鈴蘭さんの協力によりエロ育成は順調に進んでいった。

　そして、ついに中間試験前日の放課後。

　僕たちは試験前最後のエロ育成を終しゆう了りようさせたのだった。




　　　　★★★




「ふわわわぁ……にゃむにゃむ」

　エロ育成が終了した日の夜。

　僕は無事に試験前日までの特訓を乗り越こえた二人についてノートにまとめていた。

「流石さすがに眠ねむい……」

　エロ育成は平日土日関係なく毎日行われたが、教材の準備や鈴蘭さんとの打ち合わせ（彼女がサポート役を申し出てくれた）などに寝ねる間も惜おしんで駆かけ回っていたため、実は僕はほとんど寝ていなかったりする。

「うあうー……ダメだ、何にも頭に入ってこない。今日はもう寝よう……」

　ノートを閉じ、ランプを消し、ベッドへと向か──おうとしたまさにその時、何者かが僕の部屋の扉とびらをノックした。

「？？？　どうぞー」

「……お邪じや魔まします」

　やってきたのは、寝ね間ま着き姿の神楽坂さんだった。

「こんな夜よ更ふけにごめんなさい」

「別に構わねえけど……どうしたんだ？」

「明日の試験が不安で寝付けない。一いつ緒しよに寝てほしい」

「ごぼっ」

　なんか口から変な音が出た。

「……迷めい惑わく、だった？」

「い、いやいや迷惑なんてことはねえよむしろ大だい歓かん迎げいっていうかでも僕なんかと一夜を共にして大だい丈じよう夫ぶなのこれでも一応僕も年とし頃ごろの男ではあるんだけども！」

「私は東条くんのことを信用してるから」

「そ、そうか。え、えーっと、じゃあ、どうぞこちらに……」

「ん、ありがとう」

　彼女をぎこちなくベッドまで誘ゆう導どうし、二人一緒に布団の中に潜もぐり込む。

（ウワアアアアアアアアアアアアアアアアめっちゃ良い匂においするうううううううううう！）

　彼女の身体からだには何度も触ふれてきたし、至近距きよ離りまで近づくのだって何度も経験してきたが、寝る直前のこの風ふ呂ろ上がりスメルは未体験過ぎて心臓が爆ばく発はつしそ──

「はいストップ！　僕ストップ！　これ以上は電でん撃げきが来るからストップ！」

「（びくうっ）」

「あ、危ない……またビリビリされるところだった……」

「電撃ということは私に興奮してくれたの？」

「え？　そ、それは、そのう」

「私のどこに興奮したの？」

「も、黙もく秘ひ権けんを……」

「答えて」

「お風呂上がりのあなた様から漂ただよう芳ほう醇じゆんなシャンプーの香かおりにです……」

　誰か僕を殺してくれ。

「そっか。何でもエロに繋つながるんだ」

「感心しつつ僕の心にダイレクトアタック仕し掛かけてくるとか神楽坂さんかなりのやり手っすね」

「？？？」

　何でもエロく思ってしまう性せい欲よく猿ざるでごめんなさい。でも、年頃の男の子ってみんなこうなの。だから許してくださいお願いします。

「……前に話していたことなんだけど」

「うん？」

　これ以上醜しゆう態たいを晒さらさずに済むように力いっぱい太ももを抓つねっていると、顔半分まで布団に埋うまった神楽坂さんが真面目なトーンで話を始めた。

「私がみんなよりも遅れている、という話」

「……聞かれたくないことなんじゃねえの？」

「東条くんになら構わない。……ううん。東条くんには、知っておいてほしい」

　僕のシャツをぎゅっと握にぎりしめながら、彼女は続ける。

「私は生まれつき、他の人より魅了の力が強かった。本来、同じ体質を持っている人には魅了が通じないはずなんだけど、私はその当たり前を無かったことにしてしまうぐらいに強い魅了体質を生まれ持ってしまった」

　神楽坂さんは顔を伏ふせつつも、言葉を続ける。

「私たち魅了体質所有者は一いつ般ぱん的に、七歳になったら学校に通うようになる。でも、私は十二歳までずっと屋や敷しきに閉じ込められていた。だから他の人より五年分、誘ゆう惑わくの技術が足りていない」

「学校に通わなくても家で自習でも何でもできたんじゃないのか？」

「十二歳になるまで、私の魅了は常に発動し続けていたから」

「……誰だれも近づけなかったから、何も教えられなかった、と」

「知識だけはガラス越ごしに先生から教えられてきたけど……」

「技術の方は見ているだけじゃ身につかない、か」

「（こくり）」

　なるほど、だから知識と技術に大きな差ができちまっていたのか。見た目の割に時々子供っぽくなってしまうのも、人生経験の浅さが原因だろう。

「でも、そんな事情があるなら退学処分になんてしなけりゃいいのに。情状酌しやく量りようの余地はあるだろ」

「無能な人材を育て続けることほど無駄なことはないから。それに、成績不良による退学制度があるのは、どこの高校も同じ」

「それはそうかもしれないけど……」

「むしろ私は恵めぐまれている方。お父様は周囲の反対を押し切って私をここまで育ててくれたから。これ以上を望むのは、贅ぜい沢たくすぎる」

「へぇ……結構殺さつ伐ばつとしてるんだなあ」

「でも、東条くんのおかげで、このままうまくいけば退学処分にならずに済みそう。君には本当に感謝している」

「いやあ、お礼なら僕にじゃなくて、僕をこの学園に入れてくれた理事長に言ってやってよ」

「もちろんお父様には感謝しているけど、君がいなければ私は大人しく退学するしかなくなっていた。本当に、ありがとう」

「お、おう……」

　美少女から正面切って本気の感謝を向けられたことなんてほとんどないから、何だかむず痒がゆい。──だけど、不思議と悪い気分じゃない。

　神楽坂さんは僕の胸元にコツンと額を当てながら、

「でも、今までずっと失敗し続けてきたから、明日が不安。だから、何かアドバイスが欲しい」

「アドバイスねぇ……」

　ここで技術的なアドバイスをしたところでそれを練習する時間はないから、ぶっちゃけ意味はない。だからもし伝えるのならば、精神的なアドバイスこそが最適だろう。

　彼女と話している内にすっかり眠ねむ気けが吹っ飛んだ脳を働かせる。

「そうだなー……ただエロいことをしようとするんじゃなく、好きな人への恋こい心ごころを意識しながら事に及およぶと良いんじゃねえかな」

「好きな人への、恋心……？」

「恋心ってのはエロを引き立てる最高のスパイスだからな」

「ふむぅ」

　神楽坂さんは自分の顔を僕の胸元にぐりぐり押し付けると、

「恋心ってどんな気持ちなの？」

「ど、どんな気持ちときたか……」

「（じー）」

「う、うーん……とある人がいるとして、その人のことをいつもふと考えちまってたり、その人のことを思うと胸が苦しくなったりする気持ち、かな」

「なる、ほど……」

　分かっているのか分かっていないのか。こちらからは彼女の表情が窺うかがえないので、真意を確かめる術すべはない。

「好きな人を喜ばせたい、その人に自分を好きになってほしい。そんな気持ちが、君の魅み力りよくを、そしてエロさを底上げするはずだ」

「ふんふん。恋心……好きになってほしいという気持ち……」

「ま、要するに『相手に喜んでもらうためにはどうすれば良いのか』を考えるようにしろって話だよ。難しく考える必要なんてないさ」

「……ん、分かった。肝きもに銘めいじておく」

　顔を上げ、可愛かわいらしく微笑ほほえむ彼女に思わずときめいてしまうが、そんな動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように僕は枕まくら元もとにあるリモコン（部屋の照明を操作するリモコンだ）に手を伸のばした。

「ん、んじゃ、そろそろ寝ようか。明日も早いしな！」

「真っ暗は嫌いや。豆電球は残しておいてほしい」

「可愛いかよ」







[image: 第五章｜心が震えるのが恋、股間が震えるのがエロ。]




　中間試験当日。

　国語に数学、英語や日本史などの基き礎そ科目に始まり、社交学や性的知識などの筆記試験を終えた僕、日ひの輪わさん、そして海うな原ばらさんは休み時間になるや否いなや、神楽かぐら坂ざかさんの席に集まっていた。

「ま、ここまでは予定通り順調でしたわ。まーあ？　いずれこの国のトップに立つ存在であるわたくしが筆記試験如ごときで躓つまずくはずがありませんけどー？」

「はいはい。凄すごい凄ーい。東とう条じようくんは筆記試験どうだったのー？」

「まあ、ぼちぼちだな。つーかこの学園のテストちょっとレベル高すぎじゃね？　高校二年生なのに大学受験レベルの問題が出てきてめちゃくちゃ焦あせったんだけど。あんなの授業で習ったっけ？」

「ここの筆記試験は習っていないことも出題されるから」

「基礎が分かってるんだから応用ぐらいできて当然だろ、っていうのがここの共通認識だしねー」

「神楽坂さんに勉強見てもらってなかったら赤点祭りも有り得てたかもしれんね……」

　今日まで何もエロ育成ばかりしてきた訳じゃない。他の科目もあるのだから、当然、普ふ通つうの試験勉強だってこなしてきている。……でも、結構一いち夜や漬づけみたいになってしまった感があるから、次からはもっと前もって準備をしておこうと思いました。

　欠伸あくびを噛かみ殺しつつ、机を指で軽く叩たたく。

「で、実技の試験内容についてなんだけど」

「そういえば珍めずらしく、筆記試験後すぐに発表されてたねー」

「五分間アプローチ自由形」

「ただし本番行こう為い及および庶しよ民みんの股間を掴つかむのはＮＧでしたわよね」

「海原さんがやらかしてくれやがったからな……ッ！」

「なはは。先生から『直接攻こう撃げきはやめろ』って怒おこられちゃったよー……」

　お前は異性を誘惑する時に毎回毎回初手にセクハラするのか？　と青筋を浮うかべた凜りん子こ先生に海原さんがこってり絞しぼられていたのは記き憶おくに新しい。

「それと、興奮度測定器もちょっと改良されたんだっけ」

「ああ。他の機材と無線接続することによって、モニターに興奮度がグラフとして表示されるようになった。これによって、僕の興奮度がどれだけ合格点に近づいているのかがリアルタイムで視認できるようになったんだが……ねえこれ何て羞しゆう恥ちプレイ？」

「分かりやすくて良いと思うけどねー」

「ニヤニヤしながら言われても説得力ねえんだよ」

　どれだけ興奮しているのかの過程を見られるというのは、僕のマグナムがそそり立つまでの過程を衆目に晒されているようで、ぶっちゃけた話とてもとても恥はずかしい。しかも数人ならまだしも全校生徒にそれを目もく撃げきされるのだ。控ひかえめに言って、もういっそのことひと思いに殺してほしい。

　海原さんはニヤニヤを崩くずさぬまま、

「そ・れ・で♪　あたしたちの合格はキミにかかっている訳だけどー……」

「言っておくが、僕はエロに対しては絶対に妥だ協きようしないからな」

「ま、そうだよねー。最近のキミってエロに慣れてきている節があるし、今回はかなーり厳しい戦いになりそうだなー」

　度重なるエロ授業、そして神楽坂さんと日輪さんとのエロ育成により、僕は女体に対して少なからず慣れてきている。……とは言っても、おっぱいを見たら当然興奮するし太ももに挟はさまれたら鼻血を噴ふき出しそうになることは変わらない。だって男の子だもの。

「この男が女体に慣れようが慣れまいが関係ありませんわ。わたくしたちはただ自分の努力を信じ、やれることをやるまでですの」

「（こくり）」

　僕にエロ育成されてきた二人は動じる様子すら見せていない。技術だけではなく精神面でも鍛きたえ上げられた今の彼女たちならこれぐらいの試験どうということはないだろう。

「電でん撃げきは大だい丈じよう夫ぶなの？　結局、良い対策は見つからなかったみたいだけど……」

　心配そうな顔を浮かべる神楽坂さん。

　そんな彼女に僕は満面の笑みを返す。

「大丈夫じゃねえけど、みんなが合格に向けて頑がん張ばるんだから、僕もこれぐらいは頑張って耐たえてみせねえとなって」

「……そう。でも、無理はしないで」

「おう、分かってる。心配してくれてありがとな」

「ん」

　僕に頭を撫なでられ、気持ち良さそうに目を細める神楽坂さん。

　と。

　休きゆう憩けい時間終しゆう了りようを知らせるチャイムが校舎中に響ひびき渡わたった。

「よし、じゃあ僕はそろそろ会場に向かうよ。応おう援えんしてる、頑張ってくれ」

「フッ……その上から目線の激げき励れいを特別に受け取って差し上げますわ」

「ま、それなりーに頑張るよー」

「絶対に合格してみせる」

　三者三様の反応に苦笑しつつ、僕は教室を後にした。




　　　　★★★




　ついに私立散さん華か学がく園えん中間実技試験の幕が開けた。

　海原さんが危き惧ぐしていた通り、何日も男性教材として過ごしてきたことで女体への耐たい性せいができた僕を相手に、生徒たちは苦戦を強しいられていた。

　しかし、そこは才溢あふれる選ばれしお嬢じよう様たち。僕の想像を遥はるかに超こえるアプローチ法を駆く使しし、今のところは受験者全員が合格点を収めることに成功していた。

　残る受験者は三人。

　日輪さんと海原さん、そして神楽坂さん。

　先生による仕込みかはたまたただの偶ぐう然ぜんか。真相は不明だが、僕の教え子だからと言って評価を甘くしたりはしない。

　僕はエロには妥協しない。

　男性教材として、そしてエロを愛する一人の男として、彼女たちの成長を全力で見届けさせてもらう────ッ！




　　　　★★★




「失礼致いたしますわ」

　まず最初にやってきたのは、ツインテールと爆ばく乳にゆうが眩まぶしい日輪花か蓮れんさんだった。

　教室中央に設置された椅い子す、そして壁かべにでかでかと張り出された超ちよう薄うす型がたモニターを交こう互ごに見ると、日輪さんは呆あきれたように肩かたを竦すくめた。

「ムードもへったくれもありませんわね」

「まあ、言っちゃなんだがただの試験だしな」

　それに、個人の実力を測ることが目的なのだから、なるべく殺風景な方が好ましい。下手に卑ひ猥わいな感じにしておくと、環かん境きようが受験者の実力を誤魔化してしまいかねないし。

　僕は首をゴキゴキ鳴らす。

「じゃあ、早速始めようか」

「少し疲つかれているようですけれど、公正な審しん査さを頼たのみますわね」

「疲れてなんかいねえよ。むしろ絶好調だ」

　数多あまたの美少女たちからたくさんエロいことをしてもらっているのだ。喜びこそすれ疲れるだなんて絶対に有り得ない。

「それなら安心ですわね」

　一歩、二歩、三歩……四歩。

　優ゆう雅がな足取りで僕に近づくと、日輪さんは深々と頭を下げた。

「では、よろしくお願い致しますわね、庶民」

「こちらこそよろしくな、日輪さん」

　言葉を交わし、そしてカウントダウンが開始された。

「はぁ……ふぅ……いきます」

　深呼吸の後、彼女が最初に行ったのは、椅子に座る僕に横から抱だき着くこと。持ち前の爆乳を僕の右みぎ腕うでに押し付けつつ、細く綺き麗れいな指を僕の顔と首筋に這はわせることも忘れない。

「…………」

　僕は試験中の発言を許されていない。

　僕にできるのは、ただただ触さわられ、見守ることのみ。

「フフッ、緊きん張ちようしていますわね？　……ですが、まだまだこんなものではありませんわよ」

　うなじに息を吹ふきかけ、そして僕の制服のボタンに手をかけると、ねっとりとした手付きで外し始めた。

「さあ、わたくしと一いつ緒しよに脱ぬぎ脱ぎしましょうね……♪」

　母性溢れた甘ったるい声と共に、ちろちろと蛇へびのように頬ほおを舐なめられる。

　とても男が苦手とは思えない猛もう攻こうだが、これにはちゃんと理由がある。

　僕はエロ育成を行う中で、彼女に自分を偽いつわることの大切さを伝授した。




『どれだけ苦手な相手でも、自分の動どう揺ようを悟さとられちゃダメだ。自分を偽り、場を完全に掌しよう握あくする。要は演技力だな。よくは知らねえけど、政治家にだって演技力は必要だろ？』




　どれだけベテランのホステスにだって苦手な客は存在する。だが、彼女たちはどんな客を相手にしても決して本心を曝さらけ出さない。マイナス感情を客に悟られたが最後、どれだけご奉ほう仕ししても満足してはもらえないと理解しているからだ。

　大切なのは、演技力。

　本当の自分を押し殺し、相手が求める自分を演じる。

　世界中の権力者を前にしても毅き然ぜんとした態度で演説を行う、総理大臣のように。

「っ……」

「フフフッ。さっきから声が洩もれていますわよ？　首を舐められるのが、そんなに気持ち良いのかしら……？」

　優しく、それでいて艶なまめかしく、緩かん急きゆうをつけて僕を舌攻ぜめにする。

　だが、それだけじゃ終わらない。

　ついに全てのボタンを外し終わった彼女は僕の太ももに手を這わせながら眼前へと回り込み、そして衣服を素早く脱ぎ捨て全ぜん裸らになると、晒さらされた僕の腹部にその圧あつ倒とう的な爆乳を押し付けながら、乳首に舌を這わせ始めた。

「っ」

　胸に走るチリチリとした痛みと、腹部を包むマシュマロのような柔やわらかさ。

　対照的な刺し激げきに同時に晒され、全身から力が抜ぬける。

「れろ……んちゅっ……っ、はぁ……ぐじゅっ、んぶっ……」

　屹きつ立りつした乳首を舐め、咥くわえ、口内で蹂じゆう躙りんする。

　シャツの内側に腕うでを差し込み、十本の指を背中に這わせる。

　爆乳を下腹部に押し付け、全力で生殺しにかかる。

「んっ……ふ、ぅっ……はぁ、はぁ……」

　熱の籠こもった吐と息いきを洩らす日輪さんに興奮が止まらない。

　思わずモニターに視線をやると、興奮度はすでに合格点に届こうとしていた。

「ぇろぉっ……ぷ、はぁ。フフッ。ラストスパート、いきますわよ……」

　そう言うと。

　日輪さんはその場に立ち上がり、僕の頭を両手で抱かかえ──

「んぶっ」

　──おっぱいで僕の顔を優しく包み込んだ。

「ウフフッ。よちよち、可愛かわいいでちゅねー」

　髪かみの毛一本一本を搦からめ捕とるようにねちっこく頭を撫でられる。爆乳越ごしに聞こえる彼女の心音が僕の脳を直接揺ゆらし、爆乳によって引き起こされた酸欠のせいで視界がチカチカ明めい滅めつし始め……




　ズバヂィイイイッ！　と電撃が僕の身体からだを焼き切った。




「ぐぶえ……」




『日輪花蓮、合格点達成。オメデトウゴザイマス』




　僕が崩くずれ落ちる中、冷ややかな機械音と共に賑にぎやかなファンファーレが鳴らされる。

「…………ふぅ」

　試験終了の合図が聞こえるや否いなや、日輪さんは僕から距きよ離りを取り、テキパキと制服を身に着け始める。

　そして数秒足らずでいつもの高貴なる日輪花蓮お嬢様へと回帰すると、

「そ、それでは、わたくしはこれで、失礼イタシマスワ……ガガガ、ガガガガ」

　長時間に亘わたる慣れない異性接せつ触しよくの反動か、壊こわれたラジオのような異音を零こぼしながら全速力で実習室を飛び出した。




　　　　★★★




「やっほー、東条くん。今日も興奮してる？」

「どんな挨あい拶さつやねん」

　次にやってきたのは、相変わらず元気いっぱいな爽さわやか娘むすめ・海原海み咲さき。他の生徒よりも短いスカートや誰だれに対しても遠えん慮りよのない言動など、お嬢じよう様らしからぬ要素は中間試験中においても健在のようだ。

　海原さんは僕が座る椅子のひじ掛かけに寄りかかりながら、

「さっき錆さび付いたブリキ人形みたいになったレンレンを目もく撃げきしたんだけど、いやー、あの子があんなになるまで頑がん張ばるだなんて、どういう発破のかけ方をしたのか知りたいところですなー」

「どういうって……別に何もしてねえけど」

「ふふふん。別に誤ご魔ま化かさなくても良いんだよー？　キミがレンレンとルナルナにえっちを教えてることぐらい、この海咲さんはお見通しなんだから」

「……まあ、あれだけ毎日三人で姿を消してりゃ流石さすがにバレるか」

「もー、あたしだけを仲間外れにするなんて酷ひどいなー。今度からはちゃんとあたしにも声かけてよね？」

「ただでさえ電でん撃げきでやばいのにこれ以上人が増えたらマジで死ぬと思うんですけど」

「でも、嫌いやとは言わない辺り、キミって本当に優しいよね♪」

　無む邪じや気きな笑顔でそう言われ、思わずドキリとしてしまう。

「……試験開始前に揺さ振ぶりをかけてくるのは感心しねえな」

「あ、バレちゃった？　ざんねーん。今の内にキミの興奮度を高めておけば、すぐに合格できると踏ふんでたんだけどなー」

　この少女、軽い言動の割にはかなりの策士である。裏が読めない奴やつほど恐おそろしいとはよく言ったものだ。

　溜ため息いきを零こぼして自分を落ち着かせ、アラームの方を見る。

「じゃあ始めるぞーよーいスタートー」

「もう、せっかちな子はモテないぞー☆」

　めちゃくちゃ失礼なことを言われたが、完全無視して試験開始。

「あたしはみんなと違ちがっておっぱいが小さいから、正せい攻こう法ほうは使えないんだよねー」

　ひじ掛けの上で身体を動かし、僕の脚あしの上に入り込む海原さん。彼女の柔らかなお尻しりに太ももが強く圧あつ迫ぱくされ、僅わずかな痛みが脳を揺らす。

「だからあたしなりの方法で、キミを興奮させようかなーって思ってるんだけどー……」

　耳元で優しく囁ささやかれ、びくんっと身体が反応してしまう。

「お、もしかして弱点だったりするー？　じゃあ、もっと攻めてあげるね……はむっ」

「っ」

　彼女の湿しめった唇くちびるが、僕の耳じ輪りんを咥え込んだ。

　だが、それはほんの序の口。

「口が寂さびしそうだねー。じゃあ、あたしの指を食べさせてあげよう」

「んぐっ」

　不意打ちだった。気付けば口の中に彼女の指が入り込み、僕の舌に触ふれていた。

　挟はさみ、撫なで、掻かき回す。

　口の端はしから唾つばが零れるが、僕に抵てい抗こうの術すべはない。

「んじゃ、本命の方もそろそろ始めよっか……んべろ」

　咥えられた耳の表面を、彼女の舌が這い回る。

　猫ねこの舌のようなざらついた感かん触しよく。敏びん感かんな部分を縦じゆう横おう無む尽じんに蹂躙され、思わず声が洩れてしまう。

「じゅるる……んべろおぉぉぉぉ……ちゅぱ……」

　彼女の舌が耳の中へと伸びてきた。流石に奥までは届いちゃいないが、それでも穴の縁ふちを撫でられるだけで背筋がゾクゾクしてしまう。おまけに唾だ液えきによる水音が鼓こ膜まくに直接響ひびいてくるので、防ぐ手段が一切無い。

「ちゅぷ……ぇろれろぉ……じゅる……んちゅ……」

　陰いん部ぶを直接触られている訳じゃない。

　ただ、耳を舐められ、その音を聞かされているだけ。

　ただそれだけなのに、下腹部が熱を覚えてしまう。

「ぷ、はぁっ……ねーえ、東条くん」

　僕の舌を指で挟み、外に向かって引っ張りながら、

　海原さんは艶つやっぽく囁く。

「あたしともっとイイこと、したくない……？」

「────────────────、ふぅ」

　僕は呼吸を整え、彼女にとびきりのスマイルを向ける。

「めっちゃしたい」




　直後。

　細さい胞ぼうを焼き尽つくされる音が僕の体内に轟とどろいた。




『海原海咲、合格点達成。オメデトウゴザイマス』




　水音をかき消すかのように、ファンファーレが鳴り響く。

「ぎゃ、ばっ……」

「あはは。中ちゆう途と半はん端ぱなところで終わっちゃったねー」

「なんっ……も、もう、君、エロ育成やる必要ねえじゃん……授業内容だけで間に合ってるじゃん……」

「いやいや、実はそうでもないんだよねー」

　海原さんはハンカチで口を拭ふきながら、

「ま、キミに教えてもらいたいことがあたしにもたくさんあるから、次からはちゃんとあたしも呼んでよね？　じゃないと、また骨ほね抜ぬきにしちゃうんだから♪」

　悪戯いたずらっぽく片目を瞑つぶる彼女に、僕は頷うなずきを返すしかなくなっていた。




　　　　★★★




　タオルで耳を拭き、乱れた衣服を整え、麦茶を一いつ杯ぱい。

　ほう、と一息吐ついたところで、実習室の扉とびらが開いた。

「ようこそ、神楽坂さん。君が最後の受験者だぜ」

「ん、頑張る」

　あまりにも簡潔な返し。緊きん張ちようしているのかと心配になるが、彼女の瞳ひとみを見て、すぐにそれが勘かん違ちがいであると分かった。

　壁かべ際ぎわにある棚たなの上に麦茶の入ったコップを置き、椅い子すに座ると準備オーケー。前まえ髪がみを手で掻き分け意識を切り替かえ、彼女のことを真っ直ぐ見つめる。

「じゃあ、始めようか」

「よろしく」

　素っ気無い会話は試験開始の合図。

　神楽坂さんはまずこちらに歩み寄り、僕を椅子から立ち上がらせる。何をするのかと身構えていると、彼女は僕の両手をそれぞれ掴つかみ、自身の制服のボタンに触れさせた。

「君に、脱ぬがせてほしい」

　上うわ目め遣づかいで求められるが、僕は自発的な動作を一切禁止されている。そのことを重々承知している彼女は僕の手を動かし、疑似的に脱だつ衣いさせられるという状じよう況きようを作り出した。

「んっ……ふぅ……」

　二人羽織とは少し違うが、似たような要領で自身の脱衣を進める神楽坂さん。その新感覚の脱衣スタイルに鼓こ動どうが速くなるのが分かった。

　少し時間はかかったが、それでも三十秒程度で脱衣完かん了りよう。

　一糸まとわぬ……ではなく、下着姿の神楽坂さんが爆誕した。

「裸はだかになれば良いという訳じゃない。君が教えてくれたこと」

　僕の右手を両手で掴み、指と指とを絡からめ合わせる。

　さあ、次は何を仕し掛かけてくるのか……。

「少し汚よごれる。ごめんね」

「？」

「はむっ」

　僕の人差し指が神楽坂さんの小さい口に咥くわえられた。

　皮ひ膚ふの柔やわらかな温かさとはまた違う、体内特有の生暖かさ。呼吸と唾液に包み込まれた人差し指にゾクゾクゾクゥッと未体験の寒気が走った。

「ふぁあ、ふぃふふぇ（じゃあ、いくね）」

　両手で僕の右手を支えつつ、人差し指にゆっくりと舌を這はわせる。

「じゅる……んべろぉ……ぐぶぐぶっ……んちゅっ……じゅるるるる……」

　指の腹、爪つめ、関節……そして根元。閉へい鎖さ空間で、彼女の思うがままに指が蹂じゆう躙りんされていく。

　指フェラと呼ばれる性奉ほう仕し法ではあるけれど、

　本番と違って生殺しな分、その快感は常じよう軌きを逸いつしていた。

「んじゅぅ……ぷはっ。……どう、気持ち良い……？」

　きっと真っ赤になっているであろう顔を、縦に振る。

「そう……喜んでもらえたなら、嬉うれしい……」

　次は何をされるのか。

　昂たかぶった心を抑おさえることもなく、荒あらい呼吸を繰くり返しながら身構えるが、彼女は何もしてこなかった。

「…………？」

　どうしたのだろうか。まだ試験は終わっていないというのに。

「……きっかけが何だったかは、覚えていない」

　黙だまっていたかと思ったら、僕の右手を掴んだまま、彼女は突とつ然ぜん口を開いた。

「君と出会って、君と一いつ緒しよの時間を過ごして……私は、君のことばかり考えるようになっていた」

　僕の右手をおっぱいに押し付け、それを両手でぎゅっと握にぎりしめる。皮膚越ごしに伝わる彼女の鼓動は、とても速く激しかった。




「東条くんと一緒にいると、どうしようもなく胸がドキドキする。

　東条くんと話していると、自然と笑みが零れてくる。

　私のために頑がん張ばってくれる東条くんを見ていると、私も頑張ろうって思えてくる」




　神楽坂さんの目がこちらに向けられる。

　紅潮した頬ほお、潤うるんだ瞳。

　羞しゆう恥ちとは違う感情が、彼女の顔に刻まれていた。




「私を応おう援えんしてくれる東条くん。

　私を褒ほめてくれる東条くん。

　私は、そんな東条くんのことを、喜ばせてあげたい、って思うようになった」




　胸が熱い。

　喉のどが干上がる。
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　彼女の顔から、目が離はなせない。




「この気持ちは何だろう、ってずっと考えていた。

　でも、昨日、君に言われて、私は気付くことができた。

　──ああ、これは恋こい心ごころなんだ、って」




　僕の手を抱だいたまま、

　僕の目を見つめたまま、

　僕の心を掴んだまま、神楽坂さんは口にする。




「私は、君のことが好き」




　視界いっぱいに広がる神楽坂さんの顔。

　そして唇くちびるに走る柔らかな感かん触しよく。

　それが、神楽坂さんからディープキスをされているのだと気付いた時には、合格点達成を知らせるファンファーレと電でん撃げきが、僕を盛大に貫つらぬいていた──
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　中間試験から一週間後。

　神楽かぐら坂ざか邸ていのダイニングルームにて、僕と神楽坂さんは豪ごう華かな食事を囲んでいた。

「中間試験突とつ破ぱを祝して……かんぱーい！」

「乾かん杯ぱい」

　冒ぼう険けん者の酒場の如ごとくジョッキを勢い良くぶつける──のではなく、グラスの縁ふちを軽く触ふれさせる程度の乾杯。少々物足りないが、これがお金持ちなりのテーブルマナーだと言われてしまっては従うほかない。長いものに巻かれてこその庶しよ民みんだしな。

「いやー、しっかし、無事に試験を突破できて本当に良かったなあ」

「東とう条じようくんのおかげ。私一人じゃ無理だった」

「いやいや、神楽坂さんの頑張りの成果だって。僕は何もしてねえよ」

「そんなことない。東条くんがエロ育成してくれなかったら、絶対に合格できなかった」

「うーん、じゃあ両方頑張った、ってことで。どうかな？」

「（こくり）」

　神楽坂さんは微笑と共に小さく頷うなずく。

　僕はエプロンを首に巻きながら、

「そういえば、理事長からすっげえお礼言われたよ。もちろん、そのほとんどが神楽坂さんへの賛美だったけど」

「私も今日の昼休み、号泣しながら褒められた」

「昼休みに理事長室に呼び出されてたのはそのためだったのか……」

　わざわざ校内放送で彼女を呼び出していたから何事かと思っていたが、まさかただ褒めるためだけの呼び出しだったとは。職権濫らん用ようにも程があるだろ。

「まーでも、これで僕はエロ育成係としてはお役やく御ご免めんってことになるのかな？」

「何で？」

「え？　いや、だって、中間試験に合格するためのエロ育成って話だったし……」

「中間試験以外にも試験はある。少なくとも、卒業するまではずっと一緒にいてもらわないと困る」

「ずっと一緒に……」




　──私は、君のことが好き──




　ふと、試験中に受けた彼女からの告白を思い出した。

　そういえば、あの時はあまりのショックで気絶しちまって返事ができず、その後もタイミングが掴つかめずに今日までずるずると来ちまってるんだよな……神楽坂さんが何も言わないから僕からその話題に触れてはいないけど、流石さすがにこのままって訳にもいかねえよな。そもそも彼女に手を出したら殺すと理事長から脅おどされているけれど。

　グラスをテーブルに置き、軽く咳せき払ばらいする。

「あのさ、神楽坂さん。この前の告白についてなんだけど──」

「無理に答えなくて良い」

　神楽坂さんは据すわった目つきのまま、僕の言葉を手で遮さえぎる。

「東条くんが告白のことで悩なやんでいたのは知っている。でも、私のことを気き遣づかうあまりに答えを急ぐような真似はして欲しくない」

「こ、告白した側としてそれでいいのか？　早く返事が欲しいとばかり思っていたんだけど……」

「私は、私の気持ちを伝えたかっただけ、だから」

　グラスの中で揺ゆれるジュースを眺ながめながら、彼女は続ける。

「だから、東条くんの中でしっかりとした答えが出てから、返事をして欲しい」

「そっか……分かった。君がそう言うなら、返事は保留ってことにしておくよ」

　僕の中で気持ちがまだ整理できていないということもあるが、それより何より理事長に殺されたくないし。……神楽坂さんに告白されたことがバレた時点でアウトな気がしないでもないけど。

「ん、ありがとう」

　神楽坂さんはグラスをテーブルに置くと、

「その代わり、一つだけわがままを聞いてほしい」

「わがまま？」

「…………君と名前で呼び合いたい」

　潤んだ瞳ひとみを彷徨さまよわせ、熱の灯ともった頬を手で隠かくしながら、彼女は言った。

　そんな可愛かわいらしい姿を見て、僕は思わず噴ふき出してしまった。

「あははっ。そうだな。卒業までの長い付き合いになるんだ。いつまでも苗みよう字じで呼び合うのは流石に余よ所そ余よ所そしいよな」

「……笑われた」

「ごめんごめん。うん、でも、いいぜ。君がそうしたいなら、好きなように呼んでくれ」

「ん、分かった」

　そして神楽坂さん……いや、流る南なは僕の目を真っ直ぐ見つめながら──




「私のことを絶対に好きにさせてみせるから覚かく悟ごしていてね──瑞みず希きくんっ」




　──心の底から嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。








あとがき









　はじめまして。前作を購こう入にゆうしていただいた読者の方々はお久しぶりです。秋あき月づき月つき日ひと申します。

　最近Twitter では「メカクレキャラ大好きメカクレ美少女ラノベ作家」として活動しているボクですが、この度たび二年ぶりの新作を出させていただくことになりました。

　ああ、遅おくれましたが。




『クラスのお嬢じよう様さまたちはえっちなオモチャぼくに興きよう味み津しん々しんです』をお買い上げ頂いただき、誠まことにありがとうございます！




　デビュー作以降、Twitter でメカクレ美少女への愛を叫さけぶことしかしておらず、「コイツほんまに原げん稿こう書いてんのか？」と思われる読者も数多くいたと思いますが、無事にちゃんと新作を出すことができました！

　内容としましては、前作と同様ラブコメです。

　前作と違ちがうのは、舞ぶ台たいが現代の学園というところでしょうか。




　ところで、メカクレ美少女って良いですよね？　巨きよ乳にゆうで無口系だったら尚なお良しだと思います。瞳ひとみという感情の湖を前まえ髪がみという木々で隠かくし、感情が溢あふれてしまいそうになった瞬しゆん間かんに前髪の隙すき間まから一いつ瞬しゆんだけ瞳が垣かい間ま見みえる希少性……片メカクレも両メカクレも大好きなボクとしましては全世界の美少女キャラ全員がメカクレになってくれれば──失礼。性せい癖へきが駄だ々だ洩もれてしまいました。




　何の話をしてましたっけ？　……ああ、そうそう、本作についての話です。今回はあとがきが六ページもあるのでついつい脱だつ線せんしてしまいますね。

　最初、担当さんから「最大で六ページくらいはとれそうですけど、どうします？」と言われた時は「ついにボクもファンタジア名物のあとがき芸ができる!?　ヤッター！」と喜んだものですが、書いている今はとてもとても後こう悔かいしています。いや、だって六ページも書くことなくない……？　作品の内容を簡単に説明したとしても半分は余りそうなんですけど。




　まあ、それはさておきそろそろ作品の内容について触ふれて行こうと思います。気付いたら二ページ埋うまっちゃってますしね。




　まずは本作についてですが、「清純なイメージのあるお嬢様がエロを真しん剣けんに学ぼうとしている話ってエロくない？」というアイディアが元となっております。

　所謂いわゆるギャップエロというやつですね。作中でもギャップエロについては軽く触れていますので、詳くわしくはチェキしていただければと！

　あえて例を出すならば、普ふ段だん身持ちの固い強こわ面もての女上司がふとした拍ひよう子しに見せる艶あでやかな表情……的な感じのアレです。ギャップ萌もえの亜あ種しゆとでも思っていただければ幸いです。




　次にキャラクターについて。

　やはり最初に言げん及きゆうしなければならないのは、我らが青あお髪がみメカクレ巨乳無口系美少女の神楽かぐら坂ざか流る南なでしょう。ビジュアルについては完全にボクの性癖をこれでもかってぐらいにぶち込ませて頂いております。二年ぶりの新作だし、ずっとメカクレ美少女をヒロインにしたかったししょうがないですよね。うん、しょうがない。ものべ先生の素晴らしい画力のおかげでとても可愛かわいらしい女の子となっております。本当にありがとうございます……！

　騒さわがしい主人公の対極にいる存在として、流南は原案よりも更さらに無口になるように書かせて頂きました。そうじゃないと全員うるさくなりますからね……ていうか主人公マジでうるせえな。ずっとハイテンションじゃん何なのコイツ……。




　という訳で、次は本作の主人公である東とう条じよう瑞みず希きについての話をば。

　実はこのエロ男、設定段階で前担当さんとどういうキャラにするかをずっと言い争っていたという過去があります（本作制作中に担当さんが代わりました）。

　前担当さんは「読者からの共感性の高い、初心うぶな主人公」を推しており、対するボクは「エロが大好きでエロに対して積極的な主人公」にしたいと主張し続けていました。

　と言いますのも、ボクは「自分の欲よく望ぼうに忠実な主人公」が大好きでして。杉すぎ崎さき鍵けんや横よこ島しま忠ただ夫お、諸もろ星ぼしあたるや兵ひよ頭うど一うい誠つせいなどなど。だからエロを題材にすると決まった時点で、主人公はエロ好きでエロに向かって一直線なハイテンション主人公にすると心に決めていた訳です。

　それに、やはりラブコメなのだから主人公にも愛着を持ってもらいたかった。愛着を持ってもらうには強きよう烈れつなキャラクター性を入れるべきだ──という考えもありました。

　なので、少々無理を言って、瑞希のキャラを決めさせていただきました。他の理由としましては、ネガティブな主人公よりポジティブな主人公の方が読んでて楽しい気分になるに決まってるくね？　的な感じです。ラブコメはエンターテインメントですので。明るく楽しいのが一番かなと。




　そうこうしている内にページ数が残り少なくなって参りました。あれ、意外と書くこと多いな……これが二年の空白期間というやつか……。

　という訳で、そろそろ謝辞の方をば。




　前担当のＯ様。お忙いそがしい中、構想段階から様々な相談に乗ってくださり誠にありがとうございます。「エロはコミカライズされやすい」という発言をボクは未いまだに忘れていませんのでコミカライズ企き画かくの方お待ちしております。本当にお待ちしております。本当に（以下同文。




　現担当のＭ様。本作が発売されるまでの間、ボクというクソ面めん倒どう臭くさい作家に真しん摯しに向き合ってくださり本当にありがとうございます。こうして発売にまで漕こぎ着けたのはＭ様の存在あってこそです。今後ともよろしくお願い致いたします。現在一いつ緒しよに進めている新作の企画も頑がん張ばります……！　一番は本作が売れに売れまくって続刊する事ですが（台無し。




　イラストのものべ様。この度は本作のイラストをお引き受けくださいまして、誠にありがとうございます。先生に描えがいていただいた流南や花か蓮れん、海み咲さきがとてもとても可愛らしく、イラストが上がってくる度に小こ躍おどりしていました。今後ともよろしくお願い致します。もし続刊できたらサービスカットをもっと増やしたいなと……一巻の時点でほぼサービスカットばっかりですけども。




　他にも、営業・広報担当の方、校正担当の方、本作の出版に際しお力ちから添ぞえ頂いた全ての皆みな様さまに感謝を。本当にありがとうございます。




　そして何よりも、本作を購入して頂いた読者の皆様に心からの感謝を申し上げます。少しでも楽しんで、腹の底から笑っていただけますと嬉うれしい限りです。

　もし二巻、三巻と続くことになりましたら、その時はまたよろしくお願い致します！

　以上、秋月月日でした！
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